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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【　Episode 17　必殺の時刻リーサル・アワー　】







　　　　[image: せいじ]




　──光──

　いきなり、閃せん光こうが俺おれを包んだ。

　この光は何だ。

　俺は巻まきが率いる一ヒト〇マル式しき戦車中隊と、中国の魔法少女・殲チエンとの戦いから──

　あの地獄のような仍しき島じまから、時空のトンネル『暦こよみ鏡かがみ』で逃げてきた。

　鵺ぬゑが急造したものとはいえ、暦鏡は機能していたように思えた。何らかの、しかし一定ではない不気味な引力に導かれながら、曲がりくねる穴を落ちるような感覚。写真を切り貼ばりしたような像が、断続的に目に映る感覚。それらは、かつて暦鏡に入った時と同じだった。

　身を挺ていした早乙女さおとめ刹せつ那なの犠ぎ牲せいのもと、俺たちは過去に逃げ延びた──

　──ハズなのに。

　藻も搔がくように自分の運動ベクトルを誘導し、暦鏡の出口とおぼしき穴から転落して出ると、俺は閃光の中にいたのだ。

　視界が真っ白で、何も見えない。

（ここは……現実世界なのか……？）

　今回の暦鏡は、戦いながらの鵺が突とつ貫かん工事で作ったものだ。

　鵺の説明によれば──過去へ跳とべたとしても、地球の自転を補正できないだとかの理由で、どこの国に出るか分からないような不良品だとか。

　ひょっとしたら、それ以上の欠陥が生じて、もっとワケの分からない所に落ちたんじゃないのか？

　閃光の中で一いつ瞬しゆんそう疑ったが、どうやらここは現実世界らしい。

　俺が四つん這ばいになってる地面の手触りは、明らかに人工的に均ならされたもの。

　アスファルトだ。

　光は鮮せん烈れつだが、一方向から当てられている。

　一〇式との戦いで折れた肋ろつ骨こつを押さえつつ、見上げた空には──星が。

　地球上の、夜だ。

　俺は腕を庇ひさしにして、再び光の方を見る。

　光源は２つ。眩まぶしさに目が慣れてきて分かったが、それが高速でこっちへ迫ってきている。

　２つの光の間にある、矢印のような輝き。あれは……

（ベンツの、エンブレム──!?）

　ブオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォ─────────ッッッッッ！

　仍しき島じまで殲チエンの『電磁エレクトロ投射砲マグネテイツクガン』──レールガンの弾子が掠かすめて右耳の鼓こ膜まくが破れていた俺おれだが、その警笛は左耳と全身に激しい震動となって叩たたき付けられ、ハッキリと聞こえた。

　今、俺の目の前に──

　巨大なトラックが、高速で迫り来ているのだ！

　この光は、20ｔはあろうかというトラックのヘッドライト──！

「──ッ！」

　俺は妖よう刕とうの鯉こい口ぐちを切り、数秒分だけ使用可能になっていた潜在能力開放オープンアクトを使う。

　爆音を上げてアスファルトを砕き、地上スレスレをほぼ真横に跳ちよう躍やくした俺は──ヂッ──！　と、黒套コクドの裾すそをトラックのバンパーが掠める感触を身に受けつつ……

　砂すな埃ぼこりの立つ道を、ゴロゴロッ……！　と、転がって……

　なんとか、難を逃れた、みたいだぜ。

「……」

　俺は、納刀と共に深く息をつく。

　いっぺん赤あか坂さかじゃソアラに撥はねられてる俺だが、好きこのんで大型トラックに轢ひかれたくはないからな。

　しかし……今のトラック。

　おかしいぞ、ベンツのトラックだなんて。

　トラックと言えば日ひ野の自動車とかいすゞが定番だろ。

　しかも、時速がとんでもなかった。２００km近く出してたぞ。新幹線なみじゃねえか。どういうつもりだ。

　スピード違反ってレベルじゃない速度で走り去っていく、トラック……

　そいつが走る道は、ひたすら一直線。

　やっと見えてきた道の左右は、霧きりのかかった夜の草原。

　その草原を、アスファルトの広い車道がまっすぐ貫つらぬいているのだ。闇やみの向こうに星明かりで見える、地平線の果てまで。

　地形は不安になってしまうほどに平へい坦たんで、見渡す限り人家は見えない。

　気温は低く、吐く息は白くなる。だが氷点下ってほどじゃない。

（北海道……とかか？）

　と、俺は適当に推理してみるが──

　かなり低空飛行している飛行機の音に振り向くと、こっちへ横っ腹を見せて悠ゆう々ゆうと上昇していく旅客機はＪＡＬでもＡＮＡでもないようだった。

　白い機体に、大きなオレンジの英字が……

（『easyJet.comイージージエツト　ドツトコム』……？）

　知らない航空会社だな。

　だがつまり、ここは外国か……？

　とんでもない事になっちまったな。

　とはいえ、戦車10輛りように囲まれてた地獄の仍しき島じまよりはマシだ。俺おれたちは逃げ、生き延びたんだ。暦こよみ鏡かがみで。

　文字通り九死に一生を得る形で、なんとか拾った命だ。

　まずは生きて、生きて、生き抜くんだ。

　たとえここが、いつの、どこであったとしても。

（刹せつ那な……）

　自らを犠ぎ牲せいにして俺たちを守った、白い妖よう刕とう──

　早乙女さおとめ刹那のためにも。




　妖刕の表示ガイドに従って夜の車道脇わきを少し歩くと、横断歩道のような形状の標識立てがあった。その下には紺こん一色のドレス姿の貘ばくと、居鳳いのう高のセーラー服を着たアリスベル、そして１人だけ素っ裸の鵺ぬゑが集まっていた。

　裸とはいえ『第２態セコンデイ』と思われるケモノっ娘こモードの鵺には、ちょうど女性用の下着が隠すような位置に体毛が生えている。ので、毛皮のブラとパンツをはいてるみたいに見える。チッ。

　痛む肋あばらと腎じん臓ぞうの辺りを押さえつつヨロヨロ現れた俺に、

「……静せい刃じ君！」

　アリスベルは気づいて、ツインテールをぴょこぴょこさせながら駆け寄ってきた。

　そして、薬は無いものの……泥や血で汚れていた俺の顔を、セッケンみたいなアリスベルのニオイがする苺いちご柄がらのハンカチで拭ぬぐってくれた。

「静刃君、静刃君、あちこちこんなに傷ついて……大だい丈じよう夫ぶですか」

「……大丈夫、じゃ、ないな。少し休ませてもらいたいとこだ」

　俺はアリスベルに肩を借りて歩き、貘と鵺が見上げている標識立ての鉄骨に寄りかからせてもらった。

　見上げると、頭上に掲げられた標識は──『Ausfahrt』──日本の物じゃ、ないな。何語かすら分からん。

　それは貘も同様らしく、眉まゆを寄せていたが……

　鵺は寒そうなカッコのくせに、たらり、と額に汗をかいて標識を見上げている。

　どうやら、読めてるみたいだな。

「おい。どこなんだ、ここは」

　俺が妖刕の鞘さやの先で、鵺のヘラジカみたいなツノをゴツンと突くと──

　鵺は赤と青のオッドアイで俺たちを見回し、

「ドイツだじょ」

　そう言い渡してきた。

　……ドイツ……!?

　と、俺おれたちが絶句した隙すきに、

「鵺ぬゑのせいじゃないじょ！　お前らが負けたのがいけないんだじょ。バーカバーカ！」

　鵺はこの遭そう難なんの責任は自分にはないと言わんばかりに、ほっぺたをぷーっと膨ふくらませる。

　しばらく黙って様子を見てるが、『うっそぴょーん、実はここ長なが野の県！』などと都合のいい事は言ってくれそうにない。

（マジで、ドイツなのかよ……！）

　ていうか、ドイツってヨーロッパのどの辺だっけ。

　そこすら地理の成績が悪くてイマイチ分からない俺は、頭を抱かかえてしゃがみ込んでしまう。

　初めて来た海外は、過去のドイツときたか。異能の身み空そらでもこれは意外な事になったぜオイ。

「静せい刃じ、アリスベル、携帯を出すのだ。複数機種で確認したい事がある。それぞれ、動作しているか？」

　貘ばくが携帯電話を手にそんな声を掛けてきたので、俺は痛む手で黒套コクドの中をまさぐる。

　仍しき島じまでの戦いを経ても、２０１０年に買った俺のガラケーは奇跡的に生きていた。カバーは欠け、液晶画面はヒビ割れていたが、電池カバーが外れて飛び出ていたバッテリーを入れ直したら……ちゃんと起動した。さすが日本製だよ。

「私の携帯は──ｉモードに接続できません。『不明な機種です』とのエラー表示が……」

「その機種が発売されるより過去に来たという事だろう。だが、基地局が発信する報知情報は国際ローミング端末なら世界のどんな携帯電話でも無差別に摑つかめるハズだ。本来は時差補正のための機能だが、携帯電話はその報知情報を元に……現在の日付と時刻を自動的に変更・表示する。電源を切って再起動し、日付を確認してみろ」

　などとアリスベルと貘が語る中……

　俺は黒い自分の携帯を手に、染しみのような液晶漏もれの向こうに自動表示された日時を見る。

　──２００９年12月23日　17時25分──

　しばらくするとケータイを再起動したアリスベルも、

「に、２００９年12月23日、17時25分と表示されました」

　同じ日時を告げてきた。

「私の携帯も同じだ。３台とも同じなら、エラーという事もないだろう。どうやら私たちは、仍島よりさらに１年過去へ来たようだな」

　貘は画面に照らされた顔で冷静にそう宣告し、さらに携帯を操作している。

「でも、ちょっとおかしくないか？　17時25分──５時半前なのに、こんなに真っ暗くら闇やみってのは」

　俺おれがそう言うと、

「緯い度どが高けりゃそうなるじょ。ドイツは日本より北寄りの国。12月なら午後５時には真っ暗になる地域が大半だじょ。ヨーロッパじゃ日本みたいに灯あかりを煌こう々こうと照らさないしにゃあ」

　ここがドイツだという事をむしろ証明するような説明を、鵺ぬゑがしてくれてしまう。

「私の携帯は３Ｇパケット通信ができている。色が気に入って型落ちの２００９年冬モデルを買っていたのだが、それがこんな状況で役立つとはな。それと、グーグルマップのｉアプリは海外対応だ。ドイツ国内ならキャリア側ＧＰＳサーバーの学習も十分されているだろうから、きっと現在位置が細かく表示されるだろう」

　俺にはよく分からない話をしつつ、貘ばくは紺こん碧ぺき色いろのガラケーを手にそう語り──

「よし、出たぞ。私たちはここだ」

　俺たちに、ＧＰＳ地図を示してきた。

　表示されている地図はドイツ西部のもので、現在地は知らない地名だがブルックハウザー・ミューレンバッハ。誤差は[image: さんびゃく]ｍ以内と示されている。

　それを俺とアリスベルが呆ぼう然ぜんと見ている間に──フォン──！　甲かん高だかいエンジン音を立てるアウディＡ４が、高速道路を走り抜けていった。妖よう刕とうの表示ガイドによれば、時速[image: にひゃくじゅうはち]kmで。

　……どうやら、マジみたいだな。

　ここは２００９年のドイツ西部。

　速度制限が無い事で有名な高速道路、アウトバーンの脇わきなのだ。

　どうりで、ベンツのトラックなんかが走ってると思ったぜ。日本じゃ高級外車の代名詞──メルセデス・ベンツも、ドイツじゃただの国産車なんだもんな。




　グーグルマップによると、道なりに南へ４kmほど歩けばシュタインブリンクという小さな町があるとの事だ。貘の調べでは、そこにはホテルなんかもあるらしい。

　なのでとりあえずはその村へ行こうとなったが、こういう時こそ便利そうな魔術は……今は色イロ金カネ粒りゆう子しがどうのこうので、使用不可との事だ。使えんやつらめ。

　しょうがないので、俺たちは夜のアウトバーン沿いをトボトボ歩く。

　青いドレスの貘を先頭に、半裸っぽい全裸のケモノっ娘ここと鵺、セーラー服のアリスベル、そして黒套コクドを着て妖刕を提さげた俺。それが１列になって歩いてると、古いＲＰＧのフィールド画面みたいなカンジだ。

　仮装行列みたいな４人組の分際で、通りかかる車をヒッチハイクしようかとも試みたが……どの車も遅くて時速[image: ひゃくろくじゅう]km、早いと[image: さんびゃく]kmとかで鉄砲玉のように走ってる。なので停とまっちゃくれないし、停まる検討すらしてくれないムード。

　歩いていると、負傷と妖刕使用の後遺症で全身が痛む。痛みも黒套はギプスのように内側を締めて緩かん和わしてくれるのだが、それでも折れた肋ろつ骨こつの辺りは時々ビキッと来る。

　だが、それよりも耐えがたいのは空腹だ。

（ああ、肉が食べたい……）

　妖よう刕とうを目いっぱい使った後は、肉料理が無む性しように食べたくなるのだ。

　ステーキ、焼き鳥、刺身、なんでもいい。とにかく動物性蛋たん白ぱくを摂とりたい。

　これは潜在能力開放オープンアクトでムチャをさせた肉体が、あちこち修しゆう繕ぜんする材料を欲しているという事なんだろう。アリスベルが魔術を使った後にイチゴ大だい福ふくを大食いするのと似た習性だな。

（そうだ。せっかくドイツにいるんだから、本場のソーセージを食いたいな……）

　などと考えながら10kmほど歩いた辺りで冷たい霧きりが立ちこめてきたので、俺おれたちはお互いを見失わないように声を出し続けながら──しりとりをしながら、歩く事にした。

「チョコレート」

「トリ貝」

「イチゴ大福」

「くじらの大和やまと煮に」

　別に食い物縛しばりとかはないんだが……

　自然と、貘ばく、鵺ぬゑ、アリスベル、俺、それぞれの食べたいものばかり出る。みんな腹が減っているんだな。異能は皆、食いしん坊ってことか。




　黒套コクドには本来ヒーター機能もあるのだが、今は俺の体の回復と自己修復に集中しているのかイマイチ寒さを防ぎきれていない。

　かじかんだ手を息で温めてるアリスベルも、空腹で鵺に肩を借りて歩く貘も、貘に肩を貸す鵺も、小一時間ほど歩く間にすっかり霧に体温を──すなわち体力を奪うばわれてしまった。

　だがようやく、俺たちは目的の村に辿たどり着く事はできた。

　20軒ぐらいの家が集まった、さびれた村だ。観光気分にはなれないが、レンガ造りの建築やレンガを敷き詰めた道は俺にとって目新しく興味深い。人家から漂ただようオリーブみたいな香りも、いかにも外国ならではの生活感がある。ちょっと、ドキドキするな。

「やーっとシュタインブリンクだじょ」

「着きましたよ、貘。ホテルで休みましょう。クレジットカードが使えるといいですね」

　空腹のせいか一番頼りになりそうな貘が一番弱っているのを見て、鵺とアリスベルが笑顔で励はげましている。

　貘も疲れ切った笑顔を返しているが、

「着いたはいいが……私はドイツ語に明るくない。アリスベルも、日本語・英語・広東カントン語ごしか喋しやべれない。ドイツもこのような田舎いなか町まちでは、英語が通じないだろう」

　ハナっから言語関連では頭数に入っていない俺が、さっきドイツの標識が読めていたっぽい鵺の方を見ると──

　鵺ぬゑは、えっへん、とハダカのようなそうでないような胸を張る。

[image: ]

「安心しろじょ。鵺は戦前のドイツにいたんでドイツ語ができるじょ。歌も歌えるんだじょ」

　……その縁の類るい感かん魔術がどうのとかで、ドイツなんかに繫つながったんじゃねーのか？　暦こよみ鏡かがみの出口。

　ちょっとずつ異能的な考察もできるようになってきた俺おれはそうも思ったが、今は言葉の面で頼れるのが鵺だけなので……文句は言わないでおいた。

　街灯もまばらな村の、ややデコボコした赤茶色のレンガ道を歩き──

　居い並ならぶレンガ造りの民家と見分けのつかない、ホテルらしき家を見つけ出す。

　だがそのホテルは、俺たちが近寄るなり入口のカーテンをサッと内側から閉じてしまった。

「……お、おい。なんだよそれ」

　俺は小さい門の中に入り込み、ドアをノックするが……

　応こたえない。鵺が電気式の呼び鈴も鳴らしてみたが、返事はない。明らかに中に人がいるのに。営業時間外か？　いや、ホテルでそれは考えにくい。

　……なんで泊めてくれないんだろうか。鵺が半裸だからか？

　その後──

　ガレージにでも泊めてもらえないかと何軒か民家を回ったものの、どの家も俺たちを見ると扉を固く閉ざしてしまう。

　アリスベルや貘ばくにはやや好意的なリアクションがあり、鵺ぬゑは仮装だと思われて苦笑いされるのだが、俺おれを見ると急に機嫌が悪くなった感じで冷たくあしらわれるのだ。

　途中からは村中に連絡でも回ったか、どの家も最初から俺たちを無視するようになった。

　なぜかここの村人に俺が嫌われている事には鵺も気付き、

「きっとお前が悪魔っぽいからいけないんだじょ。ヨーロッパのイナカ者は信心深いからにゃあ」

　自分も化け物のくせに、俺を非難してくる。

「そりゃあ俺は黒ずくめでヨロヨロ歩いちゃいるが……お前より人間の形してるだろ」

「んだとぉー、やんのかじょ？」

　シュッシュッ、と俺にシャドーボクシングみたいな動きをした鵺はアリスベルに押さえられ、

「……まぁ、こーなったら教会に行くじょ。困った時のキリストさん頼み。教会は神社とか寺みたいなもんで、ヨーロッパじゃ文無し宿無しを泊めてくれるセーフティーネットなんだじょ。そんかし明日、掃除とかの奉仕活動をさせられるじょ」

　民家を諦あきらめ、村の西外れにある教会を指すのだった。




　星明かりの下もと、寒さに震ふるえる俺たちが教会の木戸をノックすると……

　中から、今日きよう日び珍しいカンテラを持った神父がドアをちょっとだけ開けてきた。

　銀髪というか白髪で、ヒゲもじゃの爺じいさんだ。

　濁にごった緑色の瞳ひとみには、少し、いや、かなり耄もう碌ろくしてるムードがある。

「──泊めろ。主しゆは分け隔へだてない」

　鵺が胸を張り、何やら偉えらそうにドイツ語でそう話すと……

　爺さん神父は何も言わず、教会の奥へ引き返してしまった。幽ゆう霊れいみたいだな。

　だが、ドアの錠じよう前まえは開けっ放しだ。これは入っていいという意味だろう。そういう事にしておこう。とにかく外は寒いし。

　４人で入った古い教会内は、真っ暗だったが──

「瑠る瑠る粒りゆう子しも薄うすくなってきましたね」

　そう言ったアリスベルが、パンッ！　と拍手を１つ打つと、側そく廊ろうにあった蠟ろう燭そくが幾つか灯ともる。

　爺さん神父の姿は、無い。

　蠟燭の周辺に俺はとりあえず腰を下ろすが、床は石。村民が祈りを捧ささげるためのイスと机も、ボロボロの木製で……寒さは凌しのぎきれないな。だが、吹きっさらしの外よりはマシだ。

　生き延びるためには恥も外聞もないタイプらしい鵺は、ガサゴソとゴミ箱を漁あさり出す。

「うーん、残飯は無いにゃあ。おっ？　これはフトンになるじょ」

　そして新聞を拾ってきて、それを俺のそばに敷いてゴロンと横になり、何枚かは毛布がわりにして寝床を確保してる。自分だけ。

　ちょっと目をやれば、その新聞の日付はやっぱり２００９年12月。ますます気が滅め入いるね。

　イスに掛けた貘ばくは……空腹らしく、机に突っ伏してしまった。

　そんな貘を気き遣づかうように、こんな時でも品良くお嬢様座りで隣となりに掛けたアリスベルは、

「静せい刃じ君、具合はどうですか。とても顔色が悪いですよ……？」

　俺おれの事も気にかけてくれる。

　２０１０年の中なか目め黒ぐろじゃ存そん在ざい劣れつ化か症しよう候こう群ぐんで倒れたりもしてたのに、２００９年のドイツではけっこうしっかりしてる感じだな。

「それが……どうも、調子が悪いんだ」

　逆に俺は、一ヒト〇マル式しきとの戦いのダメージがなかなか癒いえない。

　いや、それだけじゃない。ここ最近は無かったような、芯しんからの疲れもある。頭がボーッとして、息苦しく、力が抜けるような感じだ。

「貘のパワー切れはただの腹ペコだども、静刃、お前のそれはきっと存在劣化症候群だにゃあ。びょおう、びょう」

　新聞ベッドで肩かた肘ひじをつき、鵺ぬゑが長い犬けん歯しを剝むいて笑ってくる。

　存在劣化症候群──

　これが、それなのか。

　存在劣化症候群とは、時間を跳とび越えた先で起きる存在の希き薄はく化か。

　過去に跳んだ者が歴史に影えい響きようを与えたせいで、過去の自分が危険に晒さらされる──というよく分からん理由で引き起こされる、身体的な不調だ。

　それに捕らわれると、人は理由もなく衰すい弱じやくしていく。

　そしていずれ、不自然な自然死を迎えるとか。

「鵺。存在劣化症候群にしては早すぎませんか？　私たちが２００９年に来てからこの歴史に与えた影響は微細なものですよ」

　アリスベルが新聞ベッドの鵺にそう言うと、

「地球史から見て不自然な存在が、自分たちだけだと思うなや。不連続体なんか、この世にゃ掃いて捨てるほどいるハズなんだじょ」

「つまり……私たち以外の誰だれかが、静刃君の存在に影響を与えているというのですか？」

「アリスベル、２０１０年のお前の存在劣化症候群もそうだったのかもだじょ。これは推測の域を出ない仮説だども……不自然な誰かが、藍ラン幇パンの運命をいじってるんだじょ。その影響で、このルート上に本来いるアリスベルや静刃が藍幇がらみで死ぬ確率が増減してるんだじょ」

　他人の不幸が好きな鵺は、ニヤニヤ語ってる。

　だが俺には難しくて意味が分からないので、

「つまり、どういう事だ」

　石の柱に背をもたれさせながら、半ギレで尋たずねる。

　すると鵺ぬゑは、にやぁー、とこっちにキバを剝むいて笑う。

「歴史にも──ルートや時期で、合う合わないがあるんだじょ。静せい刃じはきっと、この３周目の２００９年に嫌われてるんだじょ。びょひひっ」

「そうかい、そうかい。じゃあなおさら、とっとと還かえらなきゃな。２０１３年に」

　……俺おれの感想は、そんなところだ。

　命の危機なんか、妖よう刕とうを手にしてからこっち日常茶飯事だしな。

　悩んだところでしょうがない。

　なんとかできそうな手がかりが見つかったら、なんとかするさ。

「巻まきと殲チエンに負けて、こんな時代に来ちまったせいで……護ご国こく乃の[image: たつ]たつに頼って未来へ還るって話も、立ち消えになっちまったしな。そもそも今は、麻あ相そう元首相に会う前の時代だし。で、おい鵺。俺たちゃどうやって２０１３年に還りゃいいんだよ」

　時間跳ちよう躍やくに詳しい鵺に、俺が話を戻すと──

「知らんじょ。暦こよみ鏡かがみじゃ未来へは行けないからにゃあ」

「って、無責任だぞお前。未来へ行く、逆暦鏡とか無いのかよ」

「理論だけは聞いた事あるけど、鵺にはできんじょ。だども、未来から助けが来るかもしれんじょ？　果報は寝て待てって言うじょ。ハイお休みちゃーん」

　都合の悪い話をされた鵺はそんな事を言って仰あお向むけになり、スヤァ……と、速攻で寝に入る。

　黙ってりゃ割とカワイイ鵺の寝顔を見てたら、俺も眠くなってきたな。

　昨夜、といっても未来なんだが、仍しき島じまでは徹てつ夜やで戦ってたからな。携帯によりゃ今はまだ夜７時前だが、ジェット機で移動する事で引き起こされるジェット・ラグならぬタイムリープ・ラグとでも呼ぶべき時差ボケがある。

（……妖刕……）

　薄うす目めで表示ガイドを見れば、潜在能力開放オープンアクトの使用可能時間はジリジリと秒単位で増えている。

　そうだな。今は、休もう。

　歴史に嫌われていようと、休みさえすれば──体力、気力、妖刕・黒套コクドのコンディション、あらゆるものがきっと回復していく。

　それは俺だけじゃない。アリスベルも、鵺や貘ばくだって同じハズなんだ。

　だから今は、まずは、休もう……

　と……

　俺も貘や鵺同様、すぐに微睡まどろみから眠りに落ちていった。




　だが……そうは問屋が卸おろさないらしい。

　１時間ほどは眠れたが、その頃ころ、俺は物音で目を覚ます。

（休ませちゃくれない、みたいだな）

　寝ぼけ眼まなこを擦こすって見れば、貘ばくとアリスベルが灯あかりを消した側そく廊ろうの窓から外を見ている。

「──警察だぞ。起きろ、静せい刃じ。鵺ぬゑもだ」

　貘が窓からこっちへ来て、俺おれと鵺の肩を揺さぶる。

「警察？」

　俺は片かた膝ひざで立ち上がりながら、妖よう刕とうを準セミで起動させる。

「きっと神父が通報したのだろう」

　貘の言葉を裏付けるように──ふと気づくと、教会の後陣にある階段へと続く扉の隙すき間まから、神父が冷たいグリーンの瞳ひとみでこっちを見ていた。

　彼は十字を切り、避難するように厚い扉を閉ざして……地下へ逃げていく。

「どうしましょう。私たちはパスポートも持っていませんよ」

　アリスベルが形の良い眉まゆを寄せ、小声で言う。

「いや……ただの警察ではないぞ、きっと」

「うにゃ。早すぎるじょ」

　貘と鵺は暗くら闇やみで猫ねこみたいに目をボンヤリ光らせつつ、そんな話をして不ふ穏おんなムードに拍車を掛けてくる。

　言われて俺も窓から外を見てみるが、村の外の車道を数台の車がゆっくり走ってきている。先導車は確かにパトカーらしく、青い回転灯を光らせているが……近付くごとに見えてくる、その車種は……ちょっと、パトカーらしくない。

　まるで馬車が馬無しで走っているような──クラシック・カーだ。後続の数台は、よくあるハッチバックなのに。

「どういう事だよ。ただの警察じゃないってのは」

　確かに異様な雰ふん囲い気きを放つ車列を睨にらみ、俺は貘たちに尋たずねる。

「日本でも警察は通報ひとつぐらいでは動かないものだが、ヨーロッパでは死人が出るような事件が起きたワケでもないのに警察が出張る事はまずないのだ。安全は保険会社や警備会社に金を払って買うもの、というのが常識だからな。特にこんな片かた田舎いなかの警察は、こんな時刻には絶対働かない。その辺りの感覚は、日本とは違うのだ」

「だども一応、あのジジイが通報はして……そこから何らかの形で、この近くの異能に情報が行ったんだじょ。鵺にはなんとなく分かるじょ、あれは異能だじょ」

　鵺のカンだけじゃなく、妖刕もあのクラシックカーには『Caution警戒せよ』の表示をした。

　……流れ者の異能に勘かん付づいた、地元の異能さんのお出ましか。

　そりゃドイツにも異能はいるだろうが、こんな夜よ更ふけにご苦労なこった。

「この不快な存在感には覚えがあるぞ。祓魔師エクソシスタだ。それも恐らく、叙じよ階かい済みの」

「ツイてないじょ。なんでそんなヤバイのが１時間やそこらで来れるんだじょ」

「こちらの正確な場所は警察から聞いたにせよ、ある程度は前もって感じ取れていたと考えるべきだろう。索さく敵てきに特化した異能や高位の妖あやかしでもない限り、４人程度の少人数の異能の出現を感じ取れる範囲は限られる──つまり、我々が出現したあの高速道路のそばに、偶然、強力な異能がいたのだ。それもおそらく、敵対的なものが」

　貘ばくと鵺ぬゑがそう語る中、

「なんという、運の悪い……いえ、悪すぎますね」

　アリスベルがセーラー服のスカーフを締め直し、眉まゆをツリ上げる。

　窓の外を見れば、もうクラシックカーは教会の先にある広場に停車して……

　ぞろっとした白い法ほう衣いを身に纏まとった金髪のシスターと、黒いトレンチコートを着た金髪男が降りてきている。遠目だが、どちらも二は十た歳ちぐらいに見えるな。

　ハッチバック群からは、もっと若そうなシスターたちがゾロゾロ降りてきている。その身のこなしは、確かにただの女の子たちというムードじゃない。

　それこそ、訓練を受けた警察の特殊部隊といった感じだ。危険だぞ。

「この悪すぎる悪運は──たぶん、『歴史の復元力』がもたらしたもんだじょ」

「復元力？」

　俺おれが聞くと、

「時間とは、自然の一部。自然は、生き物。歴史とは物理的ではなく、生化学的なものなんだじょ。だから歴史も生き物のように、壊されると自己修復をしようとする。つまり、不自然な存在──不連続体を、運命力学的に殺そうとしてくるんだじょ。その負の運命力は過去世界で跳ちよう躍やくを繰り返すと指数関数的に増えてくんだじょ」

　鵺はそんな説明をしながら、祭さい壇だんの大きなテーブルクロスを引っ張り抜いて──自分の体に巻き付けるようにし、パッと見そういうドレスのような形に整えていく。

「ノベルゲームでいう別ルートの過去にキャラクターが現れると、シナリオにおかしな影えい響きようを与えてしまうので──システムがそれを補正しようと、キャラクターを抹まつ殺さつするような物語の展開を与えてくるのだ。跳躍を繰り返すと、跳躍先でのシナリオの必殺度は増す。まとめると、『元の時間軸へ戻らない限り、時間を跳躍すればするほど運が悪くなる』のだ」

　それなりに時間跳躍について知識があるらしい貘も、俺とアリスベルを側そく廊ろうの扉……裏口へ誘導しながら説明をしてくれる。

「だが、それもずっと続くものではない。人体が傷を負った時の痛みのように、跳躍の直後が最も激しい悪運に見舞われる『必殺の時刻リーサル・アワー』で──その後、悪運は次第に和やわらいでいくものと言われている。魔学上の実じつ践せんデータに乏しい、理論上の仮説だがな」

　内側からは、存そん在ざい劣れつ化か症しよう候こう群ぐん。

　外側からは、歴史の復元力。

　絶体絶命のピンチは、仍しき島じまの先にも続いていたって事か。

「ドイツ語が喋しやべれるのは鵺だけだじょ。鵺がヤツらと喋って引きつけてる間に、裏口から一いつ旦たん出て、正面入口側へ回り込めだじょ。そんでもって、入口の前後から挟はさみ撃ちにするじょ」

　と言う声に振り返れば、鵺ぬゑは正面扉の内側に立って敵を待ち構えている。

　コンコン、と、ドアがノックされる音が教会内に響ひびく。

　だが鵺は１度目を無視している。時間を稼かせいでいるのだ。俺おれたちが裏から出るための時間を。

　コンコン、と、再び正面ドアがノックされる中──

　俺はコッソリ開けた裏口の扉から貘ばくとアリスベルを先に外へ出す。

「だれヴエア？」

　鵺は眠そうな演技でそう返しつつ、ドアをそっと開けていく。

　暗くら闇やみの向こうに見えた、その正面扉の向こうの光景に……

（しまった）

　俺は、舌打ちした。

　向こうには、黒服の男１人しかいない。

（シスターは──）

　振り返って、裏口から出ると……案の定。

　星明かりの下もと、薄うすい霧きりの中、遠い森を背に、白い法ほう衣いのシスターがこっちを向いていた。

　距離は、15ｍほど。

　敵は正面から堂々と入ると見せかけて、俺たちが裏から逃げる事を想定して回り込んでいたのだ。

　アリスベルと貘は、扉を出たすぐの所で立ち尽くして彼女と対たい峙じしている。

（……）

　教会の裏は広大な墓場で、霧の中に無数の十字架が白く居い並ならんでいる。

　その墓のあちこちに、片かた膝ひざをついたシスターたちが潜ひそんでいるのも分かる。

　シスターたちは全員、ヴェールを被かぶっていない。動きやすくするためだろう。

　チャキッ……という、微かすかな金属音も聞こえた。武装してるぞ。見回せば、暗がりに浮かぶシスターたちの手元は星明かりに微かな銀光を返している。あれは、刃やいばだ。

　リーダーと思われる正面のシスターは、俺たちより少し年上といった感じだ。身長は[image: ひゃくろくじゅうご]弱。

　白地に金糸で刺し繡しゆうの為なされた法衣はゆったりしたデザインだが、体つきはグラビアアイドルみたいに豊満な事が見て取れる。妖よう刕とうによれば98Ｉ、62、96。

　険しい目つきでこちらを警戒してはいるものの、デフォルトがとても穏おだやかそうなその顔は……典型的な白人とはだいぶ異なり、ハーフとかクォーターで東洋系の血が入っているように思われた。全体的に、矢や子こさん・セアラ先生系の女だな。

　スッ──スッ──と、青い光が、十字架の合間を時々横切っていく。精せい霊れいや妖精のようにも思えたが、違う。妖刕の表示ガイドによれば、蛍ほたる。ドイツの蛍は青く光るんだな。

　その、静かな、静かな墓地で……

　丸腰のように見えるシスターは大きな胸の前で手のひらを組み、

「……Wo kommst du her……你从[image: ]里来…………」

　何か、柔にゆう和わな声で話しかけてきている。

「……Where are you from……どこから来ましたか……？」

　──日本語だ。

　そこで俺おれが目を見開いたので、シスターは俺が日本語を理解すると分かったらしい。

「日本人ですか？　アジア系の迷い人がいる、と電話で聞いてはいたのですが」

　キレイな発音だな。訛なまりが全くない。そっちこそ日本人なんじゃないのか？

「……日本語は分かる」

　念のため俺が国こく籍せきを伏せるような事を言うと、

「お聞かせ下さい。あなたたちは、どこから来た、何者ですか？」

　シンプルな質問が、返ってきた。

　俺が貘ばくをチラッと見ると、

「我々は何も求めない。だから、何も求めないでほしい」

　貘は最小限の言葉で、シスターをあしらおうとしている。

　しばし、沈黙が双方の間に流れ……

　微かすかな風の音が聞こえる中、教会の中から鵺ぬゑが何やらドイツ語で黒服の男にペラペラ喋しやべっているのが聞こえてくる。

　言葉は分からないが、住所不定のジプシーか何かを装よそおっているようだ。

　だが、その会話の流れは少しずつ鵺が詰きつ問もんされているような感じに移りつつある。

　黒服は黒服で、俺たちを疑ってかかっているのだ。退ひく様子が無い。

　その様子に、少し焦あせったらしいアリスベルが──

「ここには怪け我が人にんや、体調の優すぐれない者もいます。私たちがここにいるのが不都合でしたら、立ち去ります。だから、通して下さい。中の友人と共に」

　一歩前に出て、シスターに少し強く言う。

　しかしシスターは態度を変えず、むしろ厳しめの口調になる。

「許可しません。まずはご自分たちの事を説明してください。何者なのかを。あなたたちは、『眷属グレナダ』の関係者ですか」

　その話しぶりから──

　どうやら、彼女が俺たちを敵味方識別しようとしているのだという事が伝わってくる。

「俺たちは敵じゃない。子分たちを下がらせて、どいてくれ」

　という俺の回答も、それを裏付ける証拠が何もないのでは意味がなく……

　彼女は頑がんとして退かない。

「押し問答になりそうですね。私からの要求は『説明』です。できませんか」

「できない。私たちは、そちらを巻き込みたくないのだ。その行為が、私たち自身によくない形で返ってくる懸け念ねんがある」

　貘ばくがそう言うと、シスターは──

　少し、自分の重心を動かすような動きをした。

　……持ってるぞ。この女も、武器を。妖よう刕とうの表示ガイドによれば、背後に隠している。それを手に取るかもしれないという、備えの動きだ。今のは。

「ではどうなさいます。私たちも、前線に現れた不審な異能をタダで返すワケにはいかないのです」

　どうも……運悪く……

　ここは、ドイツの異能たちが何らかの抗争をしている地域だったみたいだな。

　そんな危険な所に出ちまったのも、さっきの『復元力』とやらのせいかもしれない。

　妖刕による分析が終わり、俺おれの目には──モンスター・ハンターで言うところの『大剣』のような、いや、大剣そのものが表示される。このシスターはそれを、ぞろっとした法ほう衣いと高い身長を活いかして背後に隠しているのだ。先端を地面に突き刺し、十字架のようにして。

「持ってるぞ。巨大な剣だ」

　俺がアリスベルと貘に小声で伝えると、

「式力ちからも感じます。とても大きな力の持ち主です」

　アリスベルも、囁ささやき返してくる。

　物理的な直接戦も、魔術を使った戦闘も、どっちもできる異能か。手て強ごわそうだぞ。

「私は──」

　組んでいた手のひらをそっと解ほどいたシスターは……

「近くに強力な超ス能テ力ル者スが突然４人も現れてしまったので、驚おどろきました。私たちが感じ取れたということは、あなたたちも感じ取り得るということ。敵地で哨しよう戒かいの網に掛かったのかと思い、先手を打ちにきたのです」

　剣けん吞のんな事を、言い始めたぞ。

　教会の中から聞こえてくる鵺ぬゑと黒服の会話も、もう言い争いって感じだ。

「あなたたちが敵か味方かは分かりませんが、私たちは私たちの潜入を眷属グレナダに報しらされたくない。不ふ肖しようの祓魔師エクソシスタ、メーヤ・ロマーノが──神に代わりて、その口を封じさせていただきます」

　そのセリフとほぼ同時に、ぱぁっ……！

　教会内が、紅あかく光った。

　今の光は──

（極超短波増幅砲メーザー・ピアス……ッ！）

　鵺だ。

　撃ちやがった。

　ドウゥゥゥゥッ！　と、教会前の広場で車が爆発する音が聞こえる。明らかに、ただの車の爆発音じゃない。

　ハッチバックが爆薬か何かを積載していた事を見抜いた鵺ぬゑが、まずそれを破壊したのだ。

　始まっちまったな。ハッキリと。

「やるしかなさそうだな」

「十中八九そうなるのではないかと思っていたよ。それで、私なりに戦力を測はかっていた」

　呟つぶやいて妖よう刕とうを握った俺おれに、貘ばくは苦笑いしてくる。そして、

「いいか『妖刕』、『魔ま剱けん』。聞け」

　シスターたちに本名を隠すため、急きゆう遽きよ作ったコードネームで俺とアリスベルを呼んだ。

「この戦い──４対多のように思えるが、実質、４対２だ。正面のシスターとあの黒服の男は本物のようだが、取り巻きの少女たち──それと、中の連中は物の数ではない」

　そう言われて教会内を見ると、正面扉からは……黒服の白人男の誘導で、特殊部隊みたいな男たちが何人も入ってきていた。暗視ゴーグルを掛け、手に手に黒塗りの自動拳けん銃じゆうを持って。

「妖刕は黒服を、魔剱はシスターをやれ」

　そう言うと、貘は……

　四つん這ばいになってダッシュで教会内から裏口に逃げてきた鵺を庇かばうようにキャッチして、壁かべに背をつけた。そして紺こん色いろドレスのスリットから拳銃グロツクを出し、身を護まもる体勢を取っている。

　貘が離れると、アリスベルはフィギュアスケートや新体操の名選手のようにその場で華か麗れいにターンして──

　しゃらんっ、と、心地好よい音と共にスカート内から環かん剱けんを展開した。

　続けてそれをフラフープのように体に引っ掛けて回し、右手に渡し、高く掲げるように持ち上げてピタリと止めた。

　顔はしっかりと、『メーヤ』と名乗った前方のシスターに向けている。

　環剱の、上段の構えってところか。

　メーヤはメーヤで、ぶぅんっ！　と、夜よ霧ぎりを切り払い、背後から巨大な銀色の剣をスイングして頭上に掲げた。

　それこそゲームのキャラクターみたいに、見た目からは考えられない筋力をしている。

　０と１が向かい合うような、女剣士同士の決闘前の光景から──

　俺は背を向け、アリスベルとほぼ背中合わせの位置に立った。

「おい、アリ……『魔剱』ちゃんよ」

「なんですか、せ……『妖刕』君」

「手に負えなさそうになったら、呼べ。助けてやるから」

「まあ。妖刕君こそ、いつでも泣きついてきていいですよ」

　そんな軽口を叩たたきつつ──

　俺おれは手にした妖よう刕とうを意識する。

　教会内をジリジリ進んでくるザコたちは、準セミでもどうにでもできそうだ。柱に隠れちゃいるが、目標方ターゲツト向指示ロケーターで丸見えだしな。12人か。

　潜在能力開放オープンアクトも──休んだおかげで、１分なら持つぞ。

　それはあの、正面扉側で偉えらそうに待機しているトレンチコートの男に使わせてもらおう。

　バーミリオンの瞳ひとみで拡大して見てみれば、そのボスはけっこうな美形だ。

　よし、そのキレイな顔をぶっ飛ばしてやる。

　悪く思うなよ。仕掛けてきたのはそっちだしな。

　と、裏口から教会内に入った瞬しゆん間かん……

（──表示ガイド──警ア戒ラ信ー号トっ──！）

　視界に出た矢印に沿って頭を振り緊急回避したが、スッ！　と、鋭い刃物が俺のこめかみを掠かすめていった。

　危なかった。

　躱かわし損ねていたら、右みぎ眼め、バーミリオンの瞳にその刃物が突き立ってたぞ。

　何だ。今のは。

　眉まゆを寄せて教会内の虚こ空くうを見渡せば、危険を示す表示が弧このような動きでＵターンしていく。だが、肉眼では何も見えない。

　入口側へ飛んでいった危険な『何か』を、黒いトレンチコートの美男子は左右の手のひらで挟はさむようにキャッチしている。

（……ブーメラン、か……！）

　それも、一定程度の重さがあり、薄うすく鋭く、透明な材質のもの。強化ガラスのブーメランだ。

　俺本人も全く接近に気づかなかったし、想定外の物質の接近に表示も間に合わなかった。

　しかもヤツは的確に、俺の体の黒套コクドの無い部分──顔面を狙ねらって、それを放ってきたのだ。

　大物の武器は鵺ぬゑが車ごと片付けてくれてたみたいだが、

（ナメてかかると、あのボスに傷を負わされそうだな）

　そう考えつつ、俺はあまりグズグズしないようにと──

　──バッ！　黒套を翼つばさのように翻ひるがえし、常人の５倍の機動力で、石柱の裏に３人固まっていた特殊部隊っぽい連中へ襲おそいかかる。

「Spread!」

　何やら叫んで散開しようとしてるが、止まって見えるぜ。

　シグ・ザウアーＰ２２６を３方向から撃たれるものの、黒套越しなのでバシバシと叩たたかれたような感覚があるだけだ。俺は──

「……『巴局ハゴク』……」

　妖刕の表示に従って、技名を呟つぶやく。

　３人の中央で妖よう刕とうの柄つかを握ったまま、左足を軸に、地面に着けて伸ばした右足を大きく旋せん回かいさせる。

　──バサァァァッッッッッッ──！

　準潜在能力開放セミオープンアクトでただ１回転しただけでも、俺おれの脚あしは旋せん風ぷうを巻き上げ、黒套コクドの裾すそと──成人男性３人を、数十cmその場から跳はね上げさせた。

　その３人が宙にいる間に、その場で更さらにもう１回転する。

　左右の妖刕の鞘さや、そして今度はナナメ下から蹴けり上げた後ろ回し蹴りの３段蹴りで──

　──バババツンンッッッッ[image: ]──

　ほぼ同時に３人を３方向に吹っ飛ばしたため、衝しよう撃げき音おんはほぼ１つに纏まとまって聞こえた。

　80kgはある大男３人が、それぞれ人間砲弾となって、狙ねらい通りに他ほかの男たちの集まる場所へ飛び込んでいく。

　１人頭３人をそれで、一気に吹っ飛ばし──

　壁かべや柱に激突した連中は、合わせて12人、一気に全滅してしまう。俺のたった１撃で。

　まるで三さん國ごく無む双そうだな。ちょっと面白くすらあったぞ。

「……」

　これでも手加減したので、死んだのはいなさそうだったが……

　俺が立ち上がると、もう動けるのは入口付近のトレンチコートだけだった。

「もっと連れてこいよ、次は[image: ひゃく]人ぐらい」

　日本語が通じるかどうかは分からなかったが、俺がボスに近付きながら言うと──

「[image: ひゃく]人か。１発で12人倒すのなら、今の技が７回必要だな」

　金髪の美男子は外人っぽい訛なまりのある日本語で、そう返してきた。

「算数できないのかよお前。[image: ひゃく]割る12は……えっと、８余り４だろ。つまり俺は９回──」

　俺がそう喋しやべってると、キラッ……と、目の前を何かが──警報アラート──！

「……ッ！」

　バッ！　としゃがむと、その動きで逆立った俺の髪が少しだけスパッと斬きれた。

　この野郎。

　わざと計算間違いして俺の集中力を奪うばい、その隙すきに極細ワイヤーを放ってきたのか。

　表示ガイドの拡大図によれば、直径数ミクロンのケブラー繊せん維いをパウダーみたいなダイヤモンドでコーティングした、工業用の糸いと鋸のこ──そいつを俺の首、あるいは頭部に引っ掛けて切り殺すつもりだったみたいだぜ。羊よう羹かんを糸で切るみたいに。

「あっぶねえな、お前」

「褒ほめ言葉だ」

「汚きったねェヤローだ」

「褒め言葉だ」

　妖よう刕とうを使ってる影えい響きようで荒くなる俺おれの言葉も、黒服のイケメンは飄ひよう々ひようと受け流していく。

　どうやらコイツは、正面から力技でぶつかってくるタイプじゃないな。

　妖刕曰いわく『暗器』……暗殺用の武器を使いこなす、殺し屋らしい。

　気を付ける必要は、ある。

　ある、が……

　やれるぞ。

　危険ではあるが、コイツは異能じゃない。鍛きたえ上げた強い人間に過ぎない。それならいける。ただの人間なんかには、俺は絶対負けない。

「何やろうが、俺には掠かすり傷を負わすぐらいのもんだぜ。キザ野郎」

「私はそのような名前ではない。カイザーだ」

　ダテ男の殺し屋が──名乗った。

　本名かどうか知らんが、殺し屋が名前を聞かせたって事は……

『どうせ死ぬ相手になら、隠し立てはしない』って事か。いかがなものかと思うぜ。そういうナメた態度は。




　　　　[image: ありすべる]




　最初の数すう合ごう、シスター・メーヤは私の環かん剱けんと大剣で打ち合いました。

　しかし彼女の大剣が剛なら、環剱は柔。斬きり合いに於おいては、受け流しに適した形状をしているのです。

　打てば打つほど自らがバランスを崩され、フープのように回る環剱が打った力で戻ってくると悟ったメーヤは……

　瑠る瑠る嵐あらしが止やんだのを見て、私から距離を取り、カトリックの式しきを使った魔術戦に切り替えてきました。

　ですが、その式がとても古い。

　莫ばく大だいな魔力を使えているのに、とても効率が悪いのです。

　私を幻げん惑わくしたりパニックに陥おとしいれたりするような脳波式Ｍブラストも使ってくるのですが、どれもこれもとっくに攻略法が編み出されている式ばかりです。

（メーヤは……第７ルーメニック略法式も、秦シン派は関数防護式も識しらない……？）

　彼女が野球ボールを打つようにして大剣から放ってきた剪光盤ソーサー──相手の肉体を切断する、フリスビーのように飛ばす魔術の円えん刃じんです──を、私が重力レンズで逸そらすと……

　メーヤは群青色アズライトの瞳ひとみを丸くして、驚おどろくような仕草さえ見せた。

　まるで、重力レンズの式を実戦で見たことがないかのように。

　そこで、私は思い至ります。

　ここは２００９年。

　彼女はこの時代の魔女。

　そして私は、２０１３年の魔女。

　魔術の式しきは科学の技と同様、日進月歩です。

　４年前の未来から来た私は──彼女たちに対して、大きなアドバンテージがある。

　実際、例えばこの時代に識しられていた重力レンズは大きな式力ちからの費消を伴うもので、実戦で使われることは希まれでした。ですが後年、式そのものが改良されていき……必要とされる式力は毎年ほぼ半分ずつになっていったのです。

　つまり私は、この時代の16倍の効率でこの式を使えている。

「お前たち、何をグズグズしているの！　囲みなさいチルコダメントッ！」

　墓場のあちこちに潜ひそんでいた手下に、自分が不利と見たメーヤがヒステリックな声で命じている。イタリア語のようですが、下には厳しい態度で喋しやべる人ですね。

　それでも統率は取れているらしく、既すでに私を取り囲むような位置に散開していた少女たちが──「はいベーネ！」の掛け声と共に、十字架の裏から一いつ斉せいに立ち上がります。

　それぞれ、片手には磨みがき抜かれた銀色の片手剣。反対の手にはバチカンの紋章・聖ペトロの鍵かぎマークが入った小型盾バツクラーを携たずさえている。

　上役のメーヤより金きん刺し繡しゆうの少ない白の法ほう衣いを纏まとい、金や銀の髪を露あらわにしている彼女たちは……それぞれ「主は磐デイオエイル盾なりミオスクード」「主はデイオエラ我が剣ミアスパーダ」「神罰をジユーデイツ代行せしめんツイオデイヴイノー」などと、私から離れた所で無声音の祈りを呟つぶやいています。まるで悪魔でも取り囲んだかのように。

　彼女たちの戦闘スタイルは、メーヤと同じく刀剣・魔術の併へい用ようタイプと思われます。

　ですが、その練度はどちらも低い。

　距離は全員、まだあります。

　メーヤも、私から距離を取った。

　四方八方から、射出系の攻撃式による集中砲火を浴びせるつもりですね。

「……」

　それを悟った私は、その場で再びターンを切って──

　──シャリリリンッ──

　分割したパーツ同士が触れ合う金属音を上げさせながら、環かん剱けんを遠心力で広げたスカートの裏に納のう剣けんします。

「……なぜ、その円まるい刃やいばを納めるのです。投降するのですか」

　メーヤが、そうとは思っていない感じで尋たずねてくる。

「違います。見せないためです」

「見えましたよ。その……ストロベリーのプリント柄が」

「もっもっモーレツに違います！　シスターなのにエッチな人ですね！　それは女同士だし、構わないでしょうッ！」

　白い頰ほおをちょっと赤らめて誤解したような事を言うメーヤに、私は拳こぶしを振って言います。

　その間、私の足あし下もとの暗がりには金こん色じきの光が生じていく。

　スカート内の環かん剱けん上じように生じたビー玉ほどの光弾が、今、回っているからです。

　私は目で見ることもなく、その数を増やしていく。

　私そのものが下向きの大きな懐中電灯になったかのように、スカートの下は集合・加速する換価重力子マス・グラビトンの光で照らされていきます。

　私がスカートでカバーしているのは──荷電粒子散弾銃カナビス。

　かつて──と言っても、今から見れば未来ですが──荷電粒子砲メビウスを編み出す途上で発明した派生技の１つです。

　それは通常は１発の砲弾として放つ荷電粒子砲を複数に分割して、四方八方に放つ式しき。

　荷電粒子散弾銃の光弾は、複数である代わりに小さなものです。１発１発の効力も弱くなるので、ビビや瑠る姫きクラスの敵なら当たってもどうという事はないでしょう。

　発光する性質上、加速中である事も隠せません。つまり敵が受けに来ず、躱かわされるリスクも高い。そんな欠陥技なので、未来で使う事はなかったのですが──

　ここのシスターたちは、荷電粒子砲と、それに類する式を見た事がない。話に聞いた事すらないはずです。

　なぜなら、この時代には無いものだから。

　無いものには、返し技も、守り技も、避よける技も無い。

　だから──

「荷電粒子散弾銃カナビス」

　再びその場でスピンしてスカートを広げると同時に、私は幾つもの小光弾を放ちました。

　それらは金色の尾を引きながら飛び、少女らが構える盾たてにぶつからないようカーブを描えがいて、横から、下から、或あるいは体の周囲をグルリと回って後ろから激突していきます。

　バッ！　バリッ！　バァッ！　という音と、彼女らの悲鳴が連なり──

　白い法ほう衣いの一部がそれぞれ裂さけていき、下着が露あらわになっていく。ある者は胸の、ある者は腰の下着が。

　荷電粒子散弾銃の光弾は、荷電粒子砲の光弾の小口径版。

　全身の装備を粉々に破壊するような事はありませんが、それを部分的に引き起こす。今回はさっき下着を見られたお返しに、彼女らの下着まわりを狙ねらったのですが……

　……赤いランジェリー、白のバックフリル、ピンクのＴバック、水色のＧストリング……

　皆さん、聖職者にしてはインナーがモーレツですね。

「ちょっと、中が破は戒かい的ですよ。女の子ですし、オシャレしたい気持ちは分かりますが」

　今の動きに続けて再び環剱を組み上げ、浮き輪のように構えた私が『めっ』という顔をすると……

　少女たちはそれぞれ、大きく裂さけた法ほう衣いの穴を腕や盾たてで隠しました。ですが、その手つきや顔つきには力が籠こもっていません。激しく発汗し、息苦しそうにしている。何人かは、片かた膝ひざをついたり、墓の十字架にもたれかかってしまっています。

　──荷電粒子散弾銃カナビスは、弱くても荷電粒子砲メビウスの一種。

　全すべての力とは言わないまでも、式力ちからや体力を散さん逸いつさせる効果はありますからね。

　彼女たちレベルでは、もう多対一でも私と戦う力は残っていないでしょう。

　ですが、

「……なんという事……！　あなたは、シスター・ハンターだったのですか……！」

　部下が一いつ斉せいに戦闘不能に追いやられた事に、青い眼めを丸くしているメーヤ。

　彼女には、荷電粒子散弾銃の光弾を当てていません。過去の魔女とはいえ、メーヤは魔女として一級品です。あんな欠陥技では仕留められなさそうでしたから。

　だから──

「違いますが、私はそれに類する通り名で呼ばれていました。いえ……呼ばれる事になります。──『魔女狩りマツキハンター魔女・マツキ』、と」

　荷電粒子砲メビウス──

　今度はスカートの外、円形に組んで構えた環かん剱けんの上で、私は光弾を滑すべらせ始めます。

　ビー玉ほどから、ピンポン玉ほどへ。ピンポン玉ほどから、テニスボールほどへ。

　換価重力子マス・グラビトンを集め、加速させていく中……

「メーヤ。あなたは一流のシスターとお見受けしました。その職務が何であれ、あなたほどの方なら、私のこの技がいかに危険なものかもうお分かりでしょう」

　私はそう言って、威い嚇かくするように光弾を大きく育てていく。

　もう、サッカーボールほどになった。

「──今夜は寒い。裸になりたくなければ、立ち去りなさい」

　私は最後通つう牒ちようを言い渡し、十分に育て上げた光の砲弾を安定させます。

　距離は離れていますが、それこそ荷電粒子砲の間合いです。

　さあ、いつでも撃てますよ。決めなさい、メーヤ。逃げるか、斃たおれるかを。
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　黒いトレンチコートのカイザーと、黒套コクドの俺おれ──

　影法師のような２人の戦いは、一方的というべきものだった。

　ひたすら逃げ回るカイザーを、俺が追い回す。

　妖よう刕とうは殺すための表示ガイドをしてくるが、コイツを殺したら……後で自然の自己修復力とやらに何をされるか知れたもんじゃない。

　貘ばくが２０１０年の代だい官かん山やまで言っていた。過去の世界で何かすると、運命は自然にバランスを取ろうとする。ちょっとした事ならともかく、人を殺すような大きな事をしてしまうと、そのバランス取りの埋め合わせも大きく行われるのだ。おそらく、命に係かかわる揺り戻しが起きる。それは歓迎すべき事態じゃない。

　なので俺おれはカイザーを追い払うため、背中に納刀したまま準潜在能力開放セミオープンアクトで何度か蹴けり転がしてやる。

　こっちは手抜きしてるのに、カイザーは相変わらず時々ヒヤッとするような暗殺術を使ってきやがるので……

　俺は半ギレでカイザーの胸ぐらを摑つかみ、摑み返してくると見せかけたカイザーがグローブに仕込んでいた画が鋲びようみたいな暗器──表示ガイドによれば、猛もう毒どくのシアン化カリウムが塗られてやがる──を手刀で払い除のけ、

「黒ずくめ同士ってのも、華はなが無ねえよな」

　ガッ、と頭髪も摑む。そしてそのまま、カラフルなステンドグラスの窓にブン投げてやった。殺さない程度の威い力りよくで、

「──虚コ弾ダンッ！」

　自らの骨格を固めて全体重を載せる、追撃のドロップキックも叩たたき込んでやる。

　カイザーは窓をブチ割って、外にいた貘ばくと鵺ぬゑの頭上を面白いように吹っ飛んでいく。

　そしてスタントマンよろしく、七接地転回法で瞬しゆん時じに７回も受け身を取って衝しよう撃げきを和やわらげている。とっさにそんな事が出来るとは、ただの人間にしちゃ大したもんだな。

　だが、俺とジャレ合ったダメージは深いらしく──

　取って返してくるような動きは見せない。退ひく気だ。

　それならそれでむしろ好都合なので、

「タフだな、細い割によ」

　がしゃ、と、割れた窓のフチを黒套コクドのブーツで踏み、俺は教会から出る。追うようなフリで、ヤツらが逃げるのをせき立てようと。

　外では、アリスベルも荷電粒子砲メビウスを環かん剱けんの上で回している所だった。俺と同じように、敵を殺さない程度に痛めつけた上で威い嚇かくして追い払うようだな。

　だが……

　な、何だ？

　妖よう刕とうがいちいち表示してくれちまったから拝めたが、メーヤ以外のシスターの女の子たちが、なんでか知らんが下着部分だけ法ほう衣いをひん剝むかれてるんだが。

「……」

　赤、白、ピンクや水色もいるぞ。もうちょっと明るけりゃ言う事無かったんだがな。

　しかし、シスターのパンツとかって、アレだな。背はい徳とく感かんがあって、悪くないな。好みの顔の子とかはいるかな。妖刕、もうちょっとそれぞれ拡大してもらえないか。

「──ジロジロ見ないッ！　まったく、妖よう刕とう君はどうしてそうエッチなのですか！　こんな時だというのに！」

　いけね。アリスベルに怒られた。

　でも、あれ剝むいたのお前だろ？　とも思ったが、言って仲間割れになっても困るので、俺おれは「……」と無言を通してゴメンナサイ的ムードを醸かもしておく。

　そんな中、

「……マズいぞ、妖刕、魔ま剱けん。これは二重包囲だ」

　後ろから貘ばくに声を掛けられて、俺は周囲を見回す。

　だが周囲は暗く、建物や木々に囲まれていて様子が分からないので……右手で右みぎ眼めを覆おおい、表示ガイドに集中する。黒いフィンガーレスグローブに、バーミリオンの瞳ひとみから放たれる緋ひ色いろの光が灯ともる中──周囲全体に注意を巡らすと、視みえてきた。

　近接戦屋の妖刕のレーダーは広範・詳細ではないが、目標方ターゲツト向指示ロケーターが、多数。全すべて敵対的アポージングだ。

　ザコが多いのはここと同じだが、そこそこ面倒そうなのも混ざってる。

「向こうは……援軍を呼んであったのですね」

　アリスベルも、別途それを感じ取ったようだ。

　敵の輪は、ジリジリと狭せばまってきている。

「大おお事ごとになってきたな。これを１人も殺さず全滅させるとなると、面倒な作業になるぜ」

　いや、全滅させたところで、敵はもっと援軍を呼べるかもしれない。

　対するこっちは孤立無援だ。個々の戦闘力で勝まさっていても、数に劣る。

　物量で押し切られたら、負けるぞ。

「どーするんだじょ。お前らが暴れたせいで、敵さんチョー怒ってるじょ」

　自分も戦いのきっかけを作ったくせに、鵺ぬゑは俺のケツをヘラジカみたいなツノで突ついてくる。

　ゲンコツでもくれてやろうかと、振り返った俺の右眼に──

　視えたものがあった。

　いつの間にか、アリスベル・貘・鵺ではない、第４の友好的フレンドリーな目標方ターゲツト向指示ロケーターが現れている。

　その方向から、ふわ……と、甘い香水のニオイも風に乗って微かすかに漂ただよってきた。

　そっちを振り向くと、墓場の外周を囲む白木の柵さく──

　その一部の上で、光こう沢たくのある赤せき褐かつ色しよくの蝶ちようが７～８匹飛んでいる。こんな夜中に、キラキラと星明かりを弾はじいて。表示によれば、クロケットマダラという西ヨーロッパ産の渡り蝶らしい。

　その蝶たちの舞う中、柵に腰掛けている女がいる。

　焦こげ茶ちや色いろをした編み上げブーツの脚あしを組み、ウェーブしたブラウンの髪にセクシーな指つきで手ぐしをかけるその美女は──

　──雰ふん囲い気きから、説明不要で分かる。

　この地に住む……ドイツの、異能だ。

　だが、白人ではない。どちらかというと東洋系の肌はだの色をしている。いや、人間ですらないかもしれないぞ。というのも、何というか……

　貘ばくに、似ているのだ。あの美人は。

　そのどこか超越的なムードや、妖よう艶えんさが。

　俺おれたちの方を見ていた彼女は、俺たちがそっちに気づいた事を見て取ると……

「何か日本語で話しているみたいだったけど。私も日本語を喋しやべった方が良いいのかしら？」

　と、流りゆう暢ちような日本語で話しかけてきた。

　それに振り向いたカイザーとメーヤが、

「ク、クエス……っ」

「……ッ……」

　揃そろって、『マズイ』という顔になっている。

　妖よう刕とうの表示ガイドが裏付けられたな。どうも、彼女は向こうの味方じゃないらしいムードだ。

　敵の敵は味方って理論で、妖刕は俺たちにとって友好的フレンドリーと表示したらしい。

　赤味がかかった葡萄酒色バーガンデイのベルベット・ドレスを着た、新あら手ての異能女──クエス──は、

「ようこそ、眷属グレナダの庭へ。潜入してきたとなると、討ち取ってもよろしいのかしら。ちょうどそこに、お墓もあるし。お葬式も埋まい葬そうも、手間なくできるわね」

　やはりカイザーたちに攻撃的な事を言いながら、柵さくを下りた。
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　そして貘ばくと同じぐらいの背をスラリと伸ばし、モデル立ちして……ふわり……と、背後から吹いた夜風に豊かなウェーブヘアを揺らしている。

（強い、ぞ……）

　妖よう刕とうもそんな表示をしてくるが、俺おれにもなんとなく分かる。

　この女も、本物だ。ハッキリとした異能の存在感──式し気きを感じる。

　そして、アリスベルやメーヤとは魔女としての原理やエンジンというか……『種類』が違うような感覚がする。

　俺の知っている異能の中でどれに近いかといえば、やはり、貘だ。

　クエスの方から漂ただよう、大人おとなの女を思わせる甘い香り。表示ガイドによれば、プワゾンという香水のものらしい。

　それがこの場に漂う事を忌いむかのように、メーヤは眉まゆを寄せてクエスの方を睨にらんだ。

「……『胡こ蝶ちようの魔女』、クエス。今こ宵よいは幾いくらもらって、殺しを働こうというのですか。この者たちは、あなたの友人ですか」

　メーヤの視線は、クエスに固定されない。荷電粒子砲メビウスを保ち、突きつけた状況にあるアリスベルの方もチラチラ見ている。

　挟はさみ撃ちにされたら殺される、という危機感があるのだ。メーヤには。

　ここはヘタに口を挟まず、クエスと俺たちが仲間だというような印象を持たせておくべきだろう。

　そんな俺の考えに呼応したかのように、

「そうねえ。ああ、彼女は私の妹みたいなものよ」

　と、クエスは白い指を貘に向けた。意外な感じも、どこか納なつ得とくのいく感じもする。

　だが貘がクエスに向けている視線は、面識のある者に対するものではない。クエスとは仲間だというようなムードは軽く流しているが……

　一方、カイザーは俺たちを見回して、

「やはり、眷属グレナダの手の者たちだったか」

　何かに得心したような、そしてとても不機嫌そうな顔をしている。

「ベネルクスへ退ひくぞ、メーヤ。この連中の事は、手合わせしても僅わずかしか分からなかったが──たとえ傭よう兵へいでも代表戦士レフエレンテクラスが５人もいるのは、想定外が過ぎる」

「私たちはバチカンの援軍と合流して、転進します。お前たちも、まずは車へ急ぎなさい」

　カイザーとメーヤは英語でヒソヒソやりとりしたが、妖刕が字幕つきで盗み聞きさせてくれる。

　向こうの広場では俺が無双した特殊部隊が教会から既すでに逃げ、アルファロメオのエンジンをスタートさせており……メーヤによる撤てつ退たい命令を受けたシスター兵たちも、盾たてで胸や腰回りを隠し、肩を貸し合って逃げていく。

　その子分たちに続いて──

　カイザーとメーヤも、悔くやしそうに墓場から去っていった。

　アリスベルは荷電粒子砲メビウスを消灯したが、しばらく俺おれは警戒心を解かずに闇やみを見回し続ける。

　１分、２分、バーミリオンの瞳ひとみに集中し続けていると、

（敵対的アポージングな目標方ターゲツト向指示ロケーターが……西へ、離れていく……）

　妖よう刕とうレーダーの表示が、それを教えてくれる。

　良かった。逃げてくれたんだな。

　俺とアリスベルが戦力を誇示した事もあるが、決め手となったのは──

「……」

　とこ、とこ、とブーツの足で墓場を歩いてきた……

　この、ドイツ在住の異能・クエスだな。助かったよ。

　話の端々から考えると、どうもクエスは元々カイザーたちと敵対していて、俺たちが戦っていたのにうまく乗じて追い払ったらしい。

　カイザーたちはその抗争における縄張りを侵犯したような事も言ってたし、いてもらっては困る相手だったのだろう。

「……獗ケツか」

　ポリマー製の拳けん銃じゆう・グロック36をドレスのスリットに納めた貘ばくが、クエスをそう呼ぶと──

「あら。その名で呼ばれたのは、とても、とても、久しぶりだわ。私はずっと、『クエス』とヨーロッパ訛なまりで呼ばれているから。それで、あなたは？　日本の獣人ライカン？」

　貘に勝まさるとも劣らない映画女優のような美人顔で、クエスは微笑ほほえんでいる。

　２人が並んで立つと、クエスは貘よりも少し背が高い事が分かる。俺よりは小さいが、女の中では高身長な部類だろう。

「私は……貘ばく雲くも居い昇のぼりの時とき得え。従じゆ一いち位い、妖あやかしの官かん女じよだ」

「ふーん……聞いておいて何だけど、日本の官位はよく分からないの。ごめんなさいね」

　正式に名乗った貘に、クエスは済まなさそうな表情で首を傾かしげてみせた。

　それでまた、ふわり。

　背中の方にたっぷりと広がった長いウェーブヘアが風をはらみ、甘ったるくも女っぽい香りが漂ただよう。

　続けてクエスは上体を前に倒し、97cm・Ｈカップの胸をドレスの中でぶらんと垂らすように揺らし、鵺ぬゑの顔を覗のぞきこんだ。チビの鵺はクエスと40cm以上の身長差があるため、そうしないと目線の高さを合わせられないらしい。

「……なんだじょ。見りゃ分かるじょ？　鵺も貘やお前の同族だじょ。妖のよしみで良くしろだじょ」

「『だじょ』。やーん、かーわいい。ふふっ」

　さっき車をメーザーで爆破した鵺ぬゑを『可愛かわいい』呼ばわりして、クエスはそれから──

　俺おれと、アリスベルの事も見てきた。

　刷は毛けのように長い睫まつ毛げの下、少し細めた、ドレスと同じ葡萄酒色バーガンデイの瞳ひとみで。

　……ドイツに文字通り降って湧わいた異能４人に対して、興味があるんだな。

「貘ばくさん。さっきは妹なんて言っちゃって、気を悪くしていたらごめんなさいね。だけども、私とあなたは実際に近い血筋みたいだわ。お互いを知らないけれど、遠い昔に家ごと分かれたご親しん戚せきってところかしらね」

「異論は無い。私も同じ、不思議な感覚を得ていたところだ。邂かい逅こうすれば、なんとなく分かるものなのだな」

「──貘さん。あなた、とってもキレイだわ。後で、もっとよく見せて。あなたのことを」

　なんというか……クエスは……

　喋しやべり方の一言一言、仕草の一つ一つが、いちいち色っぽい女だな。美人がやってる事なので悪くはないんだが、男としては常に女を意識させられる悩ましいタイプだ。

　そして『後で』と言ったという事は……

　この場ですぐバイバイとはならないって事か。

　という俺の読み通り、クエスは手招きをしながら俺たちを村の外へと連れ出していった。

　そして、俺たちが来たアウトバーン──高速道路まで戻ると、両手を後ろ腰の上に寄せて、

「～♪　～♪」

　たゆん、たゆん、と、水っぽいらしい胸ごと上半身を緩ゆるやかに揺らしながら、しばらく道路脇わきでハミング。

　どうも何かを待っているらしいのだが、大人おとなっぽい美人が子どもみたいにハミングなんかをしてる様子は……これも、ギャップがあって妙な魅み力りよくがあるね。

　なお、その鼻歌は時間潰つぶしだったらしく、

「……あれがいいわ」

　クエスは遠くからやってきた何台目かのベンツ……黒いＣＬ５５０を見つめ……

　見つめただけで、減速させて、俺たちの前に停とめさせてしまった。

　そして、車内からは角張った顔のドイツ人男性がフラフラと出てくる。

「内装も悪くないわね。ねえ、これ、ちょうだい？　くれるわよね？」

　ドイツ語でそんな事を言ったクエスに、運転手だった男性は、

「……はヤいー。よろこんでゲアンゲシエーエン……」

　ボソボソとドイツ語で返し、村の方へ千ち鳥どり足あしで歩いていく。キーを挿さしたままのベンツを、車道に置いたまま。

　これは……居鳳いのう高で俺がビビに掛けられ、逆らえないような心持ちにさせられた『魅了チヤーム』の強化版ってとこか。

　そんな術式で当たり前のように盗んだ車へと乗り込むクエスは、

「自己紹介は車でするわ。メルセデスメルチエ、日本人は好きでしょう？」

　どうやら俺おれたちへのサービスを考えて、ベンツを選んだらしい。

　だが……車に乗れと来たか。

　運転席から手招きしてくるクエスに対し、俺は少し疑いの目を向け、アリスベルは貘ばくの判断待ち。その貘は何かクエスに問いかけようとしたが、

「私、あなたたちの命を助けてあげたつもりなんだけど？　お礼を強要はしないけど、ナイトドライブぐらい付き合ってはくださらない？」

　それを制するように、クエスが車内から言ってくる。

　すると、るんたった、るんたった、とベンツの周りをひとっ走りした鵺ぬゑは──

「おーいクエス、シートヒーターを全開にしろだじょ」

　などとドアを開けて、温かそうな後部座席に頭から飛び込んでいく。

　警戒心の無いヤツだなぁ。

「ここにいても、良いいことはないわよ。カイザーのお仲間──リバティー・メイソンの狩人かりゆうどはドイツにも大勢いるし。メーヤと戦って、あなたたちはバチカンとも敵対的になっちゃってる。２人は逃げたけど、いずれ態勢を立て直してまた攻め入ってくるかもね。ひょっとしたら……割と、すぐに」

　今度は脅おどかすような事を言ってくる、クエスからは……

　何やら、俺たちを本当に自分の仲間として引き込みたいような意思が感じられる。

　だが、今のクエスの発言は俺も懸け念ねんしていた事なのだ。

　妖よう刕とうレーダーがカイザーたちをロストする寸前に見えたが、彼らのグループ──異能やその仲間たちは、一ヶ所に集まっていた。

　カイザーとメーヤの逃げる直前の会話にも、戦力を合流させるような内容が含まれていた。

　どのくらいの規模かは分からないが、ヤツらの軍団が取って返してきたら……

　今度こそ、危ないだろう。

「……貘」

　俺が振り向くと、

「……静せい刃じ。お前の顔に書いてある通りだ。私たちは今、危機にある。そして……他ほかに、頼るあてはない」

　貘はそう言いつつ、ベンツの助手席のドアを開くのだった。




　ベンツが走り始めてしばらく経たつと、鵺は「んがぷすー」などとオリジナリティー感溢あふれるイビキをかきながら爆睡してしまった。ヌイグルミ時と同じで鼻ちょうちんも膨ふくらませてるぞ。鵺の声はちょっと鼻に掛かった愛あい嬌きようのある声なんだが、鼻水が多いタイプなのかもな。

「あら。鵺ぬゑちゃんは寝ちゃったかしら……」

　アウトバーンを飛ばしながら、ルームミラー越しにクエスは俺おれたちを流し目で見てくる。

　時速２００kmとか出しているようなので、運転に集中してくれよと思ったが……じきに気にならなくなった。スピードに慣れたのもあるが、ドイツのアウトバーンはとにかく真っ直すぐで、10分や20分まるでハンドルを切る必要がないような道が続くのだ。その道が、暗く起伏のない牧草地帯をどこまでも突っ切っている。

（同じ高速でも、東京の首しゆ都と高こうとは全然違うな……やっぱり、外国だよ）

　外の光景を眺ながめる俺は、準潜在能力開放セミオープンアクトも切って、妖よう刕とうを自己修復と使用可能時間の増加に集中させている。これは今までの観察で分かった事だが、準セミでも妖刕は俺が使っているとそういったバックグラウンドで働く機能が鈍にぶるみたいだったからな。

「──お腹なかを空すかせているみたいね、貘ばくさんは。これ、お口に合うといいのだけど」

　クエスはそんな事を言って、クルーズモードで車を走らせたまま、サイドボードから出した菓子箱を助手席の貘に渡している。それで気づいたが、何かをつかむ時に小指を立てるクセがあるみたいだな、クエスお姉さまは。どこまでも女子力の高い人だ。

「うッ……これは……！」

　貘が見てやたら驚おどろいた顔をしているその菓子箱には、俺もどこかで見覚えがあった。

　……あれは……貘が２０００ＧＴや部屋でコソコソよく食べてた、チョコレート。その宝箱みたいなデザインの化粧箱によく似てるんだ。ちょっと色違いだが。きっと、同じブランドのチョコなんだろうな。

　だが、それになんでそんなに驚く必要がある？

　だが貘は俺やアリスベルが注目すると、ごまかすように表情を普段のクールなものに戻した。

「これは──珍しいな」

　貘が取り出したチョコレートは、ホワイトチョコだ。

　素性の知れない相手が出してきた食い物・飲み物には気をつけるべきだと思うのだが、貘はすぐそれを食べてしまう。前から思ってたが、空腹に弱いタイプなんだよな。貘って。

「生き返った心地だ。しかし、美う味まいのだが……何の味だったろうか。昔食べた覚えが……」

「あら、普段ノーマルなものしか食べてないのね。私はそっちの味も好みなのよ。それはね」

　運転しながら、クエスは貘にコソコソと何やら耳打ちしている。

　何を教えられたのか、貘は、

「ほう、それは、それは……どうりで珍しい味だと思ったよ」

　顔をヘンに赤くして、戸惑うような顔でキョドってる。

　貘はチョコレートしか食べないのと、チョコが絡からむと人が変わり、絶対分けてくれない事も知っていたので……俺とアリスベルは分けてくれとは言わない。腹は減ってるんだけどな。

「あなたは──妖あやかしなのですか」

　その代わり、アリスベルはクエスに素性を問い始めた。

「獣人ライカンをそうあなた方が呼ぶのなら、その通りよ」

　少し回りくどい答えだが、要は、ＹＥＳ。貘ばくたちの同種族の異能って事か。

「ドイツ土着の？」

　アリスベルの質問にクエスは人さし指をチッチッと振り、

「生まれは北狄ベイデイー──今でいうロシア南部よ。そこから当時の先進国──唐とうに渡って、それからシルクロードを通ってヨーロッパに渡ってきたの。とーっても昔のことだから、もう自分でも時々忘れちゃうんだけどね」

　そんな回答をしてる。

　唐とか言ったな。それは昔の中国の国名だ。やたら長命なのも、貘と同じか。

「獗ケツは文明国を好むと聞いた。どの時代でも、豊かな国にしか住まない。それは『贅ぜい沢たく』する行為を好むから。人間が作る豪ごう奢しやな物品を愛めでる種族、とのことだが……」

　ホワイトチョコを食べて少しシャンとしてきた貘が、サファイア色の瞳ひとみをクエスに向ける。

「他ほかの獗がどうなのかは知らないけれど。私に限って言うなら、あるわね。そういうところ。ねえ。ところで……」

　自分の事を訊きかれたからか、今度はクエスは唐突に──

「未来から来たわね？　あなたたち」

　俺おれたちに、そんな事を訊いてきた。

　この不意打ちには誰だれもが黙ってしまう中……

「隠す必要は無いわ。あなたたちは侵入者と私が睨にらみ合っていたあの国境付近に、突然現れた。絶ぜつ界かいなら元々ここにいたハズだし、空間か時間、あるいはその両方の跳リ躍ー式プを使ったって事になるわよね。そこまでは確定として……アリスベルちゃんの、術式。固有式らしいのもあったけれど、他も全すべて未知の、私も見た事のない式しきだったわ。魔学は、西洋の方が東洋より進んでいる。なのに日本から来たあなたが、私よりも進んだ式を知っていた。この話の前半と後半を照らし合わせれば、時空を跳ちよう躍やくして未来から来たって考えるのが妥だ当とうだと思うけど？　異論があるなら、素性を語ってくださらない？」

　しまった……

　クエス。こいつ……頭がいいぞ。

　これに隠し立てしても敵かなわないと判断したか、

「ではその前提で話そう。空間はともかく、時間を跳躍した者は自然の復元力によって危機を迎える。我々はそのリスクを避けるためにも、元いた時代へ還かえるべきだ。不自然は、よくない。獗──クエスよ、お前のヨーロッパ魔術で私たちを未来へ還す事はできないか」

　貘もそこは白状して、単刀直入に今の俺たちが抱かかえている問題を伝え、助けを求めている。

　ＣＬ５５０のヘッドライトが照らす、どこまでも続くようなアウトバーンの車道──

　沈黙が流れる車内で、静かなエンジン音だけが低く聞こえ続けている。

「……『刻ときの結晶』ではいかが？」

　まずはそこに思い至ったらしい、クエスだが──

　貘ばくが、首を小さく横に振る。

「もう１つ、前提を伝えておこう。私たちは、過去へ２度跳ちよう躍やくしている。元々は２０１３年にいたものが、２０１０年へ跳とび、さらに２００９年の今へと跳んだのだ。さっきまず復元力の話をしたのは、刻の結晶では、それが多分どうあっても悪運で中断されてしまうであろう程ほどの復元力にいま我々が晒さらされているからなのだ。１度目の跳躍後、２０１０年に──私は４年後の魔学力で２年半までの結晶化を試みたのだが、それさえ不運にも中断させられた」

　貘が前を向いたまま、それを伝えると──

「となると……やっぱり、早めに跳リ躍ー式プで戻るしかなさそうね」

　クエスはフェルマーの大定理を突きつけられた数学者のように、前を向いたままその難問に考えを巡らせているようだ。

「……二重時空遡そ行こう。そんな事象が発生したのは、約[image: さんびゃく]年前に記録が１つあるだけ。数世紀に１度のことよ。戻すマニュアルは無いから、オリジナルのやり方になりそうね。暦こよみ鏡かがみの凸とつ面めんを凹おう面めんに替えるため……次じ次じ元げん的に爆ばく縮しゆくで捻よじる……時じ距きよは、その複数の暦鏡に……」

　ブツブツと何やら暗算しているらしいクエスが、次第に呟つぶやくようになってしまい──

　最後は黙ってしまったので、

「……できるものか？」

　貘が、改めて聞いている。

「……できなくは、ないけれど」

　という言葉に、アリスベルが顔を上げた。俺おれもルームミラーの中のクエスを、目を見張って見る。

　さすが魔術の本場、かどうか詳しくは知らんがとにかく先進国のドイツだぜ。

　３年前の過去とはいえ、俺たち日本の異能に全くできない事が『できなくはない』と来たぞ。

　鵺ぬゑのポンコツ暦鏡で出ちまった時はショックだったけど、塞さい翁おうが馬だったかもしれないな。ドイツに出たのは。

「でも、とっても難しいわ。過去への暦鏡は粒子番号73以上の星幽気アストラル・空霊ウイタム・魔丹塵マナダストをβ崩壊させればいいけれど、未来への暦鏡を作るとなったら全く逆の事をしなきゃいけなくなるの。それぞれの同位体アイソトープを集めて、立体ヘリオトロン炉ろで融ゆう合ごう反応させれば……きっと……だけど、常識では考えられないような量の魔力が必要だわ。魔丹塵マナダスト換算で、概がい算さんおよそ17兆Ｇ／ｋゲーベルケーってとこかしら。４年もの大跳躍となると」

　クエスがブツブツ考えながら呟く声に、アリスベルは「17兆……！」とツリ目を丸く見開く。

　が、俺には何の事やらだ。

　なので、俺おれはシロウトの気安さで──

「やれるんなら、やってくれ。頼む」

　単刀直入に、そう注文する。

　するとクエスは葡ぶ萄どう酒しゆ色いろの瞳ひとみで視線をルームミラー越しに寄よ越こして、

「タダじゃダメよ」

　と、返してきた。

「どうすればいいんだ」

「売ってあげる」

　売る……？

「ヨーロッパでは、魔法は商品、魔力は通貨のようなもの。他ほかのサービス業と同様、契約書に基づいて異能同士がそれを現金で取引する事も珍しいことではないわ」

　随ずい分ぶんと……

　システム化・業務化されてるんだな。ヨーロッパじゃ、異能の業わざも。

　だが貘ばくもアリスベルと何やら契約を結んでいるような事を言っていた。鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨが終わると契約解除になる、アリスベルの味方をする契約とかそういうのを。

「幾らだ」

　貘がクエスにそう尋たずねると、

「１千万ユーロ。日本円にして、13億１千万円ってとこかしら」

　……吹っかけて、きやがったな。

　こっちが漂流中で頼れる相手がいないからって、足あし下もと見やがって。

　ぐぬぬ……という顔をする俺の向こうで、

「……」

　さすがの貘もその大金は用立てられないのか、しばらく黙っている。

　そして指を折り折り、どうやら億単位らしい計算をしてから……

「家財を売り払おうとも……この時代に引き出せそうな私の有り金は、11億３千万円だ」

　自分の総資産を、クエスに伝えている。

　そんなに貘が持ってた事には驚おどろいたが、しかし、クエスの提示額には足りない。２億ほど。

　だがそのくらいなら、交こう渉しよう次第で割引してくれるかもしれない。

　貘とクエスは親しん戚せきみたいな事も言ってたし、ここは身内価格で……

　という俺の淡い期待を、

「ビタ一いち文もん負けないわ。私、実は、借金してるのよ」

　クエスはそんな話で、すぐ打ち砕いてくれてしまう。

　眉まゆを寄せたアリスベルに、クエスは困り顔でその話を補足する。

「そんな生活破は綻たん者しやを見るみたいな目で見ないで頂ちよう戴だい。長く生きた獗ケツは、大たい抵ていこうなるのよ。一度上げた生活レベルは、なかなか落とせない。一度、美お味いしい物を食べ、一度、美しい女を囲い、一度、豪ごう奢しやな邸宅に住んでしまったら……そういう暮らしを、お金を借りてでも続けてしまうものなのよ。私も少し気持ちの良いい暮らしをしていたら、お金を使い果たしちゃってて……少し銀行に借り始めたら、それも止まらなくなって……利息が利息を生んで、今となっては火の車なの。大銀行が雇っている異能は、それはそれは、恐ろしい取り立てを──だから、私、お金が欲しいの」

　クエスは、金が欲しいのか。

　俗な異能もいたもんだ。

　ていうか今、発言の一部に引っかかる点があったんだが……

　武士の情けだ。そこはツッコまないでおいてやろう。性せい癖へきは人それぞれだし。

「もう気づいたと思うけど、あなたたちを私が助けたのは、儲もうけ話になるかもと思っての事よ。お望みの『未来』を売ってあげるから、買いなさい」

　きちんと美容師がピンセットで１本１本整えたと思われる、完かん璧ぺきな形の眉まゆをツリ上げて──

　クエスは、おっとり顔をそれでもキリッとさせて言っている。

　俺おれたちというビジネスチャンスを前にして、何が何でも値引き交こう渉しようには応じない、といったムードだな。

「貘ばくは商才のある獣人ライカンと聞いた事があるわ。唐とうには『貘ばく夫ふ獗けつ婦ふ』──高給取りの夫と浪費家の妻を表す、そんな諺ことわざがあったぐらいよ。貘、あなたなら利り殖しよくか何かでその所持金を殖ふやせるのではなくて？」

　貘の手持ちが足りないとなると、クエスはそんな提案もしてくる。

　13億１千万円──１千万ユーロっていうのは、クエスの借金額なんだろうな。その線を意地でも譲ゆずらないし。

「できぬとは言わないが……それには、時間がかかろう。その前に復元力で死んでしまっては困るし、それが経済・金きん融ゆうであったとしても、そこがきっかけで何が起きるか分からぬ以上、過去に影えい響きようを与える事は避けたい。与えるにしても、与えるべき影響を与えたいのだ」

　という貘の回答は、クエス的には想定内のものだったらしく……

「それなら、もってこいの仕事があるわ。その仕事をくれる所へ行きましょう」

　と、ノキアのシンプルな携帯電話をポケットから出してきた。

「仕事……？」

　アリスベルが訝いぶかしむと、

「足りない額は、稼かせげばいいのよ。４人もいるのだから、きっと何人かは雇ってもらえるハズだわ」

　クエスは斡あつ旋せん業者のようなノリで、どこかに電話を掛けている。

　ドイツ語で喋しやべるから、相手先はよく分からないが……

　電話しながら、クエスは今アウトバーンの分ぶん岐き点てんを丸っきり見ずに直進した。

　車の進路を、変えないな。

　多分、この女は……

　ここまでの展開が、全部、読めていたんだ。

　俺おれたちが未来から来た事を見抜いて、それを利用して金かね儲もうけを企たくらんでいた。この車に乗せたのも、その『仕事』とやらをくれる所へ向かうためだったんだな。最初っから。

　美しい見かけや柔らかな物腰に油断しちゃダメだ。

　──クエスは、曲くせ者ものだぞ。







【　Episode 18　ノイエ・アーネンエルベ城　】




　車の中であれこれ話しつつ、ベンツを１時間近く飛ばしたクエスが辿たどり着いたのは──

「ノイエ・アーネンエルベ城。ここに私の友人の魔女たちがいるわ。私は彼女たちと商取引をしているの」

　デュッセルドルフ郊外の草原に建つ、古城だった。

　古城……と言っても戦後に大改装されたものらしく、『ヨーロッパのお城』と聞いて俺たち日本人が思い浮かべるシンデレラ城みたいな尖せん塔とうはない。

　どちらかというと、時代がかった大だい豪ごう邸てい。あるいは古城を改装して造った超高級ホテルって感じのムードだ。

　真っ暗な夜空に、オレンジ色の光を洩もらす窓が幾つも浮かんでいる様子は……

　確かに、魔女のアジトって風ふ情ぜいがあるな。ホラー入ってる。

　これには普通の男子高校生なら竦すくみ上がってしまうだろうが、悲しいかな、俺は魔女なんか慣れっこの居鳳いのう高生だ。今だって隣となりにいるしな。

　と、こういうアンティークな雰ふん囲い気きはキライではないのか、ポカーンと邸宅を見上げている魔女さんアリスベルを見ていると──

「……くすっ」

　反対側から、小さく吹き出す声がした。クエスだ。

（……？）

　そっちを見ると、何やら俺おれを見て目を細め、ニコニコしている。

　美人の笑顔はイヤじゃないんだが、俺、何かしたか？　何が笑えたんだ。

　という顔をした俺に、

「ところで、セイジ君。ステキなコートね、あなたのそれ」

「俺は気に入ってない」

　本音を言ったら黒套コクドを作った貘ばくが「何？」と半ギレでツッコんで来たが……

「さっき、シュタインブリンクで村民に嫌われた話をしてたわね」

「ああ。なんでか俺を見るとみんな……」

「そのコートのせいよ、あの村にあなたたちが冷たくされてたのは。それは、ある『軍団』の軍服に似てるの。厳密には軍服じゃなくて制服だけど」

「？」

　駐車場から正門の方へと石いし畳だたみの道を歩くクエスは、俺の黒套を面白そうに眺ながめ続けてる。

「あなたがさっき連絡していた相手は、この城の住人なのですか？」

　寝ぼけ眼まなこの鵺ぬゑの手をお姉さんのように引いているアリスベルが問うと、

「そうよ。私の友人は、その『軍団』の継承者たち。彼女たちに、あなたたちを紹介するわ。きっと力になってくれるでしょうね。軍団はさっきあなたたちと戦ったバチカンやリバティー・メイソンと敵対してるから、匿かくまってくれるわ」

　クエスは相手の正体について、勿もつ体たいつけた言い回しで伏せながら喋しやべる。

　そうして石造りの立派な城門をくぐり、松明たいまつの灯ともされたアーチ型のトンネルを潜くぐり、城内に進んでいく中──

　頭上に掲げられていた旗を見て、貘が顔を歪ゆがめるのが分かった。

　アリスベルも、俺もだ。

　鵺だけは「にゃはっ」と頰ほおを引きつらせて笑ったが。

「なるほど……な。静せい刃じ。これは全くの偶然だ」

　言い訳するように、貘が俺の黒套の裾すそに小さく触れつつ言ってくる。

「１９３０年代、私は何度目かのフランスで、巴パ里リに住んでいた。そこで当時の服飾モードを学んでいたのだ。そのとき師事していた先生が、ココ・シャネルという女だ」

「あの、ブランド品のシャネルか？」

「そうだ。私の先生は、そのブランドの創始者となった。そして、彼女は──後に御ご用よう学者を使ってその歴史を無かった事にしてはいるものの、コイツらの軍服もデザインしていたのだ。だからお前の服にはどこか、その面おも影かげがあるのだ」

　と、貘ばくは頭上を指さす。

　そこには──

　ズラリと並んだ逆鉤十字ハーケンクロイツの大旗が、夜よ闇やみに赤黒く照らし上げられていたのだ。

　赤地に白丸、そしてその中心に、黒い逆ぎやく卍まんじのマーク。

　ドイツの異能・クエスの友人の『軍団』……とは……

「ここは第三帝国軍西方大管区所属、魔女連隊レギメント・ヘクセの宿営地。バチカンやリバティー・メイソンと戦ったあなたたちの事は、歓迎して下さるそうよ。ご馳ち走そうもしてくれるみたいだから、皆さんディナーをいただきましょ。貘だけにお菓子を食べさせたんじゃ、他ほかのお三さん方かたに悪いし」

　ナチス・ドイツ軍、か……ッ。もう、とっくに滅びたハズの……！




　かつて居鳳いのうのセンターバンクビル上で、貘に黒套コクドをもらった俺おれは『ナチスの将校みたいで、何かイメージが悪いな』と思ったものだ。

　だがそれもそのはず、黒套のデザイナー・貘──その貘にデザインを教えたシャネル先生がナチの制服をデザインしてたのなら、あの俺の感覚はむしろ当を得てたって事になる。

　そんな事を考えつつ、車を出入りさせられるようになっている石いし畳だたみの大廊下を進む。

　頭上のナチス党旗の後ろには、それに敬意を払うように掲げられた旗がもう１枚あった。

　赤地に白い盾たて、その盾の中には獅し子しのような荒ぶる黒い獣けもののマーク。模様は違うが、党旗とカラーリングがお揃そろいだな。これはその、魔女連隊とやらの隊旗か。

　──ガチャンッ！　ギィイィイィィィ……という重い音が石造りの廊下に響ひびいて、ガラスとカーテンで風を通さないようにしてある鉄てつ格ごう子しの内扉が開く。意外にも、電気式の自動扉だ。

　ワーグナーのレコード音が聞こえてきて、扉の向こう、明るくて暖かいホールでは──

「──勝利万歳ジーク・ハイル！」

　いきなり、いわゆるナチス式敬礼のアーチに出迎えられちゃったよ。こりゃホンモノだな。

　魔女連隊というだけあって、右も左もみんな女の子だ。

　服は冗談抜きで、タイトスカート化したナチの黒制服。

　とはいえ、俺たちと同い年か少し年下に見えるこの少女たちからは……異能に類するものは感じられない。銃や剣で武装した、ただの少女兵だ。

　だが、その向こう側。

　ホールのあちこちに散らばって、それぞれこっちを見ている女たちは違う。

　いるぞ。

　制服は勲くん章しようが多いだけで他の少女兵と同じだが……頭に『私は魔女です』と言わんばかりのステレオタイプなとんがり魔女帽をかぶった、ナチスの異能少女たちが。

　それにはアリスベルや貘もすぐ勘かん付づいて、彼女らを注視している。

　ドイツにも──ネオナチや極右勢力は潜在・顕けん在ざいを問わず、いるだろう。日本にも沢たく山さんいる。

　だが、コイツらの風格はそういった現代のイデオロギー集団とは違う。

　思想的モチベーションで結束しているグループや、大義名分の下もとに集まった社会不満分子による烏う合ごうの衆……という感じではないのだ。

　服装だけじゃなく、仕草やムードが──本物なのだ。っぽい、のではなく、ガチで。

　──生き残った軍隊が戦後も降伏せず、継承者を得て、未いまだに活動している。

　そんな、得えも言われぬ感覚がある。

　それも史上最もヤバイ軍団のひとつ、ナチス・ドイツ軍の生き残りときたか。

　ていうか、60年以上前に滅びたくせに……時代錯さく誤ごな連中だな。

　まあ、日本刀ブラ提さげてる俺おれに言えた義理じゃないんだが。

「彼女たちは旧ナチス・ドイツ時代に国内軍司令官ハインリヒ・ヒムラーによって編制された超能力部隊なの。敗戦後も解散してなくて、ずっと地下活動を続けているのよ」

　俺たちを中に誘いざなうクエスの解説を聞きながら、俺は念のため妖よう刕とうを準セミで起動させておく。

　ホール奥にはクエスのように、客人と思われる──ナチスの制服を着ていない、私服の若い女性も点在していた。

　だが、どれもただの人間じゃなさそうなムードだ。

　その内の１人、ムッツリ顔でビリヤードを撞つく銀髪の少女……屋内なのに羽根飾りの帽子をかぶり、日本の女子校の制服みたいなブレザーを着た子に、妖刕が妙な表示をする。

　ケータイにあるような、アンテナ表示だ。

　バリ４で示されたそれが緑色に光り、ナナメ下に『ダウンロード』を意味するっぽい矢印も出た。

　妖刕のヘルプ表示によれば……

　普通の異能は自分自身にアクセスキーみたいなものを自然に付け、能力を他ほかの異能に盗まれないようにするものらしい。無意識のうちに、俺もそうしているんだとか。

　しかしバーミリオンの瞳ひとみはそのアクセスキーが脆ぜい弱じやくなものについては、積極的にハッキングしてコピーする。ノラ無線ＬＡＮを見つけたら勝手にインターネット接続しちゃう、一昔前のＷｉ─Ｆｉ機器と同じノリで。

　で、今、そこのビリヤードをやってる異能少女の能力を１つコピーしたとの事だ。

　とはいえ完パクリは出来ず、劣化版らしいが。

（……俺版の技名は、『冥メイ眼ガン』……？）

　パクったのは、近日中に死ぬリスクが高い人間が近くにいると、それが極ごく希まれに分かることもある術。なんだそうだ。

　いらないよこんな死に神みたいな機能。しかも、やたら制限つきだし。

　表情はムスッとしているが中学生ぐらいの可愛かわいい女の子だから、何か平和的な能力とかかと思ったのに。

（俺おれはただでさえ悪魔とか死に神みたいなカッコをしてるんだから、これ以上それを補強するような異能をくっつけないでくれよっ）

　と、届くかどうかはさておき妖よう刕とうに脳内でクレームしていると──

「これはこれは、歓迎いたしますわ」

　日本語で喋しやべりながら、ナチの黒制服をスラリと着こなした20歳ぐらいのえらい美人が現れた。

　この白人女だけ魔女帽じゃなく、軍帽を被かぶっている。

　少女兵たちが一いつ斉せいにそっちへ敬礼した事から見て、どうも、ここの女将軍らしいな。

　スラリとしたワンレングスの金髪──リカちゃん人形みたいな髪型をした、しかし目つきの鋭い、ＳＭの女王様が似合いそうな女だ。真っ白な雪ゆき肌はだに、薔ば薇ら色いろの口紅をした真まっ赤かな唇くちびるがサディスティックな笑みを形作っている。

　睥へい睨げいするように少女兵たちを一いち瞥べつし、視線だけで『休め』の指示をした彼女の足あし下もとには……ツヤツヤした毛並みの黒くろ豹ひようがついてきていた。

「あなた方が──あのうるさいカイザーとメーヤを国境付近で撃退した、義勇兵の各位ですわね？　私ワタクシはイヴィリタ・イステル。ここの長官を務めさせていただいている者ですわ」

　イヴィリタと名乗った女は、貘ばくよりも色の濃い碧へき眼がんを嬉うれしそうに細めている。

　そして俺を見ると、

「まあ、なんてステキなコートかしら。アルゲマイネＳＳの士官制服にそっくり」

　やっぱりというか、見た目から味方認定してくれちゃってるよ。

　だが、そう言って俺をニコニコ見つめて黙ってる辺り……名乗れ、って事かな。空気的に。

「──原はら田だ静せい刃じだ。カイザーとメーヤについては、襲おそわれたから自衛のために戦ったまでだ」

　俺がそう言うと、

「立たち花ばな・氷焰ビーニヤン・アリスベルです」

「貘だ」

「鵺ぬゑだじょ」

　あとの３人も一応、名前だけは自己紹介してる。

「皆さんは日本からいらしたとか。日本とドイツは東京・ベルリン枢すう軸じくで固く結ばれた永遠の同盟国。心より歓迎いたしますわ。日本は我が国と同じほどに、いえ、それ以上に長き悠ゆう久きゆうの歴史を持つ神聖な国。私は尊敬しておりましてよ」

　何やら、服や母国のヨイショから入ってきたが……

　ちょっと物の考え方が古めかしそうな、それこそ戦時中からタイムスリップしてきたような女だな。イヴィリタ長官は。実際タイムスリップしてきた俺が言うのも何だけど。

「イヴィリタ。この方たちはお疲れのようなの。何か食べるものと休きゆう憩けいできる場所を提供していただけないかしら？」

「Wurst wider Wurstソーセージにはソーセージを──ドイツ人は必ずや、受けた御ご恩おんには報むくいましょう。皆さんを歓迎の晩ばん餐さんにお連れいたしますわ。ちょうど17分30秒後から食事の時間でしたもので、温かいものを用意できましてよ」

　双頭の鷲わしが彫ちよう金きんされた逆ぎやく卍まんじ印じるしの懐中時計を取り出して、イヴィリタがそんな事を言う。

　この美人さん、時間に細かい性格なんだな。いや、それはドイツ人の国民性かもな。




　その、きっかり17分30秒後──

　俺おれたちは花で飾られた細長い食卓で賓ひん客きやく席せきに着き、白アスパラガスとジャガイモのサラダや肉料理、それとこの地域の特産品らしいウナギの燻くん製せいを振る舞われていた。

　城内の食堂は広く、天井も高く、居い並ならぶシャンデリアもキラキラとして……まるで古い少女マンガの世界みたいだ。

　ただ、壁かべにドイツ軍人の肖像画が居並んでたりする点や、テーブル上の燭しよく台だいがガラスの髑どく髏ろだったりする辺りはとってもナチスだけどな。

　さっき俺は濡ぬれタオルで顔や手を拭ふいた後は、ソファーに掛けて仮眠を取っていたんだが……

　アリスベル・貘ばく・鵺ぬゑは魔女連隊レギメント・ヘクセに連れられて城の奥へ行き、ドレスに着替えてきている。

　お嬢様のアリスベルはお嬢様っぽいクラシックなドレスを着ており、真・お嬢様になってる。
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　貘は肩や背中を丸出しにしたイブニングドレスで、良くも悪くも最高級のホステスっぽいね。

　身長[image: ひゃくにじゅう]cmの鵺は合うドレスが無かったらしく、子ども用のフリフリしたドレスだ。こいつが人間モードの時に着てるものとあまり変わらない感じの。

　ただ、クエスは……

　眠っていた俺おれを「セイジ君。どうかしら？　ここに置いていた私服なのだけど」とナナメ上からの声で起こしたかと思うと、ホールの螺ら旋せん階段を下りてきた。誰だれよりも豪ごう華かな、宝たから塚づか歌劇団の乙女役スタアが着るようなドレスを着て。

　俺がナチっぽい服でドイツ人に嫌われたように、何だかんだ言っても服というものが印象に与える影えい響きようは大きい。特に、女は。

　ホールに点在していた客の女や少女兵たちも、クエスの葡萄酒色バーガンデイのドレス２号にはウットリと感かん嘆たんの溜ため息いきを漏もらして憧あこがれの視線を向けていた。

　その眼まな差ざしを一身に受けたクエスはゾクゾクしたような顔をして、嬉うれしそうにほくそ笑んでたよ。どうやらクエスはこういう、人の集まるパーティーみたいな場所で一番贅ぜい沢たくなドレスを見せびらかす事に幸せを感じるらしい。借金持ちのくせに。

　その後、この食堂に俺たちは案内されたワケだが……

「クエスもだけど、３人とも、よくこんなすぐ貸衣装に着替えられたな」

　ザワークラウトをツマにして、念願のソーセージ──柔らかい、白ソーセージヴアイスブリユストとかいうのだ──を食べながら俺が言うと、

「私たちには、リサさん……あちらのメイドさんが、私たちがこのお城に入った時点で、合うドレスを見つくろって下さっていたんです。お着付けも手伝ってくれたのですよ」

　隣となりのアリスベルはフォーマルな手つきで正しくアスパラを切り分けながら、料理や飲み物を運ぶブロンドのメイドさんを視線で示す。

　彼女はイヴィリタとナチ側幹部の女たち、そしてクエスや俺たちといった客──全員の食事する様子に合わせて、テキパキと適切な対応をしている。全すべて先回り先回りで、かつジャマにならぬよう、この晩ばん餐さんを和なごやかに進ませる陰の立て役者として働いてるな。

　一方、俺たちに対面する側の席で偉えらそうにリサをコキ使うイヴィリタ長官は……

　元々着ていた軍服が正装という事なのか、帽子を外して赤いカチューシャに変えただけだ。着替えてきてないな。

　ただ何にせよ、テーブルマナーは完かん璧ぺきだ。こういう改まった席に慣れてる。アリスベルも、貘ばくも。

　だが──

「おーっとっとっと酒だじょ酒だじょー！　36％パー！　36％！　イイネ！　あひゃひゃ！」

　リサが恭うやうやしく出したリキュールの、銘めい柄がらじゃなくてアルコール度数を指さしてキバ剝むいて大喜びしてる鵺ぬゑ。お前は酒じゃなくて皆の爪つめの垢あかでも煎せんじて飲め。

　ていうか、もうビールやらロゼワインやら、子どもみたいな外見のくせに何本も空あけてるし。

「あの、いかがなさいますか？　飲まれ方・割り方は……」

　というリサから瓶びんをかっさらって、

「鵺ぬゑはいつでも原液イッキだじょ！　わははー！」

　カルーア・スペシャルを哺ほ乳にゆう瓶びんみたいに両手持ちしてんくんく飲んでる鵺は、もう放ほっとこう……

　で、腹ペコだった俺おれたちはタップリのドイツ料理をどんどん平らげ、食事もほぼ終了ムードとなる。

　すると、俺の正面で貘ばくやイヴィリタと喋しやべっているクエスの……

　ドレスというか、その胸元が妙に気になってきたな。普段着の方、葡萄酒色バーガンデイドレス１号では気づかなかったが──２号は胸元を大きく開けたデザインの夜会モードなので、そのデカさがよく分かってしまう。妖よう刕とうは97cmのＨカップとか言ってたが、なるほど矢や子こさんには一歩劣るものの、重戦車である事に違いはない。

　などと考えていたら、隣となりのイヴィリタとトークしながらのクエスがドレスの胸元を白い指で１cmぐらい引っ張り上げて整えた。そして、チラッ、と色っぽい流し目を０・３秒ぐらい俺に向けてきた。半分は窘たしなめるような、半分は誘うような、葡萄酒色バーガンデイの瞳ひとみで。恥ずかしかったな。これは。




　食後、イヴィリタとクエス、俺とアリスベル、貘と鵺の６人は……

　ホールの一角にあったソファーに掛けて、この時代に来て初めてゆったり寛くつろがせてもらえた。

　夜も更ふけてきたとあって照明は明るさを落とし、ややオレンジがかったムードのある色味に変えられているな。

（とりあえずは、肉と脂あぶらも食えたし……）

　ちょっと視みたら、妖刕の使用可能時間も１分45秒まで延びてる。黒套コクドの裾すそもジワジワと自己修復してきてるし、あとは一眠りすれば、仍しき島じまで被こうむったダメージからは完全復活できるだろう。

（妖刕を使った後は、いくらでも食える気がするな。〆しめにラーメンでも注文したいぐらいだ）

　などと考えていると、メイドのリサが真しん鍮ちゆうのサービスワゴンを押してやってきた。きちんとお皿に盛りつけたアイスクリームを皆に出してくれて、特にアリスベルは嬉うれしそうにしてるよ。

　ちっちゃなグラスをリサがサイドテーブルに並べ始めると、俺のナナメ前のソファーに深く掛けたクエスが、

「セイジくん。マティーニはお好き？」

　蕩とろけそうな微笑と共に尋たずねてくる。

　彼女がブラウンのウェーブヘアに小さく指を通し、反対の手でグラスを小さく上げると──それを先読みしていて控えていたリサが、ステア済みのカクテルを適量注つぐ。

「酒は飲まない」

「じゃあ、葉巻はいかが？　ハバナ産のＣＨＥチエがありますのよ」

　酒を断った俺おれに、今度はイヴィリタ長官が煙草タバコを勧すすめてくれる。

「それもやらないんだ」

「あらまあ。それでしたら、セイジさんは何がお好きなの？　ギャンブル？　車？　それともサッカーチームのサポーターだったりされるのかしら？」

　自らは喫煙者らしいイヴィリタは、胸ポケットから瑪め瑙のうで飾ったシガレット・ケースを出す。

　そしてフィルターに金環が光る黒い紙巻き煙草──妖よう刕とうによればソブラニ・ブラックとやらを薔ば薇ら色いろの唇くちびるに咥くわえ、流れるような手つきでマッチを擦こすり、自ら火を付けた。

　リサが手品のように出していた梃て子こ式しきのライターをしまう中……

「そう言われてみると趣味は無いな。ゲームかな」

　どうもイヴィリタは俺を接待するために好みを聞き出そうとしてる感じがあったので、俺はそうはぐらかしておく。

「インターネットの？　新人類なのね。それならお近づきの印に、ノートパソコンを１台差し上げましょうね。リサ、見つくろっておいて」

「承うけたまわりました」

　ほら来た。プレゼント攻勢。

　ていうか、いらないよ。２００９年のパソコンなんか。重くてブ厚いやつだろ？

　断ろうかと思ったが、そこで──

「……ッ……」

　ソファーに掛けていたクエスが脚あしを組み替えて、布量の多いスカートの中に……ねっとりと白い柔らかそうなふくらはぎと、スカートを膨ふくらます純白のパニエが思いっきり見える──というハプニングが起きてしまった。

　ちょっと慌あわてた俺の視線に気づいてか気づかずか、クエスは手にしていた白クジャクの扇を腿ももの上に置いてる。スカートを上から押さえるように。

（……）

　俺は少し赤くなってしまいながら、視線をホールの方に逃がす。

　しかし、貘ばくは青・紫むらさき・緑、殲チエンは赤・黄、クエスは白で、クジャクが揃そろったな。異能の女性はクジャクの扇が好きなのかな。

　ホール側では何やら、俺たちから見やすい位置に絨じゆう毯たんが増設されている。

　何の準備かなと思っていたら、そこに何人かの少女兵がチアガールみたいな衣装に着替えてやってきた。そして、音楽の生演奏と共にラインダンスなんかを始めてしまう。

　そういう衣装だって事は分かってるんだが、スカート内のアンダースコートが時々丸見えになるので──妙な気分にさせられちまうな。

　どうも、向こうは俺たちを……まずは俺から、籠ろう絡らくしようとしてるらしいね。

「お好みのダンサーがいたら、後ほどロザンナかリサに申しつけてくださいな」

　煙草タバコをフタつきの灰皿にカシャンと入れて消した、イヴィリタの発言に──

　──ぎろりっ！

　と、アリスベルが俺おれを殺人的なツリ目で睨にらんできて。

　その辺りで、俺も今のイヴィリタの言葉の意味がやっと分かってしまう。

「い、いや、俺は、そういうのは……」

　男になる決定的チャンスをアリスベルによって強制的にキャンセルさせられたかわいそうな俺が、モゴモゴとイヴィリタに言うと……

「あら。あらあら。まあ。そういう事でしたの。これは私たち、大変な失礼を……」

　イヴィリタはダンサーの少女たちを下がらせつつ、ニタニタ。

　俺とアリスベルを交互に見てる。イヤラシイ目つきで。

　あー……

　さすがの俺も、流れ的に分かったぞ。

　イヴィリタ長官は、俺とアリスベルの関係について何か誤解をしたみたいだ。

　一方、クエスはクエスで何やら『ちぇっ』というムードになり、

「あーあ。お姉さんがタップリ可愛かわいがってあげようと思ってたのにな」

　ドイツ語で、そんな危険きわまりない事を言ってる。ていうか妖よう刕とう。お前もようやくドイツ語が理解できるようになってきたみたいだが、こういう会話の流れの時は字幕出さなくていいから。

「しょうがないでしょ、そこは諦あきらめなさいよクエス」

「でも、せっかく一流の──しかも男の異能と久々に絡からめそうだったのに」

　ドイツ語のできる鵺ぬゑが酔よいつぶれ気味と見て、イヴィリタとクエスは俺たちの前で割と堂々そんな密談をしてる。ドイツ語で。

「私は何でも一流が好きなの。何でも一流じゃなきゃ、いやァよ。食べ物も、服も、家も──男も、女も」

　また金のかかりそうな事をイヴィリタに言って、クエスは……半開きにした口の中で、上の歯の裏を舌でなぞった。それは、クエスの舌なめずりなのだろう。

　この女も、やっぱり……

　いくら見た目を美しく取り繕つくろった所で、やっぱり貘ばくや鵺と同じ妖よう怪かい変へん化げの一種だな。

　物理的にってんじゃないが、チラチラと見えてるぜ。シッポが。




　そんな感じでしばらくヨタ話をして、お互いの性格がだんだん見えてきた辺りで──

　トークの内容も、次第に本題へと近付いてきた。

「お前たちはナチス党の余類と見受けたが、実際のところは何者なのだ」

　やや硬い対応をしている貘が、その辺を探るような事を言うと、

「あの子は学生、あの子はモデル、ホステス、アナウンサー、警察官、美容師、通訳……」

　イヴィリタはホールのあちこちでトランプやチェス、ビリヤードをやって遊んでいる幹部や少女兵たちを指さす。

　ナチ残党も、普段の職業、世を忍ぶ仮の姿は様々だな。

「お為ためごかしは好かぬ。この資金力、各おの々おのの会費でもたらされたものではなかろう？」

　お前たちは何をやって稼かせいでいるのだ、という意味の質問を貘ばくがして──

「正義の傭よう兵へい部隊として活動しているの」

　──答えた。

　ここから、核心だぞ。

「クライアントはどこだ」

「主に、シリアとか、イランとか、北きた朝ちよう鮮せんとかよ」

「ほう。テロリストか」

「そう呼ばれる事もあるわね」

　貘と語るイヴィリタからは、異能的なものは感じられないが……

　リーダーは事務方で、実行部隊は異能で構成されてる『異能のテロリスト軍団』って事か。この、魔女連隊レギメント・ヘクセとやらは。

　話が重要なものになってきた事を察してか、メイドのリサは一礼すると静かに去っていく。

　それを確かめてから、貘はコーヒーを一口飲み……

「私たちにドレスを見つくろったあの女、リサとか言ったが……あの女も、妖あやかしの血を引く者であろう。それも、非常に高位の。なぜあのような下げ女じよに身をやつさせている」

　俺おれは気づいていなかったが、貘は同族とあってその辺を察知していたらしい。

「本人の意思よ。リサは本業がメイドなの」

　イヴィリタの回答は、ウソ臭くさいな。『お答えできません』って事か。

　リサの怪しさにはアリスベルも気づいていたらしいのだが、

「彼女の左手中指。馬ば蹄てい形がたのスクールリングについて、お伺うかがいしたいのですが」

　……何か、妙な事を尋たずねたな。

「あら、どうして？」

「私は香港ホンコン出身なのですが──あのリングをしている者が、藍ラン幇パンという香港マフィアにもいたのです。でも、それがどこの学校のものなのか杳ようとして知れなかったもので」

「それは知らない方がいいわよ」

「リサは、藍幇のメンバーなのですか」

「違うわ。でも、魔女連隊は藍幇と同盟関係にあってよ。とはいえ今ちょっと向こうの動きも怪しいみたいだから……今後も仲良くするかどうかは、分からないわね。事と次第によっては、絶滅させちゃうかもねえ」

　にこり、と、イヴィリタは──

　明日の天気を語るぐらいの気軽さで、そんな事を言ってのけてる。

　藍ラン幇パンは、アリスベルの両親の仇かたきだ。鳳おおとりに願って命を取り戻したにせよ、その敵対関係は残る。

　敵の味方は敵、と考えれば、この魔女連隊レギメント・ヘクセは敵という事になりかねない。

　だが、その関係も既すでに曖あい昧まいで、引き金を引くタイミングを計っているとなると……敵の敵、という事で、どちらかと言えば味方と考えるべきだろう。アリスベルと、魔女連隊は。

　複雑な表情をしたアリスベルに──

「アリスベル、そのぐらいにしておけ。その辺りの事は、あまり喋しやべらない方が良いい」

　そう言った貘ばくに、俺おれも賛成だ。

　ここでの発言がヘタに伝わって魔女連隊が藍幇に影えい響きようを与えると、存そん在ざい劣れつ化か症しよう候こう群ぐんとやらがどう炎症を起こすか分かったもんじゃないんだからな。

　それにしても……アンダーグラウンドの世界は広いようで狭いんだな。

　藍幇に縁のある者と俺たちが出会ったのも、香港ホンコンマフィアとドイツのテロリストに繫つながりがあったせいで──それは、考えてみればそんなに不自然な事じゃなかったのかもしれないが。

「喋らない方がいい事は、お互い喋らないようにしましょ」

　紅あかいマニキュアの手で、イヴィリタがコーヒーのスプーンをかき回す。

「さっき、晩ばん餐さんの前にクエスから部分部分の話を聞いたの。あなたたちがどこから来たのかは、決して聞いてはならないという事だったから──魔女連隊の長として、魔女の忠告には従い、そこは聞かないわ。あなたたちも話さないよう気をつけなさいな」

　口を滑すべらせそうなアリスベルの方を、イヴィリタは少し鋭く見やってから……

　また、にこり、と笑う。

　そして──

「そろそろ、ビジネスの話をしてもよろしいかしら？」

　持ちかけてきたな。

　俺たちは未来へ還かえりたい。

　それはクエスなら実現できる。ただし、有料で。

　その見積もりは、１千万ユーロ──13億５千万円。

　貘の手持ちは、２億弱足りない。

　それで、クエスはここに、俺たちが稼かせげるような仕事をもらいに来たのだ。

　向こうの事前打ち合わせは、ドレスのお着替え時に済んでるみたいだが……

　食わせておいてからさてと言い、って事は、こっちも簡単には首を縦に振らないような話を振ってくるんだろうな。イヴィリタは。

「構わない。私たちはそのためにここに来た。仕事をもらいにな」

　交こう渉しよう事ごとという事で、ここは貘が話を進める。

「話が早そうね」

「仕事は何だ」

「暗殺よ」

　──暗殺。と、きたか。

　しかし、さもありなんだ。なんたってコイツらは、テロリストだからな。

　貘ばくは動じない。ある程度そんなこったろうなと思っていた、俺おれもだ。アリスベルは不安げに、こっちを見てきたが。空からの酒さけ瓶びんを抱だっこした鵺ぬゑは、もう寝てる。

　一気に硬くなった空気の中、

「ある男を殺して欲しいの。今、私たち魔女連隊レギメント・ヘクセはちょっとした抗争をしていてね。そこでの目め障ざわりな敵をサッサと消しちゃいたいの。ああ、バチカンのメーヤやリバティー・メイソンのカイザーと戦っているのも、その抗争の一環よ」

「殺しなら、お前たちの得意な分野であろう。自分たちで殺せばよかろうに」

　貘がそう言うと、

「簡単には死なないのよ。刃物や銃弾が効かず、超能力者の逮捕もできる──狂気の戦闘力を持つ少年でね。私たちは彼を、狙ねらった者に手ひどい反撃をする『呪いの男フルヒマン』と通称しているわ。巷ちまたでは──絶体絶命の状況をいつも覆くつがえす『不可能をエネ可能にする男イブル』とも呼ばれているそうよ」

　その説明に、貘が、ピクッ……と、小さく体を動かした。

「今どこにいるのだ。その男は」

「香港ホンコンよ。さっき話に挙がった藍ラン幇パンと、敵同士でコンタクトしてるみたい。今、偵てい察さつも兼ねてここの連隊長──うちのエースを現地に派遣しているけれど、深追いはさせないつもりなの。私たちの仲間の占いによれば、その少年は７割ぐらいの確率で近々ヨーロッパに現れるみたいだし」

　随ずい分ぶんと……

　難しい相手、みたいだな。ソイツは。

　ここの魔女たちの隊長さんでも、勝ちは覚おぼ束つかないような相手か。

　それとさっき、イヴィリタはその男が『逮捕もできる』とか言ったな。つまり、警察とかの法執行官ってことか。いかにもナチが対立してそうな相手だよ。

「報ほう酬しゆうの額面は？」

　貘が──『幾らだ？』　と、聞いた。

　つまり、受ける可能性がある、という意思を示したのだ。

　これにはアリスベルも、そして俺も少し表情をこわばらせた。

　人を１人殺すという事は、過去に大きな影えい響きようを与える事だろう。その結果、自然の復元力で何が起きるか分からない。何より──その男は、アリスベルや俺の運命を左右する『藍幇』に関かかわっているのだ。

「そうね、ユーロ建てにはさせていただくけれど、額面としては──そこのセイジ君で１億円、アリスベルさんで１億円、合わせて２億円。どちらが成功してでも構わないから、成功したらその額を時価でお支払いしますわ」

　殺しの報ほう酬しゆう、２億円──

　その金額は、クエスが提示した金額にちょうど不足してる分を補って２０００万円ほど余るぐらいだ。こっちが首を縦に振りやすい金額ピッタリ、と言えるだろう。

　さっきの着替えタイムに、クエスはイヴィリタと事前に情報のやりとりをしてて……それで、イヴィリタはムダなく条件提示をしてこれてるってワケか。

　だが、どうする。

　俺おれとアリスベルが、貘ばくに意見を求めるように黙っていると……

「──生け捕りではどうだ」

　貘が、そう尋たずねている。

「そんな夢のような事ができるなら、その方がいいわ。私たちとしても、できるのなら味方にしたいし……こっちに付かないのなら、捕らえた後で処刑しちゃえばいいわけだし」

　イヴィリタはＯＫを出しているが、どのみち俺たちのせいでターゲットが処刑されたら……人が１人死ぬのだから、復元力は働くだろう。貘は、何を考えている？

「ターゲットについて、もう少し詳細を聞きたいのだが」

　貘は俺の懸け念ねんをよそに、話を進めていく。

「その男は、日本人よ。だから日本人の物の考え方、行動パターンに詳しい日本人が暗殺しに行くのが良いいかと思うの」

「ターゲットの名前は」

「──遠とお山やまキンジ」

　それを聞いたアリスベルが何かを言いそうになる前に、

「私たち４人で一いつ旦たん相談する。ショールをくれ。少し、外の空気を吸いたい」

　貘がそれを遮さえぎり、アリスベルと俺の腕を引いて立ち上がるのだった。




　星座の位置も微妙に違うような気のする、ドイツの星空の下もと──

　ノイエ・アーネンエルベ城の外で、俺たちはこの降って湧わいた『仕事』について相談する。

「ここで遠山の名前が出てくるとは、驚おどろきでしたね」

「『不可能をエネ可能にする男イブル』の二つ名の時点で、私には分かっていた。これも歴史の復元力が私たちに仕掛けてきた必殺の罠わなの１つなのだろう」

　アリスベルと貘がそんな話をしているのだが、俺はそれが誰だれか分からないので蚊か帳やの外だ。

「……知り合いなのか？」

「この時代ではまだ、向こうは私たちを知らないがな。２０１３年１月に、私とアリスベルは遠とお山やまによる襲しゆう撃げきを受けているのだ。神こう戸べでな」

「何だって……？　なんでまた」

「当時の──」

　そう言って、貘ばくはホールから連れ出してきた鵺ぬゑの方を見る。が、鵺は酔よいつぶれていて城の壁かべぎわに座り、カラの酒さけ瓶びんをひっくり返して口をペロペロしてる状態だ。この会議にはついてこれてない。

「遠山の上役からの命令で、だ。ヤツは強かった。式しきが使いにくい環境下ではあったが、私は逃げる事すらできず敗北している」

「ですから元々──この時代から見ると将来的に、なのですが──遠山キンジは私たちの敵、なのです。関連性は不明なのですが、事実として神戸では神かん崎ざき・Ｈ・アリアも同時に私たちを攻撃してきています」

　神崎・Ｈ・アリア……

　それは代だい官かん山やまのマンションで俺おれたちを襲おそった、あのピンクブロンドのチビ女のことだ。あの襲撃で『刻ときの結晶』を中断させられたから、俺たちは未来へ還かえれなかった。

　俺たちが時間を更さらに過去へと漂流するハメになったのは、アリアのせいとも言える。

　そう考えると……

　アリアと組んでるらしいその遠山ってヤツは、同様に『敵』という図式が成り立つ。

　だが──

「でも貘、だからって殺していいってもんじゃないだろ。金で人を殺すなんて、アレだし……俺たち不連続体が誰だれかを殺したら、歴史の復元力で人命に関かかわる何らかの補ほ塡てんが起きるって事だろ。危なくないのか」

　俺がそう言うと、

「ようやく異能らしい事を言えるようになってきたな、静せい刃じよ。確かに、この時代で私たちが遠山キンジの命を奪うばえば──端的に言えば、遠山キンジがする事の逆の事を能よくする人物が、不当に死の運命から逃れる事になろう」

　貘は先生みたいな口調で言い、魔女連隊レギメント・ヘクセに借りた羽根ショールを寄せて微笑ほほえんだ。

「どういう事だよ」

「神戸で襲撃されてから、私は遠山キンジという人物について調査していてな。彼は私たちを襲いはしたが、その一方で多くの無む辜この市民を救った経歴を持っている。遠山キンジを殺せば、その逆に多くの無辜の命を奪う何者かが生き延びるのだ。未来に於おいてな」

「それじゃあ……間接的に、俺たちが大勢殺す事になっちまう。御ご破は算さんだ、この話は」

　首を横に振った俺に、貘は指を立てて小声で──

「安心しろ。これもこの時代では知られていなかった事だが──遠山キンジは、死なないのだ。溺おぼれ死なせても、心臓を止めても、甦よみがえってくるらしい」

　そんな話をしてくる。

「な、何？　……そんなバカな話……異能なのか、ヤツも」

「彼は異能ではない」

「じゃあどうやって、そんな事ができる」

「これは私の仮説だが──きっとタマムシのように、自ら仮死状態になる事ができるのだろう。だから、できるなら生け捕りで、できずとも仮死状態まで追い込んだ遠とお山やまをイヴィリタに渡し──報ほう酬しゆうをせしめ、それでクエスに未来への暦こよみ鏡かがみを作らせる。遠山は死なず、私たちは未来へ、という筋書きだ」

「……」

　そういう話、なら……

　そこは、通るかもしれない、けどな。

「心配しているかもしれぬから、言っておくと……暗殺の仕事でもらい、クエスへ支払う金の流れは、どれもこれも『誰だれかが働き、その対価を誰かが支払う』性質のものだ。ギャンブルや株で不自然に儲もうけるのとは違うので、復元力で破産したりする事もないだろう」

　貘ばくはノンキに、金の話なんかをしているが──

　俺おれはまだ心配な事があるので、そこも話しておくことにする。

「もう１つ、異能らしい事を言うぞ。さっき『遠山キンジは藍ラン幇パンとコンタクトしてる』とか、イヴィリタは言ってた。それをヘタにいじると、今度は存そん在ざい劣れつ化か症しよう候こう群ぐんがどうブレるか分からないだろ。藍幇の歴史は俺たちの生き死にに関かかわってるんだ。いいのか、その辺は」

　俺に問われた貘は、「ほう」と上から目線で微笑ほほえみ……

　存在劣化症候群についてはアリスベルも思い至ってなかったらしく、ちょっと俺に感心したような視線を向けている。

「これはこれは。見直したぞ、静せい刃じ。その通り。この時代の藍幇の歴史に触れると、私たちの存在は不安定になってしまう。しかし、私は逆にそこを利用してやろうと思っていてな」

　頭脳担当は譲ゆずらないぞ、とでも思ったか、貘はそう少し勿もつ体たいをつけて──

「というのも、さっきのイヴィリタの話でようやく分かったのだ。さっき、この２００９年に私たちが藍幇に影えい響きようを及ぼしてもいないのに──なぜ、静刃に急性の存在劣化症候群が起きたのか」

　何やら、クイズを出すようなノリで話してくる。

「静刃、アリスベル。２０１０年の代だい官かん山やまのマンションで私がした話を覚えているか？　香港ホンコン藍幇のリーダー・諸しよ葛かつ静せい幻げんの寿命が、半年ほど延びていたという話を」

　今度は急にその頃ころの話をされたので、思い出すのに少しかかったが……

「ああ、お前が香港の新聞とかネットニュースで調べた件だろ。確かに、そんな話をしてたが……それが存在劣化症候群の話と関係あるのか？」

「密接に関係している」

　そう言い切った貘ばくを前に、

「……？」

「……？」

　俺おれとアリスベルは、顔を見合わせる。

　さっきの俺に存そん在ざい劣れつ化か症しよう候こう群ぐんが起きたのは、鵺ぬゑによれば……俺たち以外の不連続体が藍ラン幇パンに接触したから。

　２０１０年の代だい官かん山やまで貘が言っていた事を思い出すが、藍幇の諸しよ葛かつの寿命が延びたのも……何らかの不連続体が接触し、延命させるような影えい響きようを与えたから。

　って事は──

「その２つの変化は、同一の不連続体によって引き起こされているという事ですか」

　アリスベルに先を越されたが、俺もそこまでは思い至った。

　すると貘はクイズの答えを教えるように目を細め、

「そうだ。そしてその不連続体は、遠とお山やまキンジだ」

　と、言い切った。

「実はこれも未来で知った事なのだが、この時代の遠山キンジは不連続体を所有していたのだ。それが何なのかまでは分からないが、自分でも知らないで数年に亘わたって持ち歩いていたらしい。不連続体を扱う人間は、不連続体と同じ影響を地球史に与えてしまう。そして今、その遠山は藍幇とコンタクトしている。諸葛の寿命を延ばし、藍幇の運命を変えるような影響を、きっと今まさに与えているところなのだ。本人も知らず知らずの内にな」

　そういう……事だったのか。

　故意じゃないにせよ、ハタ迷惑な男だぜ。

「考えれば考えるほど、複雑ながら精巧に出来ていたな。私たちと遠山たちの運命の交こう錯さくは。その渦か中ちゆうに在ありながらも、とても知的好奇心を擽くすぐられるものだよ。時間学とは」

　俺たちから一本取った顔の貘は、先生から教授にランクアップしたような口調で──

「歴史は、歴史破壊を続ける遠山キンジに手を焼いていた。同じく不連続体の、私たちにもな。そこで、歴史は……不連続体同士を戦わせて、潰つぶし合わせるような運命のレールを敷いたのだ。あまりにも出来すぎた偶然と思ったが、ちゃんとここにも歴史の意図があったのだ」

　俺たちがイヴィリタの所に導かれ、遠山キンジ暗殺の話を持ちかけられたのは──

　──歴史の必然だった、って事か。

　やってくれるじゃねえか。

　２度目の時間跳ちよう躍やくとあって、次々と仕掛けてきやがるな。地球史さんよ。

「止めねばなりませんね。これ以上、遠山キンジが藍幇に影響を与える事を」

「その通り。そうすれば、こちらの存在劣化症候群はこれ以上悪化せずに、安定するだろう。これも理論上でしか言われてこなかった事だが、そのように不連続体を誘導して均きん衡こうを取り、歴史破壊を止める事を……時間学用語で『修正アメンド』という。実現できれば人類史上初の出来事になるぞ。とはいえ、遠とお山やまが今まさに藍ラン幇パンに与えている影えい響きようは──もう、止められないだろう。ここは香港ホンコンから遠く離れているしな。諸しよ葛かつの寿命は延びる。だが、遠山が渡と欧おうしてきてからは止められるチャンスがある」

「……」

「話が複雑になるから言わないでおいたが、私は神かん崎ざき・Ｈ・アリアについても調査済みでな。彼女もまたこの時代に於おいて不連続体を所有し、藍幇と戦った記録もある。遠山とアリアは、永ながきに亘わたって時間の樹木を歪ゆがめた金環のようなもの。それを打倒しようとする私たちの動きは、きっと歴史の──この星の加護を得るだろう」

　貘ばくはそう言って……

　このいわゆる『暗殺』の仕事を受ける流れを俺おれやアリスベルが翻ひるがえさないうちに、と思ったか、「寒くなってきた。城内に戻ろう」と話を打ち切って門の方へと歩き始めた。

　アリスベルがそれに続き……

　俺は少しモヤモヤしたものを腹に抱かかえつつも、酔よいつぶれた鵺ぬゑの手を引っ張って肩を貸してやった。

　すると鵺は時間を稼かせぐようにその場でよろけ回って、貘とアリスベルが見えなくなってから──

「ケケッ。お前らはほんっと、丸め込まれやすいんだじょ」

　酔った調子のまま、酒さけ臭くさい息で笑う。

「俺も、ちょっとそう思ってる。貘はきっと、また何か隠し事をしてるよな。こういう難しい話をする時は、アイツの独どく壇だん場じようってこった」

「おおー、勘かん付づいてる勘付いてる。貘もそろそろお前にあれこれ隠せなくなってきたにゃあ」

「何を隠してると思う、今回は」

　ストレートに俺が聞くと、酔って口が軽くなっている鵺は、べろん。

　中途半はん端ぱに長い舌で、俺のほっぺたを舐なめてきた。きしょっ！

「……おいっ。何すんだよ」

「びょうっ。覚えやすくするために、何か印象に残る事しようと思ってチュウしてやったじょ。どうせ今のお前は聞いたって聞き流そうとする。でも、聞かせて覚えさせときゃ、妖よう刕とうの方のお前が思い出す」

「妖刕の方の、俺が……？」

「はーい喋しやべりまーすじょー。あのなぁ、殺しても死なない人間なんか、いるわけないじょ？　貘の話はあくまでお前らに働かせるための方便。殺しゃあ、死ぬんだじょ。遠山キンジだって。貘はお前にガチで遠山を殺させてもいいと思ってるんだじょ」

「……」

「だども、鵺ぬゑもそれに賛成だじょ。遠とお山やまを殺せ。殺しとけ、今。これは自衛、正当防衛だじょ。殺しても罪にはならんじょ」

「なんで殺させたがるんだよ」

「鵺が昔、過去のお前を殺そうとしたじょ？　それと同じだじょ」

「？」

「これも復元力の一種でな、運命は過去と未来の帳ちよう尻じりを合わせようとするんだじょ。つまり、この時代の遠山を殺しておくと、未来の遠山も死にやすく、つまり殺しやすくなるんだじょ。だって、おかしいからにゃあ。両方死んでなきゃ」

　まあ……

　それは貘ばくみたいな理詰めじゃなく、感覚的に分かるけどな。

「殺すいわれがないだろ」

「あるんだじょ。なぜなら遠山キンジは、お前たちを殺す。うまく未来に戻れたとして、その先の時代でにゃ」

「何……？」

「だーって、そーうに決まってんだじょー！　未来の遠山が考えるだろう事を、考えてみればいいじょ。仮死状態の術が使えようと何だろうと、お前らは自分を殺しに来たやつだじょ？　向こうも自衛のため、仕返しのために、殺しに来るに決まってんだじょ。２０１３年１月には実際、遠山は貘とアリスベルを殺しかけてるんだじょ」

「……」

　それは……

　そう、かも、しれないけどな。

　だが、それでもマジで殺すなんてダメだ。なぜなら──

「遠山を殺したら、復元力でヤバい殺人鬼みたいのが生き延びちゃうんだろ？」

「あったまわるぅー。ソイツも見つけて、ブチ殺せばいいじょ」

　あれも殺し、それも殺し、力技でバランスを取っちまおうってアイデアか。

　ひでえな鵺。

「却下だ、却下。俺おれは、貘の案でいく。建て前の通り、殺さずにな」

「けひひ。『殺さずに仮死状態にして引き渡し、今後藍ラン幇パンにも関かかわらせないよう釘くぎを刺す』？　貘とアリスベルを倒せる遠山を相手に、そんな舐なめプでクリアできるかにゃあ。できないじょ、きっと。鵺の案を聞いたからには、もうお前は殺すじょ。なんたって妖よう刕とうは──こっちの案の方が、好きなハズだからにゃあ……なあ、『妖刕の静せい刃じ』……びょお、びょお、びょお……」

　イヤな……

　笑い方を、しやがるぜ。この酔よっ払い女はよ。




「──おめでとうございます、ですわ。これであなた方も、私たち栄光ある『眷属グレナダ』の一員。そうと決まれば、これからは正式なゲストとしてこちらの城にお住まい下さいな。このノイエ・アーネンエルベ城は元々、私たちの同志が滞たい在ざいするホテルでもありますの。日本の旅館ほどではないにせよ、きっと過ごしやすいハズですわ」

　イヴィリタ長官は嬉うれしそうに碧へき眼がんを細め、またちょっと日本をヨイショしながら貘ばくと握手を交わした。

　詰めの交こう渉しようで貘は上う手まく話を運び、『今夜まず魔女連隊レギメント・ヘクセが俺おれたちに２億円を無利子融ゆう資しし、俺たちが遠とお山やまキンジを確保した場合、あるいは遠山キンジの確保に高い貢こう献けんを果たした場合、魔女連隊はその債さい権けんを放ほう棄きする』という文もん言ごんで契約書を作らせている。

　確保に際しては、『dead or alive生死を問わず』──

　遠山が死体になっていても、生け捕りでも、構わない。

　相互に誤解が無いよう英語で書かれた契約書にあるその文言を、俺はチラ見しつつ……

　ドイツ魔女の慣習なのか、水鳥の羽根ペンを使い、赤インクで契約書にサインした。

　俺は漢字で書いたが、続いてのアリスベルは流りゆう麗れいな飾り文字でサインしてる。お嬢様だよな、そういうとこ。

　こうして……

　俺とアリスベルは、正式に魔女連隊の傭よう兵へいとなった。未来へ還かえるために。

　運命に導かれて俺たちと戦う事になった『呪いの男フルヒマン』こと遠山は、この時代、アリスベルの話によれば年齢も俺たちと同じくらいなんだそうだ。

　若くして勇名を馳はせてるようだが、所しよ詮せんはただの人間。

　俺も幾つか異能との戦いを経たからその確信があるが、異能が人間に負ける事は無い。

　気の毒だが、絶対にな。

　とはいえこの時代だと、俺たちには復元力や存そん在ざい劣れつ化か症しよう候こう群ぐんといったハンデがある。魔女や妖あやかしの術を阻そ害がいする色イロ金カネ粒りゆう子しとやらも、この時代は未来より不安定で濃厚だったらしい。

　俺は基本その粒子には左右されないタイプの異能らしいんだが、アリスベルはその粒子にも綿密に気を配って戦わなきゃいけないとか。

　つまりこっちに不足がある分、相手にとって不足なし、って事になる。

　それに３年後には貘とアリスベルを殺しかける相手だ。鵺ぬゑの話じゃないが、気を引き締めてかかろう。

　その後、あと出しじゃんけん的にイヴィリタが話した遠山の強さは、銃弾を手で止めるとか、ミサイルを蹴けって逸そらすとか、人間なのに異能みたいな狂いっぷりだとか。まあ、その辺りのエピソードはいくらなんでも冗談だと思うけどね。

「さて、と。これからデュッセルドルフ空港に着いた友人とオーバーハウゼンで合流しにいくところだから、ご一緒にいかが？　街は今、クリスマス・マルクトで素敵な様子なのよ？」

　色っぽい笑顔で俺おれたちを誘う、この契約の仲介者となったクエスは──

　貘ばくによる１千万ユーロの支払いを、今週中に受けるそうだ。

　貘が魔女連隊レギメント・ヘクセからの報ほう酬しゆうを実質前払いにさせたのは、クエスへの支払いを早め、未来へ還かえる暦こよみ鏡かがみの製作をクエスに急がせるため。急きゆう遽きよ『凹面暦鏡カフヒストリア』と名付けたそれは１週間や２週間では作れないものなので、どのみち完成は遠とお山やまを片付けた後になるようだが……居いるだけで諸もろ々もろの不運に見舞われるこの時代から、仕事が済み次第すぐに還れるようスケジューリングを整えてくれたというワケだ。そこは、さすが貘といったところか。

（ところでクリスマス・マルクト……って、何だ？）

　魔女連隊が俺たちの部屋を準備する間ヒマだったのと、こうなっちまえばクエスとの親しん睦ぼくもけっこう大事なので──俺たちは誘いに応じて、ワゴン車よりでかいワーゲンバスに乗り込む。

　ノイエ・アーネンエルベ城には無む尽じん蔵ぞうに衣装があるらしく、女子たちはまた外着に着替えてきた。俺も黒套コクドがドイツでは不評なので、ファンシーなマフラーを借りている。

　ワーゲンバスは魔女連隊のロザンナとかいうメガネ女子が運転してくれたんだが……

　座席はＵ字形に並んでいて、俺とアリスベルが並んで右側に座り、貘とクエスは左側、鵺ぬゑはお誕生席に悠ゆう々ゆうと座っている。

「時差があるので、日本の銀行や証券会社が開店するのは午前１時から２時頃ごろになる。円からユーロへの両替を済ませ、お前の口座に振り込む。額面は大きいが、１営業日で実行させる」

「トランザクションが確認できた時点で、取りかかるわ」

「クリスマス・シーズンに済まないな。正月も返上で働いてもらう事になると思うが」

「いいのよ。お急ぎなのは知ってるし、私もその日程で入金があればとても助かるわ。月内に債さい務む履り行こうできて、今月分の利息を払わずに済むのよ」

　俺の正面で金の話をしているクエスと貘は、葡ぶ萄どう酒しゆ色いろと紺こん色いろのハイヒール。２人とも、長い美び脚きやくがさらに長く美しく見える。ドレスに羽織った毛皮のコートも、大人おとなっぽくてお似合いだ。車内は暖かいとあって開けている胸元には、窓から漏もれ入る車道灯に照らされるＷダブル巨乳が……車の揺れに伴って小刻みに、時に大きく揺れるもんだから目が離せない。胸の谷間もクッキリ見えてるが、どちらも深いな。札束でも何でも挟はさめちゃいそうなんですけど。

　などとガン見してしまっていたら、

「静せい刃じ君？　窓の外にはただの道しか無いと思うのですが、何か面白いものでも見えるのですか？　たとえば、ドイツの美女のお肌はだとか」

　笑顔だが額に青筋を浮かべたアリスベルに、チクリとやられた。

　温暖な香港ホンコンで育った寒がりアリスベルは、モコモコしたフェルト地のコートを借りている。

　こっちはお姉さん方の美しさとは違い、可愛かわいさで満点をあげたい。あからさまな飾りっ気は無い服だが、そもそものデザインに品があってオシャレだ。こういうのは衣装を選んだ本人にセンスが無いとダメなんだが、アリスベルにはそれがあるからな。自分自身の体型や雰ふん囲い気きをよく分かっていて、それに合ったものをきちんと選んでる。きっとアリスベルは一生、幾つになっても自分に合った服を選べるんだろう。オシャレさんの良いい例だな。

「ケーッ、肌はだを見せられて喜んでるのは静せい刃じがガキな証拠だじょ。着衣こそエロスの上位版！　着エロ万歳なんだじょ！」

　一方、この鵺ぬゑは悪い例。

　ツノやキバは生えてても現在のメンツでは逆に貴重なロリ体型の女子だから、魔女連隊レギメント・ヘクセにどんな服を借りてくるか少し興味があったんだが……フリフリのヒラヒラでカラフルなチロリアン・ドレスで再登場してる。要するに人間モード時のこいつが普段着てる魔法少女の衣装と大差ない、アニメキャラみたいなドレスだ。

　異能ファッション・コメンテーターの俺おれとしては『面白くない』という事で最低点を与えておこう。

　ちなみに鵺は未いまだに酔よっているような口調だが、酔いは醒さめてるんだそうだ。よく考えれば普段から酔っ払いみたいな人格だったからそこは納なつ得とくできたんだが、どうやって醒ましたのか聞いたら、鵺はオシッコしたらアルコールが全部抜けるんだそうだ。どういう体の構造してんだよ。

　そうこうして……

　異能バスは20分ほどで、ドイツとオランダの国境付近の町・オーバーハウゼンに着いた。

　街の南側にある、無数の裸電球が空中架線に吊つるされた広場には……

　カラフルで洒落しやれた木組みの出で店みせが連なり、人々が集まって、お祭りが開催されていた。

　夜も更ふけてきたとあって寒さは肌を刺すようだが、みんなワイワイ盛り上がってるな。

　だが、バカ騒ぎしてる感じじゃない。人出も老ろう若にやく男なん女によって感じだ。

　日本でやってる浮かれたクリスマスとは違って、ここの人たちは宗教的な背景をもってこのお祭りをやってるのが伝わってくる。

　言うなれば、土着のお祭り。日本でいうところの、酉とりの市いちみたいなムードだな。

　と、酉の市に少々トラウマのある俺は、その原因こと鵺をジト目で見る。

　ドイツにいた経験のある鵺はこのクリスマス・マルクトにも慣れがあるらしく、飛行機の羽みたいに両腕を広げて人ひと混ごみに駆けていってしまった。

　貘ばくとクエスは俺とアリスベルに50ユーロずつのお小こ遣づかいを渡すと、自分たちは寒かったのか暖かそうなカフェにしけ込んでしまっている。

　ので、ガイドのいない観光客みたいになってしまった俺たちは……手探りで、このドイツのお祭りをウロウロする。

「静刃君、ホットワインを配っていますよ」

　モコモコのアリスベルが、何やら白い湯気を上げている広場の一角を指すので……

　そっちを見ると、サンタ衣装が無くてもサンタっぽい太ったドイツ人のお爺じいちゃんがいる。

　お爺ちゃんはカップに赤ワインみたいなものを注ついでは配っているんだが、

「いや、俺おれは酒は……」

　鵺ぬゑの泥でい酔すい姿に嫌いや気けがさしていたこともあり、俺は引け腰だ。

　ドイツでは確か16歳とかでも飲酒がＯＫだとか、前にネットで読んだ記憶はあるけどさ。

「私も小さい頃ころに飲んだきりですが、あれは温めてアルコールを飛ばしてしまうものですから。とっても温まるんですよ」

　ニコニコ笑顔のアリスベルが俺の手を引っ張るので、ついていき……

　お爺ちゃんからプラカップを受け取って、どうやら無料らしいそれを一気飲みした。

　ふーん。確かに酒の味はしないな。苦いぐらいに濃い、ブドウジュースってとこだ。

　味は微妙な美う味まさなんだが、それがいい。クセになる系の味だね。

　カップを包み込むように持ち、手を温めているアリスベルが笑顔を向けてくるので……

「何かに似てると思ったら、アレだな。日本でいう、甘あま酒ざけみたいなもんだな。確かにポカポカしてきたよ」

　そう言うと、アリスベルは自分が勧すすめたものを俺が気に入ったとあってゴキゲンになる。

　ホットワインをちびちび可愛かわいく飲みながら、俺よりは豊富なヨーロッパ知識で「さっき空を飛んでいたeasyJetという飛行機は、ＬＣＣ航空会社のハシリです」とか「このプレッツェルというパンは香港ホンコンでもドイツ料理店で食べた事があります。美お味いしいのですが、しょっぱいのです」とか、目に映るあれこれについて一応の説明をしてくれる。

　いやー、知識の豊富な女子と一緒で良かった。おかげで、ちょっとは楽しめるよ。俺なんかドイツっつったらソーセージとハンザ同盟と、それこそヒトラーぐらいしか知らなかったからな。

　それはそうと……今や一心同体となった妖よう刕とう・黒套コクドに何やら力を供給しているらしい俺は、食べても食べてもまだ腹が減る──という、他ほかの異能にも見られる体質が板についてきている。

　なので、アリスベルがオススメしてくれたパン……濃い茶色にツヤ光りする、ヘビみたいに細長いパンを漢字の『丙へい』みたいな形に捻ひねったやつ……プレ……えっと何ていうパンだっけ。とにかくその『丙パン』を食べた。確かにしょっぱいというか、表面にザラメみたいな塩粒がまぶしてあって塩分過多なパンだ。ところがこれが、なかなかに美味い。素そ朴ぼくな味なんだが、これもクセになる系の味だ。

　土産みやげ物もの屋やの前にあった木のテーブルに掛け、そのパンをツマミにしつつ──体がまだ求めたので、俺は屋台で買った脂あぶらぎとぎとのソーセージをむさぼり食う。パンは食べた気がするが、肉と脂は美味いだけで腹に充みちる感覚はない。

　これはやはり、妖刕・黒套に食わせてるんだな。体を通して、俺が。

（まあ、今後のために必要な備えだよな。どうあれ、食べるってのは）

　そんな事を考え、いろんな種類のソーセージをバリボリ食べていたら……

　アリスベルが、お皿に載せたイチゴパイを運んできた。それも１切れじゃなくて、円形ホールの。しかも１枚じゃなく、何枚も重ねて。

「……」

　俺おれの隣となりに座ってそれを幸せそうに食べ始めたアリスベルを、ジーっと見ていると……

「なんですかその目は。静せい刃じ君だって、今となっては同じことをしているじゃないですか」

　アリスベルは甘い物を山ほど食べる事を咎とがめられたように、ちょっと赤くなった。

　だが──

　──違う。

　イチゴ大だい福ふくの一気食いなどを見て引いていたのは、過去の俺だ。

　俺は、もう今アリスベルがやっている事の意味が分かるから、注目したのだ。

　アリスベルは、アデノＡシン三Ｔリン酸Ｐを魔力の源とする異能。それを体内で作るために糖とう分ぶんを摂せつ取しゆしているのだ。

（イチゴ味なのは、好き嫌いなんだろうけどな）

　その辺に普通の女の子らしさがあるのは救いだが、つまりそれは──

　──戦う準備。

　遠とお山やまキンジを斃たおすために、アリスベルもまた備えを始めたのだ。この、神聖な祭りの席で。

　その辺は、どんなに可愛かわいくても……魔女だな。

　食うことで、身につけた凶器──武装を修しゆう繕ぜん中の俺もまた、この祭りには相応ふさわしくない魔の眷けん属ぞくになったって事だ。今や、な。




　そんな俺とアリスベルは、結局お小こ遣づかいをほとんど買い食いに使い……

　さっき貘ばくたちが消えたカフェの方に戻っていく。カフェにはツノ丸出しの鵺ぬゑも入っていて、何やら和わ気き藹あい々あいとトークしてる。ので、俺もそこに入ろうと思ったんだが、

「静刃君、もうちょっと向こうの商店街も歩いてみませんか」

　と、アリスベルに誘われた。

　店が並ぶその通りは寒そうだが、黒套コクドのヒーターがあるから俺は別に構わない。

「まあ、妖よう怪かいチームは妖怪同士お喋しやべりしたい事もあるだろうしな」

　俺が賛成して踏み出すと、アリスベルは俺の隣に寄り添ってきたよ。

　黒套とフェルトのコートの袖そでと袖が触れ合う距離で、俺たちは並んで歩く。

　ドイツの果物くだもの屋やや雑貨店、レストランは……

　地元の人にとっては何ともないんだろうが、俺たち異邦人からしてみるとやっぱり物珍しい。

　生活感もあって、個人的には教会やお城よりも観光気分になれる場所だ。

　もう、居鳳いのうの日常からは──

　あの日常があった時代・場所からは、遠く離れてしまった。

　でも、アリスベルだけは変わらず俺おれのそばにいる。

　そう思って、振り向くと……

「……」

　アリスベルの横顔は、とても、綺き麗れいだった。

　こんな外国で、お祭りの喧けん噪そうからちょっと離れた所を……男女２人で、歩いてるなんて……なんか、恋愛映画のワンシーンみたいだ。

　などと柄にもない事を考えていたら、ちら、ちら、ちらほら、と──

　雪が、オーバーハウゼンの路地に降り始めた。

　非日常の洒落しやれた道に、美少女のアリスベルがいて、粉雪がキラキラと輝きを添えている。

　ちょっと出来過ぎなぐらい、絵になってるよ。

　そんな事を考えていると、アリスベルも俺の方を振り仰あおいできて、

「も、もう。何ですか？　さっきから……私の顔をジロジロと」

「あ、いや……綺麗だから」

　と、俺はついポロッと言ってしまう。思った通りを。

　するとアリスベルは奇き襲しゆう攻撃を受けたようにツリ目を大きく開いて、言葉を失い──

　周囲の雪を解かしそうな勢いで、きゅぅうぅ、と発熱したように顔を一気に赤らめる。

　そして普段キリッとしてる表情を保ちきれない程ほどに嬉うれしかったのか、ヘンな具合の超笑顔になっていく。

　そして、えいやあ！　と、逆襲するように俺の腕に腕を組んできた。

「……」

「……」

　そのまま何歩か歩いていると、おまけにアリスベルは俺の肩に頭を寄せてくる。

　……デートみたいじゃん、もうこれ。

　気恥ずかしい事この上ないんだけど。

　だが、ここは居鳳いのうじゃない。誰だれ１人知る人もいない、違う国の、違う時代の町外れだ。

　だから……いいか。

（なんか、カップルが見知らぬ土地へ２人して出かける理由が分かったような……）

　このケタ外れの、２人っきり感。

　参っちゃうな。

　黒套コクドのお陰でほとんど顔が隠れてるが、俺ももう真まっ赤かになってるのが自分で分かるよ。

「静せい刃じ君、ここに入ってみたいのですが……あと、何ユーロ持ってますか？　実は、私はもうほとんど無くて……」

　ちょっと油断してたら、来たぞカツアゲ。

　アリスベルは俺おれ的には全く興味のない、子供向けのヌイグルミ屋さんの前で歩みを止めた。

　腕を組まれている俺も止まらざるを得ず、やむなく黒套コクドのポケットをまさぐる。

「20ユーロある」

「予算的には大だい丈じよう夫ぶですね。この過去の日の思い出に、お土産みやげを私にプレゼントする事を許しますよ」

　アリスベルはニコニコしながら、木のドアを押し開けて店内に踏み込む。

　俺もそれに続くと、やっとアリスベルは俺から腕を放してくれた。

　そして黒こく曜よう石せきみたいな瞳ひとみをキラキラさせて、嬉うれしそうに奥へ歩いていく。

　見れば、ここは世界Ｗ自然保Ｗ護基金Ｆ協賛のショップらしく……野生動物のヌイグルミばかりが売られていた。ヌイグルミについていたドイツ語のタグを妖よう刕とうが読んだところによると、売り上げの一部は自然保護活動に寄付されるらしい。

　普段はそういう募金とかには気の向かない俺なんだが、時空を跳とび越えるという自然破壊をやっちゃってる身としては──自然保護のために寄付をするのは、大自然様にお賽さい銭せんを払ってご機嫌を取る形になるかもだな。

（ご利り益やくの程ほどは、分からんけど……）

　と、アリスベルがヌイグルミを物色する間は特段する事もないので……

　ボケーっと突っ立って、鈴なりに何十匹も吊つるされたクマのヌイグルミを眺ながめる。

　店内の道を塞ふさぐカーテンのように上からズラーっと吊されたクマたちは、テディベアっぽい半はん擬ぎ人じん化かされたデザイン。１匹１匹が大きめなもんで、道の向こう側は全く見えなくなってる。どのクマちゃんもシャツを羽織ってるんだが、丸く出っ張ったお腹なかは丸出し。この腹がお相撲すもうさんみたいで、可愛かわいいかもな。

　と、腹をモミモミしてやると、フェルトのボディーに綿が詰まっていて手触りもいい。他ほかのクマの腹も、いいカンジの揉もみ心地だ。

　よし、このクマどもの腹で一番の手て応ごたえを見つけ出してやろう。ヒマだし。

　……モミモミ、モミモミ……

　などと下らない試みを始めた俺だが、やってたらだんだん楽しくなってきた。

（これか……？　いや、こっちか？）

　……モミモミ、モミモミ……

　目を閉じて触覚に集中し、俺はクマのカーテンの奥に手を突っ込んでいく。

　……モミモミ、モミモミ……

　……もにゅン……もにゅ……もにゅ……

（──これだ！　お前がナンバーワンだ！　しかし、何だ？　このヌイグルミ……なんか……温かいぞ？）

　他を圧倒する揉み心地の良さに、俺が目を開くと──

「……モーレツ……！」

　──っ……！

　そこに見えたものは、店内を一周してきたアリスベルがクマちゃんのカーテンを手で分けて現れていた、そのお姿。

「ちょっと気を許したら、すぐこれですか……！」

　そして、俺おれの右手が。

　鷲わしづかみにしてる。

　ていうかモミモミしてた。今の今まで。

　アリスベルの、フェルト地のコートの、左胸を。すなわち左パイを。

「……どッ、どうりで他を圧倒してると思ったぜ……！」

「──エッチ！　──スケッチ！　──ワンタッチ、ですッッ！　成せい敗ばいッッッ！」

　１つの掛け声ごとに、がっし！　ぼかっ！　ざしゅっ！　……どさっ。

　アリスベルの左縦たて拳けんが俺の額に、続けて右正拳が鼻に、トドメの水平左チョップが両目に、それぞれ空間が歪ゆがむようなスピードで炸さく裂れつし……『成敗！』の掛け声を最後に、アリスベルのオッパイにワンタッチした罪で俺は倒されるのであった。

　妖よう刕とうの弱点は、黒套コクドのない頭部の上半分。よく分かってるね魔ま[image: けん]けん君。




　目と鼻の周りに青タンができてタヌキみたいになった俺から20ユーロを取ったアリスベルは、何を思ったかタヌキのヌイグルミをお買い上げ。で、スタスタと店を出ていった。

　妖刕を杖つえにしてなんとかついていき、カフェから出てきた貘ばくとか鵺ぬゑとかの半アニマルな妖あやかしに妙な共感を覚えつつ……

　空港に行って戻ってきたらしいワーゲンバスで、ノイエ・アーネンエルベ城へ戻る。

　するとバスの一番後ろの席には、抗争の増派としてドイツへ来たらしい魔女連隊レギメント・ヘクセの『友人』とやらが乗っていた。

　これも、女だ。黒革のジャンパー、黒革のズボン、黒革のブーツで全身を固めた、女子プロレスラーっぽい大女。

　俺より身長があるし、ガッシリと筋肉質なことが服の上からでも分かる。

　サングラスをしてるから一いつ瞬しゆん気づかなかったが……女は時差のせいか、大おお股またをおっぴろげて座ったまま寝ていた。だから遠えん慮りよ無く見れたが、その顔つきは端整なもの。たまにいるよな。こういう、男よりもカッコいいイケメン顔の女って。

　だが、見るべき点は服装や顔じゃない。

　赤しやく銅どう色いろの髪をした頭に乗ってる黒革のキャップ帽、そこに開けられた穴から突き出てる──左に偏かたよった、２本のツノだ。アクセサリーのように見せかけているが、異能慣れしてしまった俺には分かる。本物だ。このマッチョ女には、ツノが生えているのだ。

　それとその傍かたわらの座席に立てかけている、ソフトケースに収められた棒状の何か。

　お誕生席を奪うばわれた鵺ぬゑがどかそうとしたが、その何かはビクともしなかった。かなりの重量物──金属だぞ。ぶっとい刀剣か、棍こん棒ぼうか、そういうものだ。

　コイツも、戦いに来たんだな。クエスやイヴィリタの話にあった、『抗争』のために。

　魔女連隊レギメント・ヘクセの一味は、来きたるべき決戦に備えて続々と兵力を増強しつつある。この、欧おう州しゆうに。

（俺おれたち未来人の傭よう兵へい２人も、その一派って事か）

　妖よう刕とうとしての勘かんで分かるが、この女は……強い。

　単純な筋力では、潜在能力開放オープンアクト時の俺が力比べしても勝てないかもしれない。

　もし俺たちが遠とお山やまを討ち取れず、逆に攻め込まれるような事があれば──コイツが、出るんだろうな。

　だが安心しろ。お前の出番はない。遠山は俺が倒してやるさ。

　……とはいえ、この女も含め、『眷属グレナダ』という名称らしいこの軍団は……

　魔女連隊は言うに及ばず、何というか、見た目が悪の軍団っぽいんだよな。俺も含め。貘ばくや鵺にも、割と一味にいても不自然じゃないハマり具合がある。アリスベルぐらいかな。正義のヒロインっぽいムードが50％ぐらい含有されてるのは。

　寝てる大女の圧倒的存在感のせいで、帰り道では今ひとつトークが弾はずまなかったものの……

　バスがノイエ・アーネンエルベ城に戻ると、俺たち４人は暖かい部屋を供与してもらえた。

　これがまさにイメージ通りのお城の部屋って感じで、最上階の２部屋を丸々貸し切りにしてくれちゃっている歓待っぷり。

　左右対称な２部屋は観葉植物で飾られた渡り廊下を挟はさんでおり、それぞれにシャンデリア、アンティークな家具、油彩の風景画、フチを銀細工で飾った全身鏡、ワインセラー、高そうな白はく磁じのティーセットまで完備されていた。

　広いリビングだけじゃなく、いわゆるお姫様ベッド──天てん蓋がい付きの巨大ベッドがある寝室、小ぶりだが室内プールと、バスルームにはジャグジーまであるぞ。

「正しよう真しん正しよう銘めいのスイートルームってヤツだな。俺たちは相当な賓ひん客きやくって事か」

　つい呟つぶやいてしまいながら、俺はリビングのテーブルを見やる。

　するとそこには開かい梱こんしたばかりと思われるノートパソコンが置かれてあった。最新！　って感じで輝いてるけど、未来人の俺から見るとかなり古めかしい。起動してみたら、ＯＳなんかWindows Vistaだぞ。

　俺はWindows 8に手が慣れちまってるので、かなり手間取ったが──おっ。無線ＬＡＮに繫つながった。城の見てくれは古いが、インターネットはちゃんと引いてあるんだな。

　壁かべに据すえ付けられていたプラズマテレビには衛星放送……日本語放送ＪＳＴＶも入ってるし、石壁に埋め込まれたエアコンもしっかり動いている。そもそもシャンデリアだって電気式だ。

　古城といっても、ホテルみたいなもの……ってことで、設備は最新のものに増強されてるんだろう。そこは助かったよ。

　ガチで中世ヨーロッパの暮らしをさせられたんじゃ、きっと不便でたまらないだろうから。

　ただ、問題は、その……

「グレープフルーツがありましたよ、静せい刃じ君」

　紅茶セットに添えられていた果実を手に、ニッコリこっちへ微笑ほほえんでくるアリスベルだ。

　別に相談したワケでもないのに、俺おれたち４人の部屋割りは、俺＆アリスベル、貘ばく＆鵺ぬゑという２ペアになってしまっている。

「……ウェルカムフルーツってやつか？　初めて見るぞ」

「いえ、それは向こうにありましたよ。これはフレッシュ・グレープフルーツ・ティーを作るためのものです。いま淹いれてあげますね」

「ああ。レモンティーのレモンみたいなものか」

　などと平静を装よそおって会話してる俺だが、実は気が気じゃない。

　こんな立派な部屋に、アリスベルと２人っきりで……と、泊まる……って事だろ？　なんかアリスベル本人もそこは暗黙の内に許容してる雰ふん囲い気きだし。

　ていうかさっきコッソリ１人でチェックしちまったが、この部屋にはベッドが１つしかないんだぞ。２人どころか５人でも寝れそうな、どでかいキングサイズのやつが。

　しかも魔女連隊レギメント・ヘクセは心配りのつもりか、フワフワの羽根布団ぶとんに白いマクラを２つ並べて置いてやがった。いかがなものかと思うぞ。そういうセクハラ的ベッドメイク。

（あれは……説明不要で、２人で寝ろって事じゃねーかッ……！）

　アリスベルは、まだ寝室をチェックしてない。だから事の重大さに気づいてないんだ。

　お嬢様な手つきで、グレープフルーツを使ったレモンティーみたいなのを作ってくれてる、アリスベルが……

　シャンデリアの下でキラキラ輝いているように、見える。

　いや、実際、ゲームの美少女キャラを彩いろどるエフェクトみたいに煌きらめいてるぞ。何だこれ。

　と思ったら妖よう刕とうの仕し業わざだ。妖刕も気を遣つかったのか知らんが、俺の気分なんか高めようとするんじゃねーよッ。

「……静刃君？」

　俺が言葉少ななので、不審に思ったらしいアリスベルが小さなテーブル越しに俺を見てくる。

　いつもの気き丈じようそうなツリ目が、少しキョトンと見開かれていて──

「あ、いや、ちょっと眠いだけだ」

　そうじゃない。そうじゃないんだ。

　アリスベル……カワイイんだよ。お前は。気き後おくれしちまうぐらいに。

　だが俺のことを好きでも何でもないアリスベルにそんな事を言うのも、自爆行為だ。

　だから俺は……何も、言えない。黙って……しまう。

「それなら、いいのですが。存そん在ざい劣れつ化か症しよう候こう群ぐんかと思って心配しました。あれに罹かかると、体からすーっと力が抜けてしまうのです。荷電粒子砲メビウスを受けるのと似ているかもしれませんね」

　このスイートルームは静かで、アナウンサーみたいに綺き麗れいなアリスベルの声がよく通る。

　もっと聞いてたいな。ていうか、ほんと凄すごいな。カワイイ女の子って。声を聞いてるだけで気分良くなるとか、これはもう一種の異能だろ。

　などと考えれば考えるほど、アリスベルを前にキョドってしまう情けない俺おれの耳に……

　──コン、コンコン。

　ドアがノックされる音が聞こえた。

　夜や襲しゆうを疑うような状況ではないが、俺は念のため妖よう刕とうを腰に提さげたまま立ち上がる。

　ドアを開けると……そこには日本の女子高生みたいなブレザーを着てチェックのスカートをはいた女の子がいた。さっき１階のロビーでビリヤードをやっていた、ムッツリした顔の銀髪少女だ。

　近くで見ると、中１ぐらいに見えるな。若わっか。

　この子からはさっき、妖刕が勝手に『冥メイ眼ガン』をコピーしていたので……

　そのクレームに来たのかと思って緊張したが、どうもそうじゃないようだ。

　何やらメイド長のリサを引き連れ、リボンを掛けた紙箱を持ってる。その箱はWinchesterウインチエスターという銃砲メーカーの銘めいと銃弾の写真がプリントされてあるものだ。

「……それ、くれるのか？」

「そう。私はセーラ・フッド。魔女連隊レギメント・ヘクセの友人で、射撃武器の顧こ問もん。これは連隊がお前に用意したホローポイント弾とダムダム弾。各20発。性能は、チェックした私が保証する」

　ぐい、と箱を押しつけてくるので、残弾が心もとなかった俺は一応もらっておく事にする。

「飛び道具は良いもの。心して殺してこい」

　射撃武器顧問のセーラ・フッドちゃんは、背が俺より25cmぐらい小さいくせに態度は上から目線。なんか喋しやべらすと腹立つ子だな。愛あい想そが無いし。

　俺だって傭よう兵へいってことは、時代劇とかで悪代官の屋敷にいて『先生、お願いします！』って言われるアレって事だろ？　魔女連隊から見たら、射撃顧問のセーラとは同格のハズだ。

　だがこっちには冥眼の負い目もある。ここはガマンしとこう。俺、年上だし。

「ありがとよ」

　と、リボンを解ほどいて弾をちょっと見てみると……

　ホローポイント弾は、マニキュアみたいな光こう沢たくのある塗料で弾頭の凹へこみに『赤地に黒の逆ぎやく卍まんじマーク』──ちっちゃなナチス党の紋章が描えがかれてある。

　ダムダム弾も、弾頭に入れられた切れ込みが逆卍形だよ。芸が細かいな。

　物騒なモノを持ってきてくれた来客に、室内からはアリスベルもやってきて……メイド長の美人さん・リサが、

「他ほかにも何かご入り用の際は、内線電話でメイドや少女団をお呼びつけ下さい」

　ホテル従業員みたいな事を言ってくれるが、何となくその声には俺おれたちを訝いぶかしんでる感じがある。

　この女……疑いすぎかもしれんが、そこのセーラ先生より何か腹に一物あるムードがするな。

（何か企たくらんでいて、俺たちをジャマに思ってるとか──そんな感じか？）

　メイドに毒でも盛られたらたまらないので、俺はできるだけリサと関かかわらないようにしようと思ったのに、

「それではリサさん、さっきホールで食べている方を見かけたのですが、ストロベリーパイをホールでお願いします」

　小公主プリンセスアリスベルはこういう高級ホテルみたいな所には慣れがあるのか、水を得た魚状態でメイドに注文をしてるよ。

　ていうかまだ食べるんかい。




　リサが運んできた作りたてケーキを俺に１切れだけ切り分けてくれた後、あむあむと餅もち吸いみたいに食べていくアリスベルを横目に……

　ベッドルーム問題のせいで気が気じゃない俺が、パソコンの設定などをしていると……

　今度は少し遠くから、ピアノの音が聞こえてきた。

　貘ばく＆鵺ぬゑの部屋からだ。

　窓から渡り廊下越しにそっちを覗のぞくと、貘たちの部屋には白いコンパクトグランドピアノがある。弾いてるのは貘だ。曲は妖よう刕とうによれば、ショパンの幻げん想そう即そつ興きよう曲きよく。

　右手の各指で４拍鍵けん盤ばんを弾く間に左手の各指で３拍弾くのを繰り返す、妖刕に説明されてもどうやるのか分からん難易度の高そうな曲だ。あいつ、オンチのくせに楽器は弾けるんだな。

　芸術には疎うとい俺にも貘が上う手まいのは伝わってきて、短命だったショパンが生き急いで描かいたような曲の世界に心を……

「月がァ～、出た出った～、月がァ～出たァ～、あ、ヨイヨイ！」

　……うるせっ！

　ショパン関係なしに、飲み直したらしい鵺の調子っ外れな歌が聞こえてきたぞっ。

　貘＆鵺の部屋のベッドルームでは、両手にワインのボトルを持った鵺がナチの少女兵たちを引き連れて盆ぼん踊おどりをやってる。

（マイペースなヤツだな……）

　ていうか、もうアイツからはアルコールを取り上げろよ。日本の恥だ。




　あれやこれやのソフトがインストール中の間、俺は先にフロに入っておく。

　広いバスルームには、大きさから見て明らかに２人で入るためのジャグジーがある。壁かべにはボトルクーラーがあって、シャンパンとペアグラスが収まっていた。

　２人で一緒に入って飲めって事か？　いかがわしいぞ、ナチの城。

（……鵺ぬゑは喜びそうだけどな。ていうか、貘ばくと鵺は一緒に入るのかな……？）

　飲んだくれて座り込んだ鵺の頭をシャンプーしてやるお姉さんみたいな貘の図なんかを想像しつつ、俺おれは一応ジャグジーに熱めの湯を張って日本式に温まっておいた。

　黒套コクドを脱ぐと、急速治ち癒ゆが一時中断されるせいで──改めて、全身がバキバキに痛む。緩ゆるく繫つながりかけていた肋ろつ骨こつが微妙にズレて、ただ歩くのもノロノロになってしまうほどだ。

　しかし湯に浸つかって半分浮いてる状態なら、その辛つらさも和やわらぐ。湯治だなまるで。

　その後、パジャマの上に黒套を羽織って……２００９年のインターネットを見る。ニコニコ動画なんかを検索してみると、この頃ころはmagnetとかチャージマン研なんかが流は行やってるぞ。

　そんな昔のネットを見るのは案外面白く、俺は現実逃避のためにも没頭してしまう。教会で仮眠したせいか、眠気も中途半はん端ぱだったしな。

　その間にアリスベルは、やたら入念にフロに入ってから出てきた。

　バスタオル一枚で堂々と出てきてくれちゃったりするかな？　とか少し期待したが、そこはお嬢様。髪もブローしてツインテールに結い直した上、しっかりパジャマ姿で再登場なさった。チッ。

「……雇用・被雇用の関係とはいえ、魔女連隊レギメント・ヘクセは良くしてくれてるけどな。イヴィリタにも、セーラやリサにも、あまり気は許さない方がいいぞ。クエスにもだ。得え体たいが知れない」

　と、さっきリサにケーキを無心していたアリスベルにチクリと言っておくと──

「……その割にはジロジロ見てましたけどね？　静せい刃じ君、クエスさんの事」

　なんか10倍ぐらいトゲのある言い方で、アリスベルに返された。

「……見てたか？」

「見てましたよ。胸とか、脚あしの辺りを」

　あー……

　見てたね。

　だがなんでそれをアリスベルが怒るんだよ。理り不ふ尽じんな。だがまあ、ちょっとケンカムードになってくれたおかげで言い出せそうだぞ。『別々に寝よう』という話。

　と、俺はノートＰＣを閉じて休止状態にし、

「じゃあ、もう寝よう。俺はそこのソファーで寝るから」

　自分でもファインプレーだと思うぐらい自然に、サラッとそう言いながら席を立った。

　そして流れるような動きで、アドリブのアクビを交えつつソファーへ向かう。

　だがその途中で、

「でもそれじゃ疲れが取れませんよ」

　アリスベルによる『待った』が掛かった。

　……こいつ。

「ベッドルーム見てみろよ」

　俺おれは真まっ赤かになりつつ、その顔を隠すように背を向けて言う。

　すると、

「さっき静せい刃じ君がオフロに入っている間に見ましたよ」

「──じゃあ分かるだろ。それともお前がソファーで寝るか？」

　俺がちょっとつむじを曲げて振り返ると、アリスベルは寝室のドアを開けてくれちゃって、

「……で、ですから。ここの、ここからこっち。端っこになら、静刃君も寝る事を許しますよ。私はこっちの端に寝ますから」

　などと、手でお姫様ベッドの面積を左10％と右90％ぐらいに割る仕草を見せてる。

　その顔には……アリスベルなりの緊張感が見て取れる。

　からかって冗談を言ってるムードじゃないな。

「……」

　俺はベッドを見て、黙ってこっちを見てるアリスベルを見て、またベッドを見る。

　貘ばく＆鵺ぬゑの部屋からこっちが見えてしまう怖おそれがあった、寝室の窓には……これも俺がフロに入っている間にやったのだろう、アリスベルがカーテンを閉じている。

　ドイツは寒い国とあって厚手のカーテンなので、影も映らないだろう。

　なのでドアさえ閉めて、灯あかりを消してしまえば──この寝室は完全にプライベートな空間。

　ある種の密室になり、誰だれにも中の様子を気け取どられる事はない。

　だが逆に、そんな部屋に若い男女が２人で閉じこもって……同じベッドに、寝るなんて。

　などと俺がためらっていると、いつの間にか真っ赤になっていたアリスベルが、くるっ。

　なめらかな黒髪ツインテールを宙に舞わせて、回れ右した。

　そしてそのまま小走りに寝室へ入り、天てん蓋がいを開いて右側からベッドに潜もぐり込んじゃったよ。

　で、中央に背を向ける感じで横向き寝して、羽毛の掛け布団ぶとんをかぶってる。

「……」

　確かにこのベッドはキングサイズ。

　右端と左端に入れば、別々に寝れるは寝れるだろう。

　とはいえ、同じベッドに寝るという事実は変わらない。掛け布団も大きなものが１枚だから、一緒に寝てる感覚は避けられないだろうし。

　だけど……

　なんとなくの勘かんなんだが、いま俺がこの状況をスルーして出ていったら、アリスベルは凄すごく恥ずかしい思いをするような気がする。

　でかいベッドの端っこで１人で寝てたりしてたら、マヌケ感が凄いし。

　それで後々ネチネチと八つ当たりされるのは怖いよな。

　しょうがない。合わせてやろう。

（……ていうか、もう寝ちゃったのかな？）

　しばらく見てたんだが、アリスベル微動だにしないし。

　だが、腹を括くくった俺おれが寝室のドアを閉めた音にはビクッと反応した。起きてやんの。

「……」

　灯あかりを、消す。

「……」

　アリスベルも無言だが、俺も何も言わず……

　中途半はん端ぱな蚊か帳やみたいにベッドを囲っている薄うす布ぬのの天てん蓋がいを開いて、黒套コクドを脱ぐ。

　自分が寝るベッド左側の掛け布団ぶとんの上に、黒套を被かぶせてから……その左側から、掛け布団を捲まくる。

「……」

「……」

　アリスベルに背を向ける形でベッドに入ると、掛け布団越しでも黒套の治ち癒ゆ効果は持続する事が分かった。

　黒套も妖よう刕とう同様、必ずしも密着してなくても俺に魔術的な働きかけをする事はできるんだな。

　しかし……

　このお姫様ベッドの、天蓋ってやつ。カーテンとも蚊帳ともつかないシロモノ。メルヘンな外観に油断してたが……ただでさえ密室の寝室を、より密室化するイケナイ設備だったんだな。この中でなら何をやっても自分たち以外には見えませんよ的な、中に入った男女を焚たき付ける機能を持っている。ような気がする。

　などと考えていると、

（……？）

　異常なまでにいいニオイがする事に気づく。

　甘あま酸ずっぱい、リンゴの花みたいな、シャンプーみたいな、とにかくいい香りだ。

　これは言うまでもない。アリスベルの香り。

　なんたってこの布団は今すぐそこで生なまアリスベルも被っているわけで、同じ布団をかぶった俺はアリスベルの香りに浸ひたし、漬つけられているような状況なのだ。

　毛布は俺とアリスベルが引っ張り合ってるみたいな状態になっており、その合間には空間ができている。そこを伝って、アリスベルスメルはこっちへ流れ込み放題。一呼吸ごとに、そのみずみずしく爽さわやかで、ほの甘く、ちょっとだけ汗の混じったような生々しい香りが俺の鼻をくすぐってくる。やばいだろこれは。

　しかも、この汗のような香りが、ちっともイヤなものではない。頭がとろんとするような、女の子丸出しの甘かん美びなものだ。お金持ちのお嬢様は、汗の香りを不快に感じさせないよう──小さい頃ころから入浴のたびにレモングラスやカモミールの精油を湯船に垂らし、それを体に擦すり込む。とか、昔そんな話を映画で見たような気がする。

　汗までいいニオイとか、生きつ粋すいのお嬢様はやっぱり女子としての格が違うな。祈いのりが汗かくと、周囲がミルクくさくなるのに。

　う。ツバが出てきた。なんでだよ俺おれ。

　これがいわゆる、女の子のフェロモンってやつなのか？

（……っ！）

　うっ、動いた……！

　もそ、と、動いたぞ。

　無意識だろうが香りだけで俺を骨抜きにした、このお姫様ベッドが似合いまくりの小公主プリンセス・アリスベルが。

　トイレにでも行くのかな？　と思ったが、移動方向は逆。出ていくんじゃなくて、近寄ってきてるよ。ベッドの右側から、中央側へ。横向き寝なのは変わってないが、いつの間にか体の前後は逆にしたみたいだ。すなわち、こっち向き。なんでだよ……！

　そして──

　そっ、と……

　アリスベルの手が、俺の背中に触れてきた。

　いくらなんでもこれは緊急事態だったので、

「お、おいっ」

　と、俺は掛け布団ぶとんをはね除のけ気味にアリスベルの方へ寝返りを打つ。

　すると、俺が寝たと思ってたらしいアリスベルは「ひゃぅっ……！」とビックリした小声を上げて──

　女の子っぽく引っ込めた手が、ぱし。

　俺が布団をはね除けた手と、ぶつかってしまった。というか、手と手が繫つながってしまった。全くの偶然で。しかもこれも偶然、なぜか指と指を絡からめるような恋人繫ぎで。

「……！」

「……っ……！」

　同じベッドの上で、同じ毛布を体にかけた状態で、俺の右手とアリスベルの左手が──

　いつの間にか熱くなっていたお互いの手を、ピッタリ握り合わせてしまっている。

　しっとりしたアリスベルの手と指はスベスベであたたかく、生クリームみたいに柔らかく、肌はだが吸い付いてくるようだ。

　しかしこれ、なんか俺が寝たフリでアリスベルを罠わなに掛けて捕まえたみたいだぞ。流れ的に。

　寝室は暗いが、目は闇やみに慣れてきている。

　そんな中で、アリスベルのことは一応、見える。

　ツンツン睫まつ毛げのツリ目を大きく見開いたアリスベルは──超テンパって、

「は、離してくださいっ」

　これまた気絶しそうなぐらいいいニオイのする息と共に、小さく、しかし慌あわてた声を出してきた。

　その声こわ色いろがまたやたら女の子女の子してて、可愛かわいい。

　何なんだよホントに。見た目で視覚、香りで嗅きゆう覚かく、手触りで触覚、声で聴ちよう覚かくと、五感をほぼ制圧されちまったじゃんか。あとはもう味覚だけだぞ。何を舐なめさせてくれるのお前。

「は、離す」

　と、俺おれは恋人繫つなぎしていた手の指を広げる。

　広げたよ？　俺は、広げたのに……

「……」

「……」

　おい。おいアリスベル。なんでお前は握り続けてんの。

「俺は離したんだが」

「私は離しません」

　なんで。

　本当に、なんで。離して下さいって言ったじゃん。

　頭が真っ白になってしまった俺を前に、アリスベルは熱が伝わってきそうなぐらい真まっ赤かになっている。

　だがその瞳ひとみには、何らかの決意があるようだ。

「なんで離さないんだよ」

「……」

「イヤだろ。こんな状況で、俺にこうされたら」

　と、俺が手を握り直すと──

　アリスベルは、きゅっ、と目を閉じて竦すくんだが……

　──今度は、嫌いやがってる感じはない。

「……」

　じゃあ、少し引き寄せるか。

　って何がじゃあなんだよ俺も俺でっ……！

　あっ、なんでだ。

　なんでか知らんが、本能的に、引っ張っちまった。繫いだ手を。

　だがこれも驚おどろいた事に、アリスベルは一切嫌がらない。

　むしろ手と一緒に、本体もこっちに寄せてきた。手だけ伸ばせばいいものを。

　おかしな事に、俺も自然とアリスベルの側へ体を寄せてしまっている。

　何か制御不能なものが、たぶん本能というやつが、俺おれたちを勝手に動かしてる。そこまでは、おぼろげながらに理解できてきたんだが──それをどう止めればいいのか、分からない。

　手と手どころか、前腕と前腕を重ねるように密着させてしまっている──そこを伝わって、ドキドキという心音がお互いに伝わり合ってしまう。

　破は裂れつしそうに脈打っている。心臓が。

　アリスベルの腕が、緊張と興奮で汗ばんできている。俺のもだ。

　体温が上がる。お互いに。

　熱い。

　ベッドの中が。

　かといって、ここでパジャマを脱ぐような仕草をしたら一大事だ。合わせて、アリスベルも脱ぎかねん。

　ど、どうしよう。

　流れ的に──

　もう、引き返せないムードだぞ。

　復元力や存そん在ざい劣れつ化か症しよう候こう群ぐんに苛さいなまれる俺たちは、知っている。

　自然とは、逆らい難がたいものなのだ。

　その自然は、俺たちの中にも有あった。本能という形で。

　それに逆らえない。こうなってしまったら。転がる石が坂の上に戻る事がないように、後はもう……相手の気持ちだとか……後先だとか……そういう理性的な全すべてが考えられなくなり、墜おちていってしまう。そんな確信がある。

　暗くら闇やみの中で、俺とアリスベルの視線が完全に接続されている。目を逸そらす事ができない。

　その時。

　ベッドの中に、生まれたものがあった。

　──光、だ。

　しかしそれに気づいたのは、俺だけのようだ。アリスベルは──オーバーヒートしたように、目をとろんとさせていく。

　この、キラキラした光。これには見覚えがある。

　妖よう刕とうが見せて、俺だけに見える、不可解な表示ガイドだ。

　その光は、アリスベルの胸から飛び出してきている。

　それが抜け出ていくと共に、アリスベルは眠たそうになっていく。光と共に力が抜けていくような感じで。

　この失速に抗あらがうように握っていたその手も、１秒ごとに解ほどけていく。

　キラキラした光の粒は、ベッドの中──俺とアリスベルの間で消えていく。いや、シーツの下に沈んでいっているのだ。それこそゲームの３Ｄ世界で、造りの甘いＣＧが不自然な交こう錯さくを見せるかのように。

　ここへ来て、ようやく分かってきたが──

　おそらく、この謎なぞの光は可視化されたデータのようなもの。それが示す実体は、質量や形を持たない『何か』だ。それが下へ下へと、ベッドや床を透過して零こぼれ墜おちていく。階下へと。

　何かが、抜きとられていく。アリスベルから。

　熱く、愛いとおしい、何かが。

　そして──

　それが終わると共に、アリスベルは……

　……眠りに、おちていた。僅わずかに残った最後の力で、俺おれの手をつなぎ止めたまま。

　その閉ざされた目から、ひとしずくの涙がこぼれて──

　アリスベルの顔を伝い、シーツに吸い込まれていった。光を、追うようにして。
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　放課後、居鳳いのう駅前のマックで、あたし・瑠る姫き・キリコ・祈いのり・矢や子このNu-ヌ・Mǎ-マ・Uitaウイタメンバーが、コの字形のボックス席を囲む。

　あたしたちが入店した時に出ていった、髪型は違うけど顔がソックリな外人の兄弟を最後に……この店には人払いの式しきを掛けて、一時的に他ほかの客がいない状態にしてある。

　テーブルにはコーラ、スプライト、オレンジジュース、みんなで集めて山盛りにしたポテト、クォーター・パウンダー・チーズ他もろもろのハンバーガー、そして──

　──鴉からす。

　瑠姫にだけえこひいきする、高位の妖あやかしが置かれている。

『置かれている』というのは、鴉が今ヌイグルミの姿をしているからだ。

　鴉はそもそも精神しかない存在。で、その依より代しろとして瑠姫が作ったＵＦＯキャッチャーの景品っぽいこのヌイグルミを使っている。

「良かろう。神隠しには足りるであろう」

　鴉のセリフに顔を上げつつ、あたしたち５人はマックを食べ続ける。マックを前にすると、女子高生は本能的にもりもり食べる。あたしたちもその例外ではない。本能とは自然。自然とは、逆らい難がたいものなのだ。

　──とはいえ、これは過去に跳とんでいってしまった静せい刃じたちを助けるための『救出会議』。

　なので食べながらも、あたしたちはシリアスな目を鴉に向ける。

　ぽんぽんと自らの腹を短い手で叩たたく鴉は、この間のライブでNu-ヌ・Mǎ-マ・Uitaウイタが集めた居鳳高の女子たちの『熱狂』をその腹に収めた後だ。

　食い逃げされちゃたまらないから、あたしたちは鴉を取り囲むようにしているのだが……

「しかし、届くのは８３１日分──２年と３み月つきといったところ哉かな。人間ども、佳よきか悪わろきか、熱狂的に諮はかれ」

　周囲に客はいないので、鴉からすには普通に喋しやべらせているのだが──

　２年と、３月……？

「どういう事よ。いいか悪いかって」

　ハンバーガーをモグモグしながらあたしが聞くと、

「神隠しとは、過去へと腕かいなを伸ばして人を攫さらう術すべぞ。その伸ばせる長さは、妾わらわの出力に拠よる。その出力は、お前たちが集めた熱狂の単結晶の大きさに拠る。お前たちがあの神楽かぐら舞まいで集めた熱狂の量が、遡さかのぼれる時の長さを決めておる」

　あたしたちがそれぞれ顔を見合わせると、

「現代魔学的に言うと、神隠しで時空に空あけられる穴は２年３ヶ月前までということよ。救出ロープの長さが、それだけしかないのだと思いなさいな」

　月見バーガーを食べながらの瑠る姫きが、補足説明をしてくれる。

「でも、もし、ひょっとして、お兄ちゃんが２年３ヶ月前よりも前に……」

　てりやきバーガーを両手で挟はさむようにして持ったまま、祈いのりがそう呟つぶやいて──続きを言えず、小さく震ふるえながら黙る。

「静せい刃じが２年３ヶ月前よりも前に死亡していた場合について、瑠姫に意見を求める」

　それに、オレンジジュースを手にしたキリコがそんな心ないセリフを続けた。

「２年３ヶ月よりも前の時空に、ロープは届かないわ。つまり、空から振ぶりになるのよ。万が一、静刃たちが過去の世界でさらに暦こよみ鏡かがみを使ってもっと昔の過去──時間学でいう大過去へ跳とんでいたりしても、当然届かない」

　瑠姫が、クールにそう答える。

　鴉の確認してきた、『いいか悪いか』とは……

　２年３ヶ月前までしかないロープだが、投げていいかどうか？　という問いかけなのだ。

　しばらく、場の全員が黙り……

「……」

　あたしは、目に涙を浮かべている祈を横目で見る。

　──あの日の居鳳いのうヶが浜はまで、鵺ぬゑは『過去の静刃を殺す』と宣言して暦鏡に消えた。

　その後、鵺の特徴を矢や子こから聞いた祈があたしたちに教えてくれたところによると──

　祈は過去、鵺と思われる魔物と遭そう遇ぐうしている。２０１０年、11月19日に。

　その鵺は少年時代の静刃を殺そうとして、激闘の果てに撃退させられたらしい。

　さらに、祈の証言──

　当時の祈と静刃を救った、隻せき眼がん・隻せき腕わんの男。

　その男が着ていたコートの特徴は、静刃が着ていた黒套コクドと同じだったらしい。年齢も、今の静刃と同じぐらいに見えたという。

　つまり、それは居鳳いのうヶが浜はまから消えた静せい刃じと同一人物だと考えられる。

　推定の多い話ではあるけれど、これらの事象から類推するに……静刃たちは……

　２０１０年11月19日か、それより少し前に跳とんだのだ。

　少年時代の静刃と祈いのりが殺されなかった事実から見て、鵺ぬゑは退却したか殺害されて、この時代から過去へ渡った静刃は生き延びた。祈と遭そう遇ぐうする前の鵺に殺されてさえいなければ、アリスベルや貘ばくとも合流できただろう。

　そう考えると、鵺を撃退した時点で静刃・アリスベル・貘は生存していた可能性がある。

　それは今から計算すると、２年７ヶ月前。

　２年３ヶ月前まで投げられるロープでは、足りない。

　静刃たちはその後、自然の自己修復力に逆らって約４ヶ月を生き延びられていなければ──この救出作戦は失敗に終わる。

「あ、あのね……せーくんは２０１０年11月に跳んだみたいだから……あと４ヶ月分、そのロープを伸ばす事はできないのかな？　たとえばもう１回Nu-ヌ・Mǎ-マ・Uitaウイタのライブを開いて、鴉からすちゃんに熱狂をお供えするとか」

　２つめのビッグマックを当たり前のように食べた矢や子こが、そんなアイデアを出すが……

「否いな。げに美しき熱狂は、必ず単結晶ぞ。水晶と水晶を繫つなぐ事が能あたわぬように、別個の熱狂と熱狂を重ねる事はできぬ。繫ごうと強しいれば、割れて小さくなる。あと、妾わらわに『ちゃん付け』なぞするでない」

　鴉が、切って捨てる。

「２０１０年11月19日から４ヶ月間を静刃たちが生き延びられる可能性は、低くなくてよ。天文学アストロジーと運命力学に基づいて私が演算した結果は……85％」

　ルーマニアに魔女留学していた瑠る姫きの計算では、十中八九、届くという見通しが立っている。

　いいか悪いか。やるかやらないか。

　その決断を迫るように、救出チームのリーダー──あたしに、皆の視線が集まり出す。

　この、件は……

　引き延ばさない、方がいい。

　もっと大きな熱狂を集めようとしてまたライブをやったとしても、前回以上に集まる保証はどこにもない。

　Nu-ヌ・Mǎ-マ・Uitaウイタの歌やダンスは、あたし以外の全員が付け焼き刃のもの。１回目は目新しさでごまかせるけど、２回目、３回目のライブは客の期待感が上がって粗あらが目立つものだ。むしろ熱狂の量は小さくなるだろう。

　そして、何より──

「あたしたちは１日未来へ進むごとに、過去の静刃たちから１日分遠ざかる。今も刻一刻と、遠ざかっているのよ。だから、『神隠し』による救出は可能な限り早くやるべきだわ。やろう。やるしかないわ。85％なら、分ぶの悪い賭かけじゃないわ」

[image: ]

　勇気を振り絞って、あたしが自分の考えを告げると──

　皆も、頷うなずいた。

　神隠しができるのは、新月の夜だけ。次の新月は、６月９日。そこから届く限り、ロープを投げるわよ。２０１１年の静せい刃じたちへ。

　静刃、アリスベル、貘ばく。２０１１年に生き延びたあんたたちがいると、信じて──強行するわよ、この作戦を。







【　Episode 19　鈍色の挑戦者チヤレンジヤー・Ｘ　】
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　２００９年のクリスマスや正月をノイエ・アーネンエルベ城で過ごしたのは、不思議な経験だった。

　魔女連隊レギメント・ヘクセとその仲間たち『眷属グレナダ』同盟──は、クリスマスには里帰りするメンバーも多く、城では静かな時が流れた。

　夕食にはリサたちメイドが作ったクリスマスケーキと七面鳥のローストが振る舞われたが、ワイワイ盛り上がるムードではなく……クリスチャンのメンツに気を遣つかってか、まったりした穏おだやかな晩ばん餐さん会かいが催もよおされた。日本でいえば、お正月のムードに近かった感じだ。

　ケーキの糖とう質しつはアリスベルの魔力を、七面鳥は俺おれの体力を回復させてくれて……

　ヨーロッパ在住経験のある鵺ぬゑも空気を読んでか、ホールのすみっこで一人酒を呷あおっていた。タダ酒だからって飲みまくる鵺をちょっと俺が叱しかると、「鵺は第プ１リ態モだとアルコールを体から排出しづらいんだじょ。だからいっつも禁酒してるようなもんなんだじょ。せっかく第２態セコンデイでいられるんだから、飲めるうちに飲ませろだじょ！」とかよく分からん理由で逆ギレされた。まあ、鵺はその後オシッコ一発でシラフに戻り、未来への凹面暦鏡カフヒストリアを設計するクエスの手伝いを貘ばくと一緒にしてたから、いいといえばいいんだが。

　あと、クリスマスのディナーには──ナチの制服を着たトンガリ帽子のチビ魔女・カツェとエジプトの占い師みたいな女・パトラがデュッセルドルフ空港経由でやってきていた。

　聞けばこの２人は、香港ホンコンで遠とお山やまキンジと戦って撤てつ退たいしてきたのだという。

　アリスベルの話によれば、カツェもパトラも魔女としては相当な手て練だれ。２００９年当時の魔女業界では有名なスター魔女なんだとか。カツェに至っては、この魔女連隊の連隊長という実行部隊のエース的存在。

　ただの人間の分際で、そんな魔女たちを退けるとは……よっぽどの難敵だな。遠山は。

　自信が無いワケじゃないが、心してかからないと返り討ちに遭あいかねないだろう。

　……という俺の緊張感をよそに、眷属たちの抗争にはその後しばらく動きが無かった。

　異能も、さすがに年末年始は一時休戦するって事なのかもな。

　里帰りしていたメンバーたちも大おお晦みそ日かにはリラックス顔でゾロゾロ帰ってきて、昼過ぎから飲めや歌えのバカ騒ぎ。年越しの瞬しゆん間かんには花火をバカスカ打ち上げて、クラッカーをポンポン鳴らしまくり、なぜか『蛍ほたるの光』を大合唱してた。どっちかというと、こっちの方が日本でのクリスマスの祝い方に近い。

　ヨーロッパでは、クリスマスを家族で穏やかに祝い、正月を友達と騒いで祝うんだな。日本とはその辺、真逆だ。

　それからしばらく、城で食客として過ごしている内に……仍しき島じまで一ヒト○マル式しき戦車にやられた俺おれの体は、完治した。

　遠とお山やまとの実戦前にコンディションが戻ったのは、過去へ来て初めて『ツイてた』と言うべき事だろう。

　この間のお姫様ベッド事件以降、俺は毎晩ソファーで寝ているんだが──俺との関係がギクシャクしているアリスベル共々、眷属グレナダの暗殺者としていつでも出撃できる状況になったのだ。

　──そして、数日後。

　万全の状態で遠山を待っていた俺たちの元に、想定外の連絡が舞い込んできた。

　予想通り遠山がヨーロッパに進撃してきたという情報が入ってからすぐ、ルクセンブルクという小国の拠点で……イヴィリタとカツェが、遠山を捕ほ縛ばくしたというのだ。

　念のため遠山を仲間に引き入れる交こう渉しようはしてみたらしいが、それは本人に断られたそうだ。

　なので、人体実験の素そ体たいにするような事を伝令は話している。

　さすがイヴィリタ＆カツェ。魔女連隊レギメント・ヘクセの長官とエースが自ら打って出ただけの事はあるな。などとノンキに構えてもいられないのが、俺たちの立場だ。

　これで遠山を仕留められてしまえば、俺たちの仕事が無くなってしまう。

　と、若じやつ干かん焦あせったが……敵もさるもので、やはりそう簡単には殺せなかったようだ。

　逃げられたらしい。

　というのも、遠山にはあのバチカンのシスター・メーヤや、カイザーの部下であるワトソンという男、さらにジャンヌという魔女、他ほかにも協力者が何人かいたらしいのだ。

　なお、俺たちの同盟が『眷属グレナダ』というのに対し、彼らの軍団は『師団デイーン』という。

　なんというか、人間や異能をコマにしたカードゲームみたいな感じだな。この抗争。

　とはいえ、今、遠山の一味は頭数が少ない。ルクセンブルクからは隣りん国こくベルギーに逃走したばかりで、態勢も整っていない。眷属から見せられた危険人物のリスト──神かん崎ざき・Ｈ・アリア、星ほ伽とぎ白しら雪ゆき、峰みね理り子こ、レキといった敵の主要メンバーも日本から動いておらず、ヨーロッパへは２軍メンバーで攻めてきたような感じらしい。

　ドイツの隣国でもあるベルギーは、俺たち『眷属』と敵『師団』の緩かん衝しよう地帯。

　──そこで、遠山を討ち取れ。

　その命令がイヴィリタから電話で俺たち傭よう兵へいに下ったのは、１月10日の昼過ぎだった。

　伝えられた作戦は、こうだ。

　まず、メインの強きよう襲しゆうチームは３人。

　エジプト人の魔女、パトラ。俺。それとメイドのリサだ。

　まず、パトラは遠山の仲間・ジャンヌという魔女に変装して遠山をおびき出す。

　遠山を１人にしたら、そこで俺が直接攻撃で倒す。

　リサは、メーヤたち──遠とお山やまの仲間たちが出撃してこないよう、俺おれたちが遠山を攻撃するのと同時に敵の拠点を爆破する工作員。

　さらにこの作戦ではカツェたち魔女連隊レギメント・ヘクセもベルギーに随ずい伴はんし、必要に応じて掩えん護ご・遊撃を行うとの事だ。

　今回、俺とアリスベルの傭よう兵へいペアの内、俺が出撃する事になったのは──

　まず、『市街戦』という条件を考こう慮りよしての事。

　遠山は近接戦に強く、長距離戦をしない。なので一見アリスベルを当てた方が有利に思える。

　だが、いま遠山が潜伏しているのは建物や道がゴチャゴチャと入り組んだベルギーの首都・ブリュッセルだ。長大な射撃線を取れるフィールドではない。

　そこで逆にジリジリと距離を詰められたりすると、遠山の得意な近距離戦になってしまう。そうなればアリスベルが危ない。実際、神こう戸べで遠山相手に苦戦した時には、接敵した瞬しゆん間かんからもうほぼゼロ距離だったらしい。

　その教訓もあり、都市部ではアリスベルを出撃させない事にしたのだ。

　むしろブリュッセルの地形を活いかし、狭い路地裏に遠山をおびき寄せる。そして、拳けん銃じゆう戦せんや格闘戦に強い遠山があまり見せない──すなわち、ヤツの近接戦における唯ゆい一いつの不慣れな分野──刀剣戦の距離に追い詰めて、俺が仕掛ける。

　遠山は香港ホンコンで藍ラン幇パンと争い、ちょうど刀剣を失った所らしい。今ヤツが持ってるのはチンケなバタフライ・ナイフだけだ。

　それなら、妖よう刕とうの敵じゃない。

　斬り合いチヤンバラ──隙すき無しに思えた呪いの男フルヒマン・遠山の唯一の弱味が、俺の強味なのだ。

　その勝負に持ち込みさえすれば、相手が不可能をエネ可能にする男イブルだろうと必勝を期せる。

　そこに持ち込む組織力も、現状この『眷属グレナダ』は敵を上回っているからな。

　その日、日没と共に下された出撃命令を受けて──

　ノイエ・アーネンエルベ城のホールで、

「作戦は万全ですが、遠山キンジは難物です。油断禁物ですからね。私はセーラさんや閻えんさんたちと一緒にこのお城で待ってますから、もし危ないと思ったら無理せず撤てつ退たいして下さいね」

　アリスベルが俺を心配しながら、自己修復を終えて新品のようになった黒套コクドのベルトを締め直してくれる。

　閻というのは例のプロレスラーみたいな大女で、今回は案の定ここで後詰めを務めるらしい。

「十分休めたから、妖刕も黒套も俺もベスト・コンディションだよ。大だい丈じよう夫ぶだ」

　かいがいしい奥さんみたいなアリスベルの動きに、ちょっと照れながら……

　俺は魔女連隊から補給を受けたホローポイント弾を、パチン、パチン、とレイジングブルのシリンダーに装弾していく。

　Ｘ字に背負った妖刕も、今や俺の体の一部みたいに感じられる。いや、もう実際そうなっているんだろう。妖よう刕とうの刕は、かたなみっつ。その１つが、俺おれ本人なんだし。

　だから今の俺は──妖刕の静せい刃じ。

（──まだ直接の恨うらみは無いが、妖刕の静刃が殺とらせてもらうぜ。遠とお山やまキンジ）

　遠山に関する詳細なデータをくれた魔女連隊レギメント・ヘクセが、最後に渡してくれた遠山の写真は……やや根暗そうな、この時代では本当に同い年ぐらいの、男子高校生の……ちょっと意外なほどに、ただの少年の写真だった。




　遠山は、未来に於おいてアリスベルと貘ばくの命を狙ねらった宿敵だ。

　そのアリスベルと貘を守る俺も、遠山から見れば敵の味方、すなわち敵。鵺ぬゑの話を鵜う吞のみにするなら、殺しても甦よみがえる遠山は今回の暗殺劇の報復として俺の命も狙ってくるだろう。

　さらに本人は知らないらしいが、遠山は何らかの不連続体を持っている。つまり、俺たちと同じ不連続体に関かかわる、歴史の樹木を歪ゆがめる金環のような男なのだ。

　それがこれ以上藍ラン幇パンにヘタな影えい響きようを与えないよう動きを封じ、警告しておかねばならない。俺とアリスベルの存在が、歴史に脅おびやかされないようにするために。

　それらの複雑な条件を、腹の中で復習しながら──

　俺は魔女連隊が用意したユーロコプター社のＥＣ１４５……ドクターヘリに偽ぎ装そうしたヘリでブリュッセルの聖カトリーヌ病院まで移動していく。

　初めて乗ったヘリとは、離陸時には揺れるし、ローター音がひたすらうるさいものだった。だが上がってしまえばほぼ揺れる事もなく、ヘッドセット越しになら会話もできた。なので俺は同乗していたパトラやリサと、機内で作戦の復習をしながら空路を行く。

　その間に空から眺ながめた夜の西ヨーロッパ……平へい坦たんな土地に並ぶ、街道を縁取るオレンジ色の街灯はキレイだった。日本じゃ街灯は白と相場が決まってるから、異国情緒が感じられるよ。

　そして何より、やはりヘリは速さが折り紙付きだった。地形や道、渋じゆう滞たいなんかを気にせず、一直線に目的地へ飛んでいき──

　ヘリは30分やそこらで見えてきた、小都市へと降下していく。

　お伽とぎ話ばなしに出てくるような中世ヨーロッパの面おも影かげを色濃く残す、装飾的な建物が密集している町。

　あまりに小さく、すぐ着いたので意外だったが、そこがブリュッセルだ。

（イメージよりずっと狭いんだな、ＥＵってのは……）

　ヘリポートから入った病院は、魔女連隊のシンパが経営している飛び地みたいな陣地。

　その駐車場ではトラックに偽装した兵員輸送車が待機しており、ルクセンブルク側から潜入してきたナチの魔女たちとも合流できた。

　病院の手術室では、エジプト魔女のパトラがカツェに何やら化粧をしてもらって……全くの別人の姿になって、出てきた。

　元々はそれこそクレオパトラみたいな見た目だったのに、今度はジャンヌ・ダルクみたいな外見になっている。

　聞けばそれが遠とお山やまの仲間にいるジャンヌという異能女の姿らしく、パトラはそいつに化けて遠山をおびき出すのだ。俺おれの所まで。

　リサには魔女連隊レギメント・ヘクセから、夜戦迷彩を施ほどこされたパンツァー・ファウスト──使い捨ての対戦車砲が与えられた。

　リサはこれで遠山たちの宿泊するホテルを奇き襲しゆうし、敵を混乱に陥おとしいれて、遠山と戦う俺の所に敵の救援が来ないようにする係。

　合計14kgの砲弾と発射筒はメイドのリサにとって担かつぐ事すら大変そうだったが……

　暗殺部隊の準備は、これで全すべて整った事になる。

　そしてこれが最後の食事にならないよう軽く祈りながら、支給された硬くて甘いワッフルを食べ……

　ジャンヌに化けたパトラと、大型の医療器具に偽ぎ装そうした大砲をカートに載せて引っ張るリサ、そして黒套コクド姿の俺が、病院を徒歩で出た。

　密集した建物が壁かべになっているブリュッセルでは、路地は言うほど寒くない。

　だが石いし畳だたみの道は暗く、妖よう刕とうが『Night Vision LV1』で、俺の目に軽い暗視を掛けた。

　デュッセルドルフもそうだったが、ブリュッセルも……日本とは違い、夜の路地を隅々まで煌こう々こうと街灯で照らしたりはしない。

　これは欧米人の価値観、自己責任論が前提になっているからだそうだ。

　ここでは夜道を歩いて暴漢に襲おそわれたりしても、日本みたいに『道が暗かったせいだ』などと役所が訴えられたりはしない。夜に出歩く方が愚おろかなのだ、と、自分の責任にされる。

　この暗さも、黒ずくめの俺には有利だ。よっぽど近付いても、遠山は俺の接近に気づかないだろう。出てこい、遠山。女に騙だまされ、この暗い路地へ。

　こっちにとっては生憎あいにくの月夜だが──遠山、お前の味方はあの月だけだ。




　俺たちは遠山の潜伏する小さなホテルの近くまで歩き、日本とは色味の違う歩行者用信号の横でアイコンタクトを交わす。

　そしてまずは、変装したパトラがホテルへ入っていくのを見送った。

　交差点を曲がった陰にある路面電車の停留所へ、とりあえず俺とリサは引っ込み──

「……始まったな」

　日本語を喋しやべれるリサに、そう語りかけたが……

　リサは緊張しているのか、一言も喋らない。目も合わせない。

　前から黒套と妖刕を身に纏まとった俺の姿にビビっている感じはあったんだが、何やら様子が変だ。戦闘タイプの異能には見えないから、怖おじ気づいてるのかもな。

「……」

　万が一にも脱走者が出ないよう、俺おれたち３人はそれぞれを見張り合う事にもなっている。

　パトラが俺の戦果確認をし、俺がリサの戦果確認をし、リサがパトラの戦果確認をする。

　とはいえ現実問題それぞれ散開するのだから、ベッタリくっついて見張る事はできない。

　見張れるのは、この辺までだ。

　念のため、セーラからパクった冥メイ眼ガンでリサを視みると……出た。

『今夜中に死亡する可能性：68％』というパーセンテージが、表示ガイドの片隅に。

　あまりハッキリしない確率だが、まあ、死ぬかもな。リサは。

　強力な魔女を何人も肉にく薄はくさせると勘かん付づかれるから、という理由での人選と聞かされたが……こんな弱そうな女に、爆弾１発だけ持たせて敵のアジトを襲しゆう撃げきさせようってんだから。

　パトラや俺へのサポートがしっかりしてた割に、眷属グレナダはリサの扱いが雑だ。かわいそうだが、死んでもいい捨て駒ごまみたいな存在として扱われてるのかもしれない。

　それがちょっと哀あわれになったのと、どうせ死ぬっぽい事も分かってしまったので──

「じゃあ、俺は所定のポイントに行く。お前は大戦果を挙げたりしようと思わなくていいから、敵の追っ手を足止めだけしろ。戦果確認はしない。俺は……実は、そんなに長くは異能の力を使い続けられないんだ。遠とお山やまとの戦いで手間取ると、お前の戦果を確認しに行くほどの余裕がなくなる。そこで敵に捕まったりするのはゴメンだからな」

　少しでも生還できる可能性を高めてやろうと、その辺の事を正直に教えてやった。

　その話は、リサがこっちを向いて聞いていたので──

「──戦果報告では適当に口裏を合わせてやるから。後で連絡を取り合って合流しよう。通信トラブルの場合は、この停留所に戻れ。武運を祈る」

　俺は計画をおさらいする形でそう言い残し、遠山を待ち伏せする街角へと向かう事にした。




　ブリュッセルでは防寒のため、煉れん瓦が家やがピッタリと左右の壁かべをくっつけて建てられている。

　境界線を分かりやすくするためか各戸が個別の濁だく色しよくで塗り分けられた家々はそれそのものが長大な壁を構成し、その壁が道の左右を塞ふさいでいる。言わば、迷路のような構造だ。

　家は美しく、絵本の中にいるような気にさせられるが……

　道は不衛生で、ゴミや古新聞が散見される。ヨーロッパ人は日本人ほどキレイ好きじゃないんだな。

　その道の、どん詰まり……

　迷路で言えば、間違った道の果てにある行き止まり。

　ここが、遠山を襲おそうポイントだ。

　そこはもうすぐ取り壊される予定らしい古い劇場の裏で、場末感のあるヘタなオペラが漏もれ聞こえてきていた。音漏れはかなりのもので、上演中は多少騒いでも人が出てくるような事はないだろう。ここも予定通りだな。

　題目は、表示ガイドによれば『オペラ座の怪人The Phantom of the Opera』。

　それを視みた俺おれは、黒套コクドのフードの中で小さく吹き出す。

　お似合いのＢＧＭだぜ。

（──本物の怪人が、ここにいるんだからな）

　チャキッ──

　と、レイジングブルの撃鉄ハンマーを親指で起こす。

　ここは３方向を建物で出来た壁かべに塞ふさがれてるので、入口となる１方向だけを塞いでしまえば遠とお山やまに逃げ道は無くなる。

　灯あかりは、歴史の教科書にあるようなガス燈とうだ。デザインはレトロで洒落しやれてるが、電気灯とは比べものにならないほど暗い。それも、俺たちがここを選んだ理由の１つ。

「……」

　既すでにほぼ闇やみに溶け込んでいる、黒套姿の俺は──

　無言で準潜在能力開放セミオープンアクトを８％ぐらいまで高め、壁を軽く蹴けってガス燈の支柱にブラ下がる。

　そして鉄棒の要領で、横向きになっているその支柱の上に立った。

　高さは、５ｍチョイってところだ。よほどの観察力が無い限り、遠山は俺の下を素通りする。

　ヤツの集中力はジャンヌという美女に化けたパトラが削そぐから、そこも問題ないだろう。

　そして──

　しばらく待っていると、聞こえてきた。

　２人の足音。

　これはパトラと遠山のものだ。

　目標方ターゲツト向指示ロケーターも、視えてくる。バーミリオンの瞳ひとみも、もう臨戦態勢って事だな。

　今こそが、遠山にとっての『必殺の時刻リーサル・アワー』。

　──俺の出番だ。

「オペラ座って、ガルニエ宮以外でも名乗っていいもんなんだな」

「歌劇場は全すべて、オペラ座だ」

「ああ、そういえばパリでも教わったなそれ」

　ジャンヌに化けたパトラと、遠山による、日本語の会話……

　初めて聞く遠山の声は、やはり普通の男子高校生の声だった。

　闇の中、角を曲がってきたパトラが──

　スプリング式のワイヤーアンカーを真上へ射出し、俺とアイコンタクトを交わしながらすぐ煉れん瓦が家やの屋上へと上がっていく。その体からは微細な砂で施ほどこした変装の化粧が剝はがれていき、道に散っていった。

　そして、

「……ジャンヌ？」

　遠とお山やまが姿を現した。連れの女が急に消えたもんで、キョロキョロと辺りを見回しながら。

　そして全く俺おれに気づく事もなく、真下を通過してしまう。

　拍子抜けしちまうな。こうも簡単に、思った通りの動きをしてもらえてしまうと。

　──　歌を与えた　翼を与えた　そのお返しが　裏切りだというのかI gave you my music made your song take wing and now how you've repaid me denied me and betrayed me　──

　──ドウッ！　ギィンンンンンッ！

　劇場から漏もれ聞こえてくる音に銃声を紛まぎれさせるようにして、俺は……

　遠山の足あし下もとに、ホローポイント弾を撃ち込んでやった。

「……ッ！」

　遠山が、立ち止まる。

　そうだ、そこで止まれ。それ以上、俺から離れるな。

　銃でご挨あい拶さつしてやったが、それはあくまで足止め。俺の距離──刀の距離から、離れるな。

　遠山は石いし畳だたみを砕いた弾丸を見下ろし、異常事態に気づいている。

　だが一いち目もく散さんに逃げるような事はしないな。

　まるで、驚おどろいて足が竦すくんだかのようにも見える。

（……？）

　どうした、遠山。

　お前は眷属グレナダの皆が怖おそれる、『呪いの男フルヒマン』なんだろう？

　ビビったフリなんか、しなくていい。

　来いよ。

「……」

　背中の妖よう刕とうたちが、喜んでいる。『久々に戦える』と。

　妖刕の刕は、かたなみっつ。その１つこと俺も、好むと好まざるとを問わず──凶暴性が、増してきている。まるで、乗っ取られていくかのように。

　聞こえてくる。腹の底から。妖刕の声が。

　──『殺せ』と。

「……っ……」

　上から撃たれた事は銃声や着弾点の様子で分かったらしく、遠山が……

　ゆっくり振り返り、こっちを見上げてきた。

　俺の姿を確かめた遠山と、目が合う。

　俺の右みぎ眼めが赤く光っている事に、眉まゆを寄せている。それでこっちがただの人間ではない事を認識したらしく、

「……眷属の……尖せん兵ぺいか。誰だれだ」

　そう、声をかけてきた。

「誰だれでもない」

　今や妖よう刕とうとなった俺おれは、喋しやべり方も普段と変わっている。

　普段より厳いかめしい、威い嚇かくするような声だ。

「お前……こじらせてるな。中二病ってやつだろ、そのカッコ。理り子こ語ごで言うところの」

　対する遠とお山やまは、どこかふざけたような調子で言葉を返してきた。

「峰みね理子はここにはいないハズだ」

　遠山は今や、孤立無援。リストにあった一流の仲間たちは皆、日本にいる。

　そのぐらいの下調べは、とっくに済んでるんだ。

「バカでかい銃を使いやがって。しかもホローポイント弾か。黙認はできないな。帯たい銃じゆうの免許か許可証を出せ」

　そのくせ、引き続き遠山の口調は俺をバカにするようなものだ。虚勢を張ってるのか？

　そして、妖刕が──

　示し始めた。言っても言っても直らない、殺人表示を。

　遠山を殺す攻め方、斬きり方や撃ち方が……

　65通り……？

　多いな。多すぎる。

　隙すきだらけだぞ、遠山キンジ。どうしてこんなに……

「下らない話で、あまり怒らせるな。もう視みえてるんだぜ」

　……小さく見えるんだ。お前は。

「視えてる……？　何がだ」

「多すぎて困るぜ。１００％が65通りもある」

「だから、何が視えてるんだ」

「お前の殺し方だ」

　と、俺は教えてやる。半ば、呆あきれながら。

　１秒後には殺せてしまう遠山を見下ろす俺は、溜ため息いき交じりに空を視る。光量は少なくない。完全な闇やみ夜よってワケにはいかないか。そこはツイてたな、遠山よ。

「──いい月だな。お前の最さい期ごの月になる。よく見ておけ」

　だが、逃がさない。

　想像してたよりお喋りなヤツだが、俺はお前と駄だ弁べりにここへ来たんじゃない。

　殺しにきたんだ。仕事として、そして、運命の調整としてな。

　銃撃戦になる確率を下げるためにと、こっちの銃の方が遠山のものより強力である事はもう示したので……俺は、レイジングブルをヒップホルスターに収める。

　そして、この必殺の距離で──

　──背にした妖刕に、右、左。手を掛けた。

　バーミリオンの瞳ひとみで再び見下ろせば、やはり遠とお山やまは……殺せる。殺せてしまうと、分かる。つまらないほどに、容た易やすく。

　……弱い。

　だがそれはきっと、そう見せているだけだ。コイツは欺あざむいている。

　ただの高校生のような素振りで、隠しているんだ。実力を。

　だったら、その化けの皮を剝はいでやる。

「言葉なんかいくら交わしたって、たかが知れてるぜ。どうせ交わすなら、こいつだろ」

　俺おれは妖よう刕とう的な物言いで、『斬きり合おうぜ』と要求しつつ──

　鯉こい口ぐちを切る。

　潜在能力開放オープンアクトが始まり、視界内で残り時間のカウンター表示が回り始める。

「まずは50％ぐらいで相手してやるぜ。３分だ」

「何が……３分なんだッ」

　事ここに至って、遠山は慌あわてている。

「３分後、お前はもう、死んでいる」

　ズラリ、と、闇やみに月光を弾はじく双刀を抜く。

　メキッ……バキ、バキッ……ッ……！

　俺の体から、筋きん繊せん維いが圧縮される音が鳴り始める。潜在能力開放……30％……40％……50％。

　小手調べには十分すぎるぐらいの力が、全身に籠こもる。

『……Prana defender emanation防性式気力場放出……Strength / unit area +1強度・第１段階……』

　妖刕の声が頭の中に響ひびき、黒套コクドから陽炎かげろうのような赤黒い力場が放出され始める。

「今夜お前は、地獄で眠る」

　自分が言ったのか、妖刕が言ったのか、もう判然としないな。だが言ったのは俺の声だ。俺が、妖刕なんだ。今や。

　かつて早乙女さおとめ刹せつ那ながやったのを真ま似ねて、俺は刀を握った右手の親指で喉のど笛ぶえをカッ切る仕草を見せる。そして、鈍にび色いろに光る双刀を鋏はさみのように──Ｘ字に、構えた。

（──行くぜ）

　こっちが飛びかかろうとした瞬しゆん間かん、尻しり込ごみしていた遠山が──

　アクビが出るほどトロい動作で、拳けん銃じゆうを抜いた。魔女連隊レギメント・ヘクセの資料にあった通りのベレッタを。

　そして甘い狙ねらいで、バスッ！　と、撃ってきた。

　俺は表示ガイド通り軽く右刀を傾けて、飛来した９mm弾を鍔つばで殴なぐる。弾丸を下に跳はね返し、足あし下もとのガス燈とうを割るために。

　パリンッ──という音と共に、狙い通り周囲は一気に暗くなる。残るは、月明かりだけだ。

　ほぼ暗闇になった足下から、連なる銃声と共に遠山が銃を連射してきた。

　そのマズルフラッシュを頼りに、後退しようとしているようだ。

　ボスボスボスッ、という着弾を全すべて黒套コクドが防ぎきる中……

「……？」

　妖よう刕とうが、表示ガイドをしてきた。俺おれが懸け念ねんしたのと同じ表示を。

　初弾もそうだったが、この銃撃もヘタだ。ヘタすぎる。

　魔女連隊レギメント・ヘクセの資料によれば──遠とお山やまは、銃の名手のハズ。

　だから拳けん銃じゆう戦せんは何としても避けろ、と書いてあったのに……

　全く、その凄すご味みを感じないのだ。

　それを見て取った妖刕が俺に視みせた表示は──

『──Doubleニセモノ?──』

　……マズい。マズいぞ。その可能性がある。

　最初に視えた、65通りもの推すい奨しよう攻撃コース。今の銃撃。

　一般人以上に銃を使えてはいるが、使えるのと上う手まいのとは違う。

　しかも、遠山は今……逃げようとしている。目標方ターゲツト向指示ロケーターによれば、何の工夫もなく、来た道を。

　先回りして、確かめないと。コイツが本物か偽にせ者ものか。

　俺はガス燈とうを蹴けって、遠山の逃げ道を塞ふさぐような位置へと飛び降りる。

　そんな当然の動きにすら、遠山は驚おどろいたような顔をしている。

「──炸サク牙ガ」
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　何にせよ、今お前を逃がすワケにはいかない。

　──ズアッッッッッッ！──

　俺は横よこ薙なぎに妖刕を超音速で振るい、遠山を行き止まりの方向へと押しやるための衝しよう撃げき波はを軽く撃ち出してやった。すると遠山は声を上げる事すらできず、押しやられるどころか……

　吹っ飛んでいった。扇形にめくり上げられ、飛び散った石いし畳だたみの破片と共に。

　その辺りで、疑念は確信に変わる。変わって、しまう。

　……影武者だ。

　摑つかまされた。

　その確認をすべく、俺は割れた石畳を踏み歩いてニセ遠山に迫る。

　影武者に炸牙をぶつけたのは過か剰じよう攻撃だったかもしれないが、これは距離さえ開いていればただ吹き飛ばされるだけの技だ。

「安心しろ。炸牙は距離さえ開いてりゃハエも死なねえ技さ」

　その辺の事を妖刕口調で説明してやりつつ、ニセ遠山が隠し持った小型煙幕発生器を使って逃げようとしているらしい事が表示されたので、

「──煙幕なんか張ったところで、お前が動きにくくなるだけだぞ」

　一応、先読みした事を教えてやる。

　こっちには目標方ターゲツト向指示ロケーターもあるからな。何をしようとしているか、どこへ行こうとしてるか、大体分かるんだ。

「……」

　ニセ遠とお山やまは、黙っている。とはいえ、まだ反抗的な目つきでこっちを見てるな。

　俺おれは倒れたニセモノを軽く──とはいっても、常人の25倍の脚きやく力りよくで──蹴けり上げて、Ｘ字に構えた妖よう刕とうの峰みねにその顎あごを引っ掛けて吊つるす。

　ニセ遠山の顔を、至近距離から確認するために。

　この首吊つり技、表示ガイドによれば名前は──

「──刃バチ鋏ヨウ樹ジユ。逃げようとして刃ヤイバァ摑つかんだら、指がボトボト落ちるぜ。妖刕は剃カミ刀ソリより鋭いからな」

　そう脅おどしてニセモノが逃げられないようにした上で、ジックリ見るが……

　もらった写真と、そっくりだ。姿形をここまで瓜うり二ふたつにできるとはな。だがそれはこっちのパトラもジャンヌに化けた際にやった事だ。

（偽にせ者ものを使って、偽者を釣つらされた、って事か。因果応報だな……チクショウ）

　かつて居鳳いのうでは、ビビもアリスベルの姿に化けてキリコを欺あざむいた事がある。

　異能にとって外見を似せるのは、さほど難しい事じゃないのだ。

　なので、中身を確かめる必要がある。

　それには異能の力が必要だ。妖よう刕とうに訊きこう。妖刕は原則、戦闘に係かかわる切り口で物を考える習性があるので……

（コイツをこのまま絞め上げたら、死ぬか？）

　俺おれは頭の中で、そう妖刕に問いかける。

　すると妖刕はすぐ──

『Yes是, certainly間違いありません』

　俺の頭に響ひびく声で、そう返してきた。

　遠とお山やまは死なない男のハズだ。

　それが、ただ首を吊つらせただけで死ぬというのか。

（今のコイツが３年後、アリスベルや貘ばくを圧倒できるような男になるか？）

『No否, now he doesn't look up to it今の彼からその才能は感じられません』

　２度目の確認の問いにも、そう応こたえてくる。

（全く感じられないのか。可能性は１％も無いのか）

『0 parcent０％です』

　再々確認にも、キッパリそう答えてきた。

　セーラからパクった冥メイ眼ガンも、この哀あわれな影武者に『今月中に死ぬ可能性：１００％』という表示をしてくる。死なない男のハズの、遠山に。

　──４重にも確認が取れてしまった。

　コイツは、ニセモノだッ……！

　俺が歯は嚙がみした時、確認に時間を使いすぎたか──リリッ、リリッ、リリッ──妖刕の鍔つばが、断絶警報インデイケーターを鳴らし始めた。

　ここまでだ。

　俺は、俺たち眷属グレナダは、失敗した。

　遠山の一味はこの暗殺計画を先読みして、影武者を摑つかませたんだ。

　向こうは……

　あのシスター・メーヤあたりが、俺たちが不連続体だと勘かん付づいたのかもしれない。

　そしてここで俺に影武者を殺させて、自然の自己修復力を使ってこっちの命に影えい響きようを及ぼす作戦を立てたのかもしれない。

　自然は、俺たちの予想や理解を超えた動きを仕掛けてくる。

　存そん在ざい劣れつ化か症しよう候こう群ぐんや復元力で命を脅おびやかされている今、自然の自己修復力にまでおかしな影響を与えられたら……いよいよ、致命傷になりかねないぞ。

「……影武者ってヤツか。よく似ちゃいるが、遠山の狂った強さまでは似せられなかったみたいだな」

　妖刕でいられる時間も残り少ない俺は、影武者を地面に落とす。

　とはいえ、このニセモノは遠とお山やまへのメッセンジャーぐらいには使えるだろう。

　途中からそのつもりで、いろんな技を見せてやっているんだ。少し痛めつけすぎたぐらいにな。コイツは俺おれの超常の戦闘力を遠山に必ず伝えるだろう。

「なぜ……遠山を狙ねらうんだッ……」

　放されたニセ遠山は、もう自分が偽にせ者ものだと認めながら後ずさる。

「自衛のためだ。ヤツは俺たちの命を狙ってるんでな。今殺しておけば、後で殺しやすくなる」

　妖よう刕とうは乱暴な話をしたがるので、つい未来に係かかわる話をしてしまったが──

　本物の遠山も、今そんな話を伝えられても意味不明だろうな。

　ただ、殺す殺さないの話で俺を警戒させるメリットはある。というのも、

「本物の遠山キンジに伝えておけ──『もう、なにもするな』と。特に、藍ラン幇パンには決して関かかわらせるな」

　俺にとって、この警告が重要だからだ。

　遠山が藍幇に与える影えい響きようは、俺とアリスベルの存そん在ざい劣れつ化か症しよう候こう群ぐんに関わる。

　しかし、遠山が藍幇に何をすると俺とアリスベルがどう影響を受けるのかが分からない。

　風が吹けば桶おけ屋やが儲もうかる、その因果関係は複雑すぎて読み切れないのだ。

　だから、『なにもするな』の警告が必要だ。

　ニセ遠山、それをキッチリと本物に伝えるんだぞ。

　……リリッリリッリリッ……

　妖刕があと30秒を切った音を上げるので、俺は──

　この辺りで刀を鞘さやに収め、潜在能力開放オープンアクトを準セミに切り替える。

　最後に、さっき視みえてしまった哀あわれな事実を……

　宣告しといてやるか。

「──本物に早く伝えるんだぞ、偽遠山。お前ももうすぐ死ぬみたいだからな」

「俺が……もうすぐ、死ぬだって……？　呪のろいでも掛けたつもりか？」

　ニセ遠山は眉まゆを寄せて、いかにも異能のシロウトらしいセリフを返してくる。

「違う。表示ガイドが──死相が出てるのさ。今月、お前は死ぬ。１００％、絶対にな。まあ、身辺整理でもしとくんだな」

　そう言って、俺は影武者に背を向けたまま来た道を戻る……

　戻る、しかない。闇やみの中へ。

「……何者なんだ、お前は……」

　少し遠い偽者の声に、

「──ただの高校生だ。ちょっと変わった、荒っぽい学校のな」

　帰りたい場所、居鳳いのう高──２０１３年への郷きよう愁しゆうを込めて、そう言い残しながら。




　俺おれはブリュッセルの薄うす暗ぐらい路地に出て、まずは同じ暗殺部隊のリサに連絡を取ろうとする。

　俺の携帯は日本の携帯なので、まずはナンバー『０』を長押しして『＋』を表示し、リサが契約しているオランダの通信会社の国番号『３１』、携帯を意味する『６』、それから電話番号を……と、教わった通りに電話をかけたのだが、繫つながらない。

　ドイツ語と英語を混ぜたような言語──オランダ語のアナウンスが流れ、妖よう刕とうが『あなたがかけた番号は、現在利用できません』と予想で字幕を表示した。どうしたんだ、リサ。携帯が破壊されるような事態に陥おちいったのか。

　一いつ旦たんさっきの路面電車の停留所にも戻るが、リサの姿は無い。

（……死んだのか？　冥メイ眼ガンも、３分の２ぐらいの確率で死ぬって表示をしてたが……）

　そんな事を考えながら、誰だれもいない深夜の停留所に１人で立っていると──言いようのない、不安に苛さいなまれる。

　俺たちは影武者を使われ、ハメられてたんだ。

　敵はこれを機に、あのカイザーを使って１人１人こっちを暗殺している真っ最中だったりはしないだろうか。そうなると俺もここでグズグズしてない方がいいんじゃないだろうか。

　そんな事を考えながら、路面電車を何台か見送っていると──

　──携帯に、着信が。

　電話だ。相手は、パトラ。俺たち暗殺部隊のもう１人だ。

　その電話で聞かされた話は、ある意味、リサ戦死の報しらせよりも悪い報せだった。

　リサは、逃げたのだ。

　追っ手を食い止める攻撃はしたそうだが、そこで反撃を受け、深手を負い、ブリュッセルのどこかへ逃走したらしい。パトラはそれを知らなかったが、俺が戦果確認をしないと宣言し、監視の目が無くなったのに乗じて……！

　パトラはリサを追うと言って電話を切った。俺も、眷属グレナダの安全のためには追うべきだろう。

　だがこの迷路みたいな街でリサを追いかけたって、俺が捕まえられるワケがない。

　それに何より、俺が十全に戦える時間はあと30秒もないのだ。

　手負いとはいえ、貘ばくや鵺ぬゑに匹ひつ敵てきする戦闘力を隠している疑いのあるリサと戦う事は……現実問題、できない。ここには師団デイーンの網も張られてるかもしれない。それでリサや敵に殺されたら元も子もないぞ。

　俺は本物の遠とお山やまキンジと違って、死から易やす々やすと甦よみがえる事はできないんだ。鵺と戦った時には落雷の電気ショックで生き返っちゃいるが、あれはマグレみたいなもんだからな。

　それに……

　俺には眷属の一味として脱走兵狩がりをする義理はあるかもしれないが、義務は無い。

　俺が金で依頼されたのは、遠山の暗殺だ。それ以外の事を積極的にしなかったからといって、罪に問われる道理は無いだろう。眷属グレナダの内部問題に首を突っ込まず、ここは、退ひくんだ。




　俺おれたちの遠とお山やまキンジ暗殺計画は──失敗に終わった。

　俺はニセモノを摑つかまされ、警告を吹き込むにとどまった。

　リサによる攻撃で敵は根城を１つ失ったが、当のリサが脱走するという大失態を演じている。

　ただ、魔女連隊レギメント・ヘクセのエースことカツェはその混乱の中でも器用に戦果を挙げていた。師団デイーンの女を１人、人ひと質じちに取ってきたらしい。パトラが化けた相手の、ジャンヌという女を。

　また、シュタインブリンク村でカイザーの一味を蹴け散ちらした俺がベルギーに姿を現した事で、師団はパニックに陥おちいり……ブリュッセルから、北のオランダ方面へと敗走したらしい。ここは俺の手柄として、イヴィリタ長官も評価してくれたよ。

　ブリュッセル攻勢をチーム全体で見ると、前線を押し上げたという点で勝利したとは言える。

　だが、俺は言わば１失点の１得点。

　傭よう兵へい契約を打ち切られるような事にはならなかったが、眷属としても次の試合──作戦に、すぐまた使うという安易な判断はしないだろう。

　ノイエ・アーネンエルベ城に帰還するワーゲンバスの中で、その辺の話を聞いていると……俺は次第に意識が遠のき、体から力が抜けていくのを感じた。

　この奇妙な体調不良は、明らかに──妖よう刕とうを使った疲労に、遠山を討ち損ねた事で悪化した存そん在ざい劣れつ化か症しよう候こう群ぐんが重なったものだ。

　そして俺は城に運び込まれ、救護室で魔女連隊の看護を受けながら失神してしまっている。

　斬きっても撃っても傷つかない、ケムリのような遠山キンジの悪夢に魘うなされて……

　……目を覚ますと、城の自室で……

　ボンヤリと、貘ばくの顔が見えた。

　どのくらい寝ていたのだろう。

　モーレツな腹の空すき具合から見て、１日半は倒れていた感じだな。

「……貘……」

　俺の声に、窓越しの冬の陽光の中……書類を読んでいた貘が振り向く。

「──よかった。意識を取り戻したか、静せい刃じ。済まなかったな。一時はどうなる事かと思ったぞ。アリスベルなどは、昨晩は泣いて泣いて……」

「……俺の方こそ……済まなかった。聞いてると思うが、しくじった……って、おいッ……」

　体を起こしながら喋しやべる途中で、俺は貘のほとんど付け根まで丸出しの美び脚きやくに別の意味で失神しそうになってしまう。

　視界がハッキリしてきて分かったが、貘は純白のナース服姿でいたのだ。

　しかもなんでか、下着の形がハッキリ浮き出ちゃってるぐらい超タイトで、浅いスリットの入った超ミニスカートのいけないナース服で。半はん袖そでのブラウスも、枕まくら元もとの妖刕曰いわく──93cmＧカップの胸を袋のようにピッチリ包んでいる。

　ナース服がボディースーツのようにピッタリしてるから分かるが、ウェスト、ほっそ……！

　なんちゅう女優体型だよ、貘ばく。相変わらず、スタイルが完かん璧ぺきすぎる。
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「看護服のことか？　この方が看病するのに動きやすいから魔女連隊レギメント・ヘクセに借りたのだ」

　俺おれに脚あし・胸・腰を見られているのに気づいた貘は、自分の体に手をあてがうようにして──

　少年をからかうお姉さんのように、というかそれそのものの流し目をくれてしまう。

　ある意味で元気になれた俺が、やれやれとベッドの上に座ると……

「静せい刃じ。お前が昏こん倒とうしている間、戦況が動いたぞ。これはその報告書だ」

　貘は英語が書かれた紙を手の甲で軽く叩たたき、洋室に似合うサファイア色の瞳ひとみを向けてきた。

「どうなった。俺のせいで遠とお山やまが動いて、不利になったりはしてないか」

　仲間に迷惑をかけてないか不安だった俺は、毛布の上に掛けられていた黒套コクドを少し引き寄せながら尋たずねる。

　すると貘は、済まなそうにしている俺に微笑を返してきた。

「静刃。お前は大人数同士で行う『戦いくさ』の知識が少ないな。戦に於おいて『攻める』という事は、それだけで価値があるものなのだぞ。だからまずは、顔を上げろ」

「……？」

「お前は確かに勝って帰ってきたわけではないが、戦は全局面で全戦全勝せずともよい。攻め立てれば、少なくとも敵は応戦するための戦力を割さくことになる。敵に余計な武器弾薬・食しよく糧りよう、資源、稼か働どうの消しよう耗もうを強しいて、貴重な時間を失わせる事ができるのだ。そして必ず、それまでの敵の予定は狂う。慌あわてて書き換えられた予定──作戦は、大たい抵てい、穴だらけ。つまり攻撃は次の攻撃への大きな足がかりになるのだよ」

　人生訓のように語る貘ばくの口調は、俺おれを慰なぐさめる感じではない。逆に称たたえるような感じに加えて、何か言いたいネタの前フリをしてるようなムードだ。

「だから、戦う事には常に意味がある。ゲームやスポーツと違い、実戦とは、勝てずとも必ず意味があるものなのだ。何より、こちらに実戦の情報や経験値が残る。それも人づてに聞いたものではなく、実体験した、忘れ得ぬものだ」

　もったいつける癖くせのある貘に、俺が「早く主しゆ旨しを言えよ」的な目を向けると──

　貘は、

「本物の遠とお山やまキンジが、敵の師団デイーンを裏切って逃亡したぞ」

　そんな報告を、してきた。

「これは、お前がニセモノを痛めつけ、警告をした戦果だ。今まで遠山に悩まされ続けてきた眷属グレナダにとって、師団の本隊と遠山を分断できたのは大きな戦果と言える。これはイヴィリタがお前にくれた騎士鉄十字章だ。記念にもらっておけ」

　そう言われて渡された、小さな木箱には……

　真ん中に思いっきり逆ぎやく卍まんじマークが入った、十字形の勲くん章しようが入っていた。

　超いらん。どうせなら金一封が良かったね。

「お褒ほめに与あずかって光栄だがな、本物の遠山はまだ生きてるんだろ」

　勲章をサイドテーブルに放って、代わりに妖よう刕とうを摑つかみ、ベッドを下りようとすると──

「もう追い詰めたも同然だ。今や遠山はリサ同様、師団・眷属の両方から追われる身。行方ゆくえは分からないが、孤立無援となっている。静せい刃じ。お前は十分、役目を果たした。ゆっくり休め」

　貘が俺を宥なだめるように止め、

「──そうですよ静刃君。今の静刃君の仕事は、休む事です。パトラの星占いによれば、遠山キンジは『広いところへ』逃げている。となれば次は長距離選手の私にお声がかかるでしょうから、朗ろう報ほうを待っていてください」

　アリスベルの女子アナみたいにキレイな声が聞こえたので、そっちに振り向くと、

「……アリスベルっ……」

　こっちもこっちで、貘同様にパッツンパッツンのナース服を着てる。

　貘には一歩及ばないものの88cmＤの胸が、袋みたいなブラウスのおかげでハッキリ分かる。しかもそのスカートが、同じく、超、ミニっ……！

　リンゴを持って寝室に入ってきて、イスに座った動作でチラッとイチゴが見えたぞっ。

　いや、これはその、見ようと思って見たわけじゃないんだ。でも『チャンス→』とか妖刕が表示するから、何カナーって思って見たら見えて、その……！

「いま、おリンゴを剝むいてあげますからね。お腹なかが空すいているでしょう」

「……ッ……ッ……！」

　俺おれが目を覚ました事が嬉うれしいのか、アリスベルはツリ気味の目をニコニコと微笑ほほえませているが──存そん在ざい劣れつ化か症しよう候こう群ぐんで耳がエラーを起こしたか、いま一いつ瞬しゆん「おイチゴを剝いてあげます」と聞き間違えてマジで焦あせった。

　フルーツナイフでリンゴの皮を剝き始めたアリスベルに、

「……っていうかお前ら、何なんだよその衣装は……」

　やはり体調が戻りきってないらしい俺は改めて横になりながらクレームする。

　うわ。横になったら俺の目の位置が下がったせいで、スカート内のイチゴ畑がバッチリ見えちゃったよ。

　いや、ちょっとそうなるかもなと思って横になった事も絶対無いとは言い切れないんだが、こんなに上う手まくいくとはな。広い窓から差し込む日光が、奇跡の角度で畑をライトアップしてくれちゃってるよ。

　そんな自分の様子に気づかないままリンゴを切ったアリスベルは、

「病人扱いが気に入らなかったですか？　でも、クエスと貘ばくが『男子はこの衣装で看護すると治りが早い』と言うので」

　ブラウスの胸元を少し引っ張り上げ、ちょっと頰ほおを赤らめている。そっちじゃないのに。

　そんな中、貘は──

「ふむ……クロケットマダラが呼んでいるようだ。私は失礼しよう」

　窓から見える空を木の葉のように舞う渡り蝶ちようを見て、謎なぞのニヤニヤ顔になって立ち上がった。

　そして寝室を出ると、リビングに置いていたロングコートを羽織って……渡り廊下へ出ると、自室の方へ去っていってしまった。そそくさと。

　それを見送ったアリスベルは、

「……また、この部屋に２人っきりですね」

　ほっぺを赤くしたまま、貘が座っていたベッドサイドの腰掛けへやってきた。

　そして、

「はい、アーンして下さい」

　小さなフォークで、８つ切りにしたリンゴの１つを俺に出してくれる。

　子供みたいで恥ずかしいものの、断るのも悪いので俺がそれを食べると──アリスベルは、ニコニコ。手負いの動物に餌え付づけしてるみたいな、優やさしい顔になってる。

「何か食べたいものはありますか？」

「ラーメンが食いたいね。餃子ギヨーザつきで」

「それはちょっと、ドイツで作るのはムリじゃないでしょうか……でも、確かに恋しいですよね。日本の食べ物」

　冷静なフリで、俺おれは苦笑いしているアリスベルとそんな会話を交わす。

　しかし、凄すごいな。アリスベルの胸。直視すると怒られそうだから見るとはなしに見てるんだが、やや小柄な身長から考えると相変わらず超高校生級だ。

　と、おリンゴの皿を見るそぶりでそんなとこばかり見ていたら、

「でも、このおリンゴの品種は『フジ』。日本原産の品種なんですよ。カツェさんに聞いたら、これはヨーロッパでも一番人気があって、たくさん栽さい培ばいされてるんだそうです」

　アリスベルはそう言いつつ、サイドテーブルに置いたおかわりのリンゴを取ろうと体を横に向けた。

　その角度でまた、横から見た胸がすんごい事になってたのだが──

　それはさておき、一方、アリスベルの背中。いま見えたけど、困ったことになってるぞ。

　このナース服のブラウスは背筋に沿うようにジッパーがあるのだが、そのジッパーが壊れているみたいだ。ブラウスの前面、すなわち胸の圧力で引っ張られたせいで、その辺りの高さがパックリ割れて開いてしまっている。

　開いている面積は大した事ないのだが、なんかタグみたいな小布の切れっ端も挟はさまって飛び出ている。

「おい、アリスベル。これ……」

　と、その無様な布を引っ張って取ろうとした俺の動作と──

　──くるり、と振り返ったアリスベルの動作が、たまたま逆方向にシンクロする。

　すると、しゅるっ。

「うひゃぅっ!?」

　しゅるるんっ。すっぽんっ。

　くすぐったそうな声を上げ、ゾクゾクッ、と震ふるえたアリスベルの回転力のせいで、何らかの布が……背中に開いたジッパーの割れ目から、抜き取られて出てきた。俺の、手元に。

「……？　……っ……ッ……！」

「……ッ……！」

　２人して絶句してしまう事に──

　こ、今度は上のイチゴ畑が！

　アリスベルの胸から外れて、俺の手から、垂れ下がっている！　魔法のようにッ、今っ！

（こ、これは……ブ……ブラ……ブラ……ッ……っ！）

　妖よう刕とうの解説によれば──

　まず着替えの際、アリスベルはこの下着を身につけた。

　その上から、このキツいブラウスを着た。上半身を締め付ける感じで。

　それによりブラウスがコルセットの役割を果たし、アリスベルの体はキュッと細く締まり、ブラの背中側に弛たわみが生じてしまった。

　その弛みのせいで、ブラジャーの──背中側のバンドを留めていたホックが、外れた。

　壊れたジッパーの割れ目から飛び出ていたのは、そのバンドの端っこ。

　──という事……らしい、ぜッ……！　いつも理路整然としてんね表示ガイドさんはッ……！

　つまり、いま俺おれが手から小お田だ原わら提灯ちようちんよろしくブラ下げている物体は、ブラ。さっき見えたというか見た下の下着と同じイチゴ柄だし、形状的にも間違いなくそう見える。

　今の今までアリスベルの生なま胸むねに密着していた、生あったかい──いわゆる、生ブラ……ッ！

「～～～～～～～～ッ～～～～～ッ！」

　ぶわぁあぁあぁああぁ……と、一気に顔を赤くして、形状を保持するものが無くなったので若じやつ干かんむにゅんと押し広げられた感のある胸を両手で押さえ──

　──アリスベルは涙ぐんだ目の上の眉まゆを、キッッッッッ！　とツリ上げてる……！

　その黒い瞳ひとみの中で、瞳どう孔こうがシュッと収縮したぞ。これは攻撃の前触れだッ。しかし図らずも確認済みだがアリスベルのスカート内に環かん剱けんは無い。何が来るッ!?

「あ、いや、これはその、違……」

　定型句と化しつつあるセリフをこっちが言い終わらない内に、

「　モ　ー　レ　ツ　っ　っ　っ　！　！　！　」

　──どんっ！

　ブラを持ったまま、俺は力士のぶちかましをくらったように真後ろに吹っ飛ばされる。

　そしてベッドの上空で３６０度ぐるんとひっくり返って、どしんっ、とケツから落ちた。

　これは久々に出た、アリスベルによる音の大砲。俺の吼コウ破ハと似て非なる技、音紋ソニツクだ！

「最近ちょっと気を許してたら……ッ、この下着ドロ！　また手て癖くせの悪さが出ましたね！」

　モーレツ！　モーレツ！　のコールと共に、俺は轟ごう音おんの張り手でベッドの上をトランポリンみたいに跳ちよう躍やくさせられる。ブラを持ったまま。

「ドロボー！　チカン！　ヘンタイ！　モーレツ！」

　ぼっかんぼっかん俺を転がしたアリスベルは、

「モーレツに返しなさいッ！」

　保持するものを失った胸を水袋みたいに揺らしつつベッドに上がってきて、がしいっ！

　俺が持っていたブラの端を鷲わしづかみにする。

　人は恐怖に怯おびえると縮こまる習性があり、その本能で俺は手を握ってしまって──

　びょいーん。の、伸びたッ！　上も伸びるもんだったのかッ、女子の下着ってもんは！

　懐なつかしの……というかパンツ綱つな引ひきは未来に起きる出来事なんだが、感覚的には久しぶりに俺とアリスベルはイチゴ柄の下着で綱引きを演じる。

　それを見たアリスベルは、またも俺が下着を離さないつもりなのだと勘かん違ちがいしたらしく──ぶわぁああぁぁ！　色白な肌はだを、耳や首まで真まっ赤かに染めていった。

「なななななんで欲しがるのですか！　静せい刃じ君はっ！　何に使おうというのですか！　そんな物をッ！」

「つ、つ、使うって、何にも──うおっ！」

　驚おどろきの声は、アリスベルが俺おれからブラを取り返すやいなやその場で跳とび上がったせいだ。

　植物の柄が描えがかれた美しい天井に、怒り心頭のツインテール少女が……超ミニスカートだという事も忘れて、片ヒザを大きく上げて舞う。

「──エッチ！」

　がすっ！

　22cmちょいの小さな足が、それを見上げる俺の顔面へと着地してくる。今回はヨーロッパという事で、室内靴ぐつを履はいたまま。

　それで視界を塞ふさがれた俺は、さらに、

「スケッチ!!　ワンタッチ[image: ]　ですッ[image: ]」

　えらく古風な罵ば倒とう語ごと共に、左足・右足・左足！　足踏みキック。俺は割とアリスベル慣れした事もあり、相変わらずバランス感覚いいなーなんて思いつつ、

「──モーレツっっっ[image: ]」

　トドメの両足ストンピングをもらい……

　顔を踏まれたまま、仰あお向むけにベッドに倒れるのであった。

　ていうかこないだはこの同じベッドで寝たりとか、繫つないだ手を離さなかったりとか──いい感じだったハズなのに。なんで今日はこんなに怒るの。いいのわるいのどっちなの。

　ていうか俺は妖よう刕とう後遺症＆存そん在ざい劣れつ化か症しよう候こう群ぐんなんだってば！　いたわれよ！




　　　　[image: ばく]




　看護する側とされる側の間には、恋心がよく育つ。

　これはナイチンゲール症候群といって、『恋こい喰くい』の私も古くから経験則で知っていた事だ。

　静刃が倒れた事をもムダにせず、アリスベルをあてがって感情を促そく成せいしたのは正解だったな。

　アリスベルの背に細工をしたのは私だが、静刃もまた見事に引っかかってくれるものだよ。

「ああも簡単にラッキースケベでケンカしてくれるとか、超ありがたいじょ」

　静刃たちの部屋から渡り廊下を挟はさんだ向こう、私たちの部屋で──

　鵺ぬゑも、ランドセル形の怨オン函カンから取り出したイチゴパフェをガツガツと食べている。

　男女のケンカから生じる感情は、鵺の取り分だからな。

「あれより恋心が進んじゃうと、取れ高が減っちゃうものね。お見事だったわ、貘ばく。ピッタリ収しゆう穫かくのタイミングだわ」

　やや甘味の強いセミスイート・チョコレートを恋レン函カンから取り出すのは、クエスだ。

　クエスは華はなやかなピンクゴールドの包装がされたハート形のチョコを、専用の小さな木き槌づちでコツンコツンと叩たたいて砕く。そしてその１かけらを私に与えてくれた。

「しかし、獗ケツ──クエスもまた『恋こい喰くい』だったとはな」

「本当に遠い親しん戚せきなのかもね、私たち」

　色っぽい目つきで語るクエスは、私にコーヒーも淹いれてくれている。その苦味が強いのは、クエスの嗜し好こうのせいだろう。

　共に暮らした数日間で知ったが、同じ恋喰いでもクエスは私より悪あく食じきで……

　いわゆる、アブノーマルな恋愛を好んで食べる。

　私が先日アウトバーンの車内で受け取ったホワイトチョコは、女しかいない魔女連隊レギメント・ヘクセで収しゆう穫かくできた女同士のそれなのだそうだ。

　とはいえこういった普通の男女の恋心も、今のクエスはよく食べている。

　なにしろクエスは私たちを未来へ送る至難の業わざ『凹面暦鏡カフヒストリア』を実現するため、莫ばく大だいな式力ちからを必要としているからな。魔女連隊から買い付ける魔力をメインとするにせよ、その足しにと、最近は健けん啖たんだ。

　私たちの部屋のテーブルに広げられた、設計図──クエスがほぼ描かき上げている凹面暦鏡の設計図は、もはや私の理解を超えたものだ。ヨーロッパの先進的な技術をふんだんに使った、極めて高度な立体魔法陣キユビ・マギルスの図面となっている。

　これは過去へ渡る凸とつ面めん暦こよみ鏡かがみの知識がある鵺ぬゑにも、部分的にしか解読できないものらしい。

　途中までは私たちも図面引きを手伝ったが、ここからは……このクエスに、任せるしかない。

「……」

　華か美びなノイエ・アーネンエルベ城の貴き賓ひん室しつで、物もの憂うげに図面を見ているこの魔女に。




　　　　[image: ありすべる]




　存そん在ざい劣れつ化か症しよう候こう群ぐんの影えい響きようは、いま乗って進んでいる時代──鵺は時間学の用語で『ルート』と言っていましたが、それによって全く変わってしまうようです。

　２周目のルートでは体調不良に苛さいなまれた私ですが、このルートでの調子は悪くありません。

　周囲に余計な疑問を与えないよう、黙っているのですが……実はむしろ、何だか調子がいいぐらいなのです。かつての２周目では、静せい刃じ君も調子が悪くなったようには見えなかった。

　貘ばくや鵺、クエスは、歴史は私達のような不連続体を『排はい斥せきしようとする』と決めてかかっています。

　私の耳にも、それは自然な事のように聞こえる理屈。

　ですが、本当にそうなのでしょうか？

　ひょっとすると、それだけではないのではないでしょうか？　歴史は何か別の、異なる力を以もつて、私たちに働きかけているのではないでしょうか。存在劣化症候群の影響が一律ではない事が、その疑問に拍車を掛けます。

　下着ドロボーの静せい刃じ君を、枝切りバサミを改造して作ったマジックハンドで看護している間……それを考える時間は、たっぷりあったのですが……

　考察を中断せざるを得ない事態が、訪れました。

　遠とお山やまキンジのいる地域が判明したのです。

　結果的に静刃君が孤立させた、私たちのターゲット……遠山キンジ。逃亡した彼を探しに、私たちの眷属グレナダからはエジプト出身の魔女パトラが城から出ていました。

　元々が星占いや砂占いができる占い師のような魔女である事に加え、使い魔の甲虫スカラベを使って情報を収集する事もできる彼女は……

　……それから十日以上の時間を要したものの、孤立した『呪いの男フルヒマン』がいる地域を魔術的に特定できたのです。今度は、本物の。

　それはブータンジェという、ドイツとの国境に近いオランダの田舎いなか町まち。

　数十世帯しか住んでいない、高い建物が教会と風車ぐらいしかない町です。

　地図によれば見通しも方向によっては悪くなく、荷電粒子砲メビウスによる狙そ撃げき戦せんが可能な土地。

　──そこで、眷属は私に出陣を命じてきました。

　また逃げられてしまえば探し直しになる上、遠山キンジは戦闘になったとしても警戒すべき相手。

　そのため、私たちはパトラによるブータンジェ潜入・偵てい察さつに先立って──町の外側に十分な戦力を集めておく事にしました。

『魔女特戦隊ベゾンデル・ヘクセ』と名付けられたその部隊編成は、とても強力なもの。

　実行部隊の筆頭、カツェ＝グラッセ。魔女連隊レギメント・ヘクセのエースで、ナチの少女兵たちの信頼も厚いリーダー気質の女子。後に逃げられはしましたが、一度は遠山を捕らえた実績のある『厄やく水すいの魔女』。これに少女兵たちノンステルス20名が統率されて戦います。

　さらに先行して遠山に肉にく薄はくしているパトラ。『砂さ礫れきの魔女』として知られた、名のあるエジプトの魔女。冬なのにビキニ水着のような戦いくさ装しよう束ぞくはどうかと思いますが、彼女も長期に亘わたって敵を脅おびやかしてきた女傑の１人です。

　さらに眷属の射撃顧こ問もん──ロビン・フッドの末まつ裔えいを名乗る弓使いの魔女、『颱か風ぜのセーラ』。少し気むずかしいところがあり、本来はノイエ・アーネンエルベ城に敵が迫った時に戦う防御担当だったのですが……眷属が進撃に伴い拠点をドイツからオランダに移転させる事もあり、出撃させる事になりました。ブータンジェが弓を含む狙撃に適した町という事も、彼女を出す理由のようです。

　この３人に加えて、私。

　まだ敵に手の内を知られていない、この時代に於おける未知の攻撃魔術を備えたストライカー──『魔女狩りマツキハンター魔女・マツキ』のアリスベル。

　方ほう陣じんに並んで敬礼する少女兵たちの前に、主力となる私たち魔女も並び立ち……今、出撃の時を迎えています。

　ナチス・ドイツの制服と軍帽を着こなし、馬もいないのになぜか乗馬ムチを手にした美人のイヴィリタ長官がドイツ語で皆を激げき励れいし……

　私たちは乗用車と兵員輸送トラックに分乗して、アウトバーンを走って行きます。

　イヴィリタやクエス、閻えん、ようやく復調してきた静せい刃じ君、貘ばくと鵺ぬゑ、他ほかのメンバーを城に残し、決戦の地・ブータンジェへと。




　ヨーロッパでは、「隣となりの国」とは……アメリカの「隣の州」、日本の「隣の県」ぐらいの距離感。

　ドイツからオランダへの国境は、高速道路を走っている間にあっけなく越えてしまいました。

　その辺りで、斥せつ候こうのパトラから電話連絡が入ってくる。

　あまり良くないニュースだったその情報によると、ブータンジェには『祝しゆく光こうの魔女』メーヤ──デュッセルドルフ郊外で私と戦った、あのバチカンのシスターも居いるとの事でした。とはいえ、脱走した遠とお山やまキンジとの連携は取れていない様子だったそうです。

　ですがブータンジェにはさらに、リサの姿もあったとの事。

　遠山キンジは女ったらしなのだそうで、リサも籠ろう絡らくされている可能性がありました。

　そうなると、圧倒的戦力で遠山キンジ１人を押し潰つぶす予定が狂う怖おそれがあります。

　さらにこの日、にわかに立ちこめ始めた瑠る瑠る粒りゆう子しが強まっていくのも観測されました。

　行くか。退ひくか。

　イヴィリタと連絡を取り、その判断を移動しながら待つ事しばし。

　私たちに下された命令は、『突撃』。

　遠山キンジがメーヤと合流すれば、今後、連携が取れてしまうかもしれない。そうなる前に私たち全員でぶつかれば、逆に敵を各個撃破できるチャンスになるとの事でした。

　そうして、半日ほど走った先のブータンジェ郊外で……

　パトラと合流して４人揃そろった私たち魔女は、カツェの発案で手を取り合って輪になりました。

　青空の下もと、「誰だれ１人死なず、敵を打ち倒すこと」と約束し──

　事前にジックリと練った作戦の通り、それぞれの持ち場へ向けて散開します。

（江え戸どの敵かたきを長なが崎さきで討つ、という諺ことわざがありますが……）

　──遠山キンジ。

　２０１３年の神こう戸べでのリベンジを、ここ、２０１０年のブータンジェでさせてもらいますよ。

　あなたは、あの時ほど強くない。そして私は、あの時より強い。

　このような形で再戦となったのは予想外でしたが、勝たせてもらいます。

　そう胸で呟つぶやきつつ、ブータンジェの町を観光客のそぶりで歩き……

　私は、遠山キンジとメーヤが潜ひそむという教会の裏へ回り込みます。誰も見ていないポプラの木の下で環かん剱けんをスカート内から展開して、

「──角揚力推進デイーンライド──」

　飛空の式しきで、舞い上がります。教会の尖せん塔とう、その屋根の上、銀色に輝く十字架の前へと。

　山の無いオランダの大地には、濃くなってきた瑠る瑠る粒りゆう子しが舞っている。

　あの３年後の神こう戸べと同じように。

　ここでもまた、私を試すかのように。




　ブータンジェの片隅には、それこそ絵本に出てくるような可愛かわいらしい風車小屋がありました。

　今は鎖で固定されて止まっているその風車の羽根に、ぽん、ぽん、と目には見えない空気のクッションを踏んで跳とび上がっていくセーラの姿が見える。

　私とセーラの直線距離は、[image: ひゃくななじゅう]ｍといったところ。

　教会の上と、風車の上から、それぞれ──セーラは弓で、私は荷電粒子砲メビウスで、上からＶ字に遠とお山やまを狙ねらう。それがこの布陣の意味です。

　狙そ撃げきに弱いという情報もある遠山キンジを、２方向から狙撃する。狙撃者同士が間違ってもお互いを撃ち合わないように、ナナメ上の前後から。

　セーラは囮おとりとなって、敢あえて姿を遠山やメーヤに見せ……風車小屋の中にカツェとパトラが潜ひそんでおく。町にはカツェの子分の少女兵たちが潜み、遠山を追い立てる。

　その辺りで討ち取れればよし、討ち取れずとも風車小屋でカツェとパトラが足止めはできる。

　そこで伏兵の私が、敵を狙撃する。

　あまり冗長性の無い作戦ではありますが、うまく嵌はまってくれれば必勝の布陣となります。

「瑠る瑠る嵐あらしになってきましたね。狙撃まで、粒子加速リボルビングの……準備の時間を稼かせいでいただけますか。私の狙撃式は視覚的にも見つかりやすいのですが、魔力的にも見つかりやすいので……敵の、特にメーヤの注意を風車に向けさせ続けて下さい」

　耳の穴に収めた骨こつ伝でん導どう通信機を通じて、セーラにそう要求すると──

「了解した。間もなく颱か風ぜを呼ぶ。瑠瑠粒子もあるから町が崩壊するような風速にはできないけど、尖塔から落っこちないように」

　銀髪頭にかぶった羽根つき帽子を整えながらのセーラが、そう返事してきます。

　その通話から３分も経たたないうちに青空には白い雲が流れ込んできて、ブータンジェの町に雲の影が落ちる。みるみる内に天候が変わっていき、風が強まっていきます。

　台風の一歩手前といったほどの強風の中、私の居鳳いのう高のスカートがバタバタと暴れ……

　風車と教会を結ぶ道の各所に、武装したナチスの少女兵たちが潜んでいきます。

　この風は、セーラが魔術で天候を操って呼んだもの。セーラ本人が着ている女子校生の制服みたいなブレザーは風に揺れていませんが、そこはこの局地的低気圧──小台風の、目なのでしょうね。

　こちらではもう、烈れつ風ぷうが教会のステンドグラスを割らんばかりに揺らしている。

　中の遠とお山やまたちも、異変には気づいたハズです。

　もう、引き返せない。

　十字に固定された風車の羽根の上にバランス良く立ったセーラが、自分の身長より長い弓を構え、孔く雀じやくのように矢筒に広げて挿さした矢を１つ取りました。

　そして弦つるにそれを番つがえ、キリキリ……キリ……と、１矢し目を引き絞ります。

　それを合図に、私も環かん剱けんを構える。

　──ひゅんっ──

　という風を切る微かすかな音と共に、先端に高性能炸さく薬やくの爆弾を付けた矢が空を翔かけました。

　それが私の足あし下もとの教会の壁かべに当たり、ずしんっ……！　という揺れが起きます。

　真下を爆撃されるのは気分のいいものではないのですが、まずは奇き襲しゆうに成功した形になりましたね。

　続けて、ひゅんっ、ひゅんひゅんっ、と、セーラは１本ないし２本ずつ、矢を放ちます。

　それらの矢は風に乗り、誘導ミサイルのようにホーミングして教会の壁に命中し続けます。

　それで教会から炙あぶり出されてきたのは、確かにバチカンのメーヤ。それと、遠山。

　２０１３年に見たのよりは随ずい分ぶんと若い、しかし間違いなく本物の遠山キンジでした。

　２人は既すでに連携を取り直しているようでしたが、私に気づいていない。リサの姿は無いようですが、どこかに潜ひそんでいるのでしょうか。

（殺しても、死なない男……）

　私の荷電粒子砲メビウスでは、対象の殺害は不可能。

　しかし昏こん倒とうさせれば捕らえる事ができ、捕らえれば、１度殺す事はできるのでしょう。

　どのように甦よみがえるのかは知りませんが、実際、私は２０１３年１月に遠山キンジに出くわしている。今からどのような運命を辿たどろうと、彼は確かに死ななかったのでしょう。

　まんまと教会から飛び出して、セーラのいる風車へと駆け出した遠山を見下ろしつつ……

　私は、荷電粒子砲の粒子加速リボルビングを始めます。

　最初は砂粒ほどの、続けてビー玉ほどの光が、くる、くる、くるるるる、と環剱の上を滑すべる。

「……荷電粒子砲メビウス……」

　瑠る瑠る粒りゆう子しによる阻そ害がいで、荷電粒子砲の粒子加速には２分ほどを要するでしょう。

　その間気づかれる事がなければ、私の勝ちです。

　遠山。メーヤ。教会の屋上に立つのは、頭上に輪を戴いただいた天使とは限らないのですよ。腰に輪を据すえた、魔女がいる事もあるのですよ。

（あと……１分……）

　メーヤと一いつ旦たん分かれて走る遠山は、セーラによる迎撃の矢に発砲する動きを見せました。

　遠山に迫った矢は弾に当たって逸それ、ギリギリ遠山に当たりません。その銃技は並の人間にできるものではない。あれは間違いなく、銃の名手と謳うたわれた本物の遠とお山やまキンジ。

　私がその背に注目していると──

　右耳に収めている通信機から、カツェの声がしてきました。

「どうせリサ経由で情報は漏もれてるだろうから、作戦中だけど実名で呼ぶぞ──アリスベル。どうも、マズいみたいだぜ」

　マズい……？

「今の、セーラの矢を撃った動きで読めたぜ。遠山はメーヤの強化幸運ヴエントウラの加護を受けてやがる。あいつは不可能を可能にする男。その性質を戦いくさ運うんの幸運で強化されてるとあっちゃ……ダメだ。お前の狙そ撃げきで遠山を撃っても、躱かわされるぞ」

　──強化幸運。

　それは巫み女こやシスターなどの聖職者が身に受ける事のある、『何らかの運の良さを上げる』式しき。

　運には平へい衡こう性せいがあるため、何かの運を上げると何かの運が下がります。

　戦運を上げると恋愛運が犠ぎ牲せいになると聞いた事はありますが、この場でのその悪運は無意味。単純にメーヤたちに有利な加護となるのです。

　戦運の上昇は主に、その人物が本来持つ技や特性、武器使用の成功率を高める形で発現するもの。

　絶体絶命の状況をいつも覆くつがえす『不可能をエネ可能にする男イブル』が、防御不可能なこの荷電粒子砲メビウスを防御する。

　そんな事は──起きえません。私には自信がある。しかし、その起きえない事を起こすのが彼の特性。それが強化されているのであれば、ありえるのかも。いえ、しかし──

　皆の脳裏を同じような展開がよぎったのか、カツェやパトラが相談する声が交こう錯さくして通信機から聞こえてきます。

　ですが、ここで攻撃を中断したり撤てつ退たいしたりする事はできません。

　これは傭よう兵へいとしての私にとって、その義務を果たす千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなのです。

　逃すわけにはいかない。

「高速で動く対象でなければ、私の狙撃は必中です。ご心配なさらず」

　いただいた仕事を押し通す、そのつもりで通信機にそう伝えましたが──

「私の矢も必中。今、生まれて初めて外した」

　セーラがそう応こたえてきて、カツェたちの相談する声色が気弱なものに変わる。

　混乱する中、メーヤと遠山キンジは若じやつ干かん名めいのシスター兵を連れて風車小屋に迫っていきます。

　私の荷電粒子砲、その光弾は……

　もう、いつでも発射できる。

　しかし──

「やめろ、アリスベル。お前の狙そ撃げきは連射できないんだろ。遠とお山やまを撃つな」

　現場指揮官であるカツェから、狙撃中止命令が下ってしまいます。

　そしてメーヤの部下たちだけでも倒して逃げるつもりか、風車小屋の左右に広がる羽根へと移動していくのが見える。

　いけない。これでは、ここでの勝利が覚おぼ束つかなくなる。

　そうなれば、私たちの契約関係が破は綻たんしかねない……！

　その危機に陥おちいった私は、貘ばくが交こう渉しようで作った契約内容を急きゆう遽きよ思い出します。魔女連隊レギメント・ヘクセによる債さい権けん放ほう棄きの条件は、私たちが『遠山キンジを確保した場合、あるいは遠山キンジの確保に高い貢こう献けんを果たした場合』となっていたはず。

　それなら、と、私の頭に閃ひらめいたアイデアがありました。

「──カツェ。それではこうしましょう。狙撃対象を変更します。私はメーヤを撃つ」

　急ぎ、そう伝えると……

　吞のみ込みの早いカツェやパトラは、すぐその意味に気づいたようでした。

「私の式しきは、メーヤの強化幸運ヴエントウラをも破壊し散さん逸いつさせられます。魔女連隊のレポートに、遠山は女に甘いという情報もありました。メーヤを倒して人ひと質じちに取れれば、遠山を確保できる」

「──それだ。土ど壇たん場ばでナイスアイデアだぜ、アリスベル！　よし、メーヤを撃て！」

　カツェはそう応こたえて、なんとか私の狙撃を許可してくれる。

　不可能をエネ可能にする男イブルの技が強化されたのであれば心こころ許もとないものの、資料によればメーヤの特性は剣技。聖堂の鐘かねを融とかし、十字軍時代の鋳い型がたで鋳ちゆう造ぞうし、十字架から削けずった銀で鍍金メツキした聖なる大剣を用いた剣けん戟げき術じゆつ。それがいかに強化されようと、荷電粒子砲メビウスの敵ではありません。

　私は集中力を高めるために通信機を切り、環かん剱けんを僅わずかに傾けて照準をメーヤに合わせる。

　ここから[image: ひゃくななじゅう]ｍ先にある風車へ、とうとうメーヤたちが到達し──

　風車小屋から出てきたカツェたちと遠山が、言葉を交わす。

　その中で、メーヤがこちらに……

　……気づいた。

　その唇くちびるが、動く。『魔ま剱けん』、と。こんなに遠くにいても、それが何となく分かる。そう。魔剱というのが、貘ばくの発言から貴女あなたたちが私に付けたコードネームなのですね。

　メーヤ・ロマーノ。

　あなたは私たちに、さしたる故ゆえも無く襲おそいかかった。

　あなたは修道女の姿をしているけれど、魔女と呼ばれても仕方の無い女なのでしょう。

　そして私は、魔女狩りマツギハンター魔女・マツキ。その名の通り、キリスト教の魔女を、今、狩かりましょう。

　私は戦いの中で沈みつつある、荒天の果ての太陽を背にして……

「──モーレツですよ」

　そう呟つぶやき、荷電粒子砲を放つ。
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　──パァッ──

　と、彗すい星せいのような光弾がメーヤへ向けてまっすぐ飛んでいく。

　全く見た事もないこの技が、それでも必中必倒のものであると──魔女の本能が教えたのでしょう。メーヤは観念したかのように、逃げることもなくその光を身に受けました。

　金糸の刺し繡しゆうを施ほどこした、メーヤの純白の法ほう衣いが引き千切られていく。

　虹にじ色いろの光が破壊力の奔ほん流りゆうとなってメーヤの周囲に飛び散り、レースで縁取られた白い下着を露あらわにさせつつ、手にした聖剣も粉々に砕いていく。

　そして、最後には力無く──

　──メーヤが、倒れた。

　その隣となりで啞あ然ぜんとしている、遠とお山やまキンジ。

　あなたもこれでおしまいです。

　メーヤの強化幸運ヴエントウラは、荷電粒子砲メビウスが消し飛ばした。その加護も無くして、カツェ、セーラ、パトラ、そして私の４人をあなた１人で倒す事はできないでしょう。

　その後、ビー玉ほどまで集束させた２発目の荷電粒子砲をそれ以上加速させる間も無く……

　遠山がカツェたちに投降する姿が、見えました。

　静せい刃じ君が孤立させ、私が捕らえさせる──という形で、間接的にではあるものの──

　なんとか、私たち傭よう兵へいは遠山を斃たおす責務を果たせたのです。今、この瞬しゆん間かん。




　その後、セーラが呼んだ雲は見る間に風に散っていきました。

　教会から下りた私が風車小屋の前に着いた頃ころには、遠とお山やまたちに匿かくまわれていたリサも捕まっていました。

　この時代の遠山はまだ私と貘ばくを襲しゆう撃げきしていないので、一方的にではありますが……神こう戸べでの遺い恨こんを晴らした私は、彼に歩み寄る。

　若い。

　あの時見た遠山より、ずっと。

　人間が若返った姿を見るのは、やはり少なからず衝しよう撃げき的なものですね。

「……若い、遠山キンジ。あなたに遭あう日は、いつも嵐あらしの中ですね」

　あの時も、そして今回も悩まされた色イロ金カネ粒りゆう子しの嵐の中、私はそう告げる。

「人違いだ。俺おれはお前に会った事はない」

　遠山は当然そう答え、元々あまりよくない目つきをより悪くして、発言の深意を探るように私を見てきました。

　未来の話を説明してあげる義理もないので、私は──

　私たち、特に静せい刃じ君の存そん在ざい劣れつ化か症しよう候こう群ぐんを止めるためにも、為なすべき警告を速すみやかにしておくことにします。

「あなたと神かん崎ざき・Ｈ・アリアは、時間の樹木を歪ゆがめる金環のようなもの。特にあなたのせいで藍ラン幇パンの運命が変わり、私たちは均きん衡こうを取らなければならなくなった。もうこれ以上、あの組織に関かかわらないで下さい」

「……関わらせたくないなら、俺を殺せばいいだろ」

　遠山は破れかぶれなのか、ふてくされたようにそう返してきました。

　こういう所は、『呪いの男フルヒマン』もやっぱり少年ですね。私たちと同い年ぐらいの。

「そんな事をしても、何の解決にもなりません。だって、あなたは殺しても生き返るのでしょう？」

　少し苦笑いして私が言うと、私をしばらく見た遠山は少しお世せ辞じ気味に、

「しかし……妖よう刕とうは羨うらやましいヤツだな。こんな可愛かわいい子がカノジョだなんて」

　などと。

　よ、妖刕。それはつまり、せ、せ、静刃君のこと！

　わ、わた、わたしがその、

「かかかかカノジョ!?　私が、静刃君のっ!?　違います違いますモーレツに違いますッ！　だっだっ誰だれがあんな、下着ドロボーのカノジョだなんて！」

　つい先日だって看護してあげてる最中に下着を盗とられたというのに！

　私は遠山に怒鳴り散らしますが、頭の中で……

　……か、彼女。彼女……！

　その言葉を繰り返してしまいます。

　なんというイケナイ、しかし甘かん美びな響ひびきなのでしょうか。私が、彼女。彼の女、だなんて。

　静せい刃じ君が私に気のない事はもう分かっています。お城での夜も、私に何をする事もなかった。それでも私は諦あきらめきれず、戦う仲間である事にかこつけてズルズルと友達同士の関係を続けてしまっている。それも、分かっています。

　でも、ああ、そんな風に言われたら、考えてしまう。

　そうなりたいと、願ってしまう。

　思い出してしまう。

　私と静刃君が、少女漫画に描えがかれた彼氏・彼女のようにデートをしたり、ケーキを食べたり、そして、キ、キ、キッスを、したり……！

　そう、あの一番幸せだった頃ころ──２０１０年の冬のように。

　あれが静刃君にとっては一時の気の迷いだったとしても、私は想おもってしまう。願ってしまう。希こいねがってしまう。考えてしまって、文字通り夢見る心地になってしまうのです。

「……」

　カノジョなどという単語を出して、私に妙な顔をさせた遠とお山やま──

　この後いったん死を迎え、甦よみがえった後、２０１３年の神こう戸べを迎える運命にある男。

　私は彼に向き直り、表情をなんとか戻してから告げることにしました。

　しばしの、別れの言葉を。

「『哿』エネイブル……できればもう二度と会いたくないのですが、別れの挨あい拶さつはこう言わなければなりません。──では、また」







【　Episode 20　環剱の最期Das Ende der Kreisrand　】







　　　　[image: せいじ]




　その後、遠とお山やまキンジがどうなったのかは知らない。

　だが、身柄を手に入れたのは冷れい酷こく無む比ひで歴史に名高いナチスの流れをくむ魔女連隊レギメント・ヘクセだ。知る必要もないだろう。

　俺おれたちが暗殺の立役者として評価され連隊が債さい権けんを放ほう棄きした事が、奴やつが『どうなったか』を雄弁に物語っている。

　だが貘ばくの話によれば遠山は殺しても死なない男。アリスベルたちも２０１３年１月に神こう戸べで会っている。いずれ……

　……また会う気がする。いや、今は貘たちには何も言わないが、俺は会わなければいけない。時間学とやらのシロウトの俺なりに考えた、義務として、な。

　遠山の処遇はさておき、傭よう兵へいとしての契約を果たした俺たちはノイエ・アーネンエルベ城を出る事になった。

　俺が参戦したベルギーでの戦い、アリスベルが参戦したオランダの戦いで、抗争の最前線は大きく北西に進んでいる。そのため、この城は戦線から遠くなりすぎた。魔女連隊たち眷属グレナダの一味は、遠山に勝つなりテキパキと拠点をドイツからオランダの西海岸へ移してしまっている。

　城はナチの旗を隠し、軍資金稼かせぎのホテル業に戻るんだそうだ。

（あばよ。魔女の巣そう窟くつ、ノイエ・アーネンエルベ城。居心地は悪くなかったぜ）

　出発の朝、城門から出て……

　クエスがハンドルを握るベンツに乗り込みながら、俺は心の中で城に別れを告げる。

　存そん在ざい劣れつ化か症しよう候こう群ぐんは、遠山への警告が効いたのか快方に向かっている。妖よう刕とう疲れが引いたのもあって、今はその妖刕さえあれば人並みに動けるレベルだ。

　城を出た俺たちは、その後、ドイツの商都・デュッセルドルフにあるクエスの家に向かう。ＣＬ５５０が突っ走る高速道路アウトバーンは、ナチス・ドイツ時代にヒトラーが大号令を掛けて建設した道なんだとか。よくよくナチスと縁があるな。俺たちは、ここじゃ。

　Ａ59号線を南下すること数十分で、デュッセルドルフに着いたんだが……

　中心街に入っていくと、この町はあまりヨーロッパっぽい味が無い事が分かってくる。立体高速道路が通り、ビルが建ち、その間を雑居ビルがビッシリ埋めているのだ。ブリュッセルやオーバーハウゼンで見たような、煉れん瓦が造りのメルヘンチックな建物は少ない。

　なんとなく、どこかで見た光景だと思ったら……東京とソックリだ。

　その辺の印象を車中で話題にしたら、

「それはここも東京と同じで、第二次大戦中に空くう襲しゆうでフルボッコにされてるからなんだじょ。爆撃された焦しよう土どに、戦後あれこれ建てて復興させた町ってことだじょ。でもそれも、そろそろくたびれてきた感じだけどにゃあ」

　ドイツの歴史に明るい鵺ぬゑが、そんな説明をしてくれた。

「イヤだなあ戦争は。お陰で、後世の俺おれまでドイツにいる気分が台無しだよ」

　俺はボヤいて、おまけに氷雨ひさめまで降ってきた窓の外を見る。

「それでも、きっとデュッセルは日本人にとって居心地の良い町よ。日本企業がいっぱい現地法人を作ってるから、面白いものが見られるわよ」

　クエスは複雑な車道をスイスイと移動しつつ、そんな事を言い……

「──あなたたちを未来に還かえす凹面暦鏡カフヒストリアの立体魔法陣キユビ・マギルスも、完成したわ。あとは点火役の私が、もう一口だけ魔力をいただければ準備完了。だから……そうね、夕方４時に起動するわ。その前には私のマンションに再集合してちょうだいね。つまり、あなたたちがこの時代のドイツに居いられるのも、あと５時間ほどってこと。のんびり観光でもしておくといいわよ」

　と、最終スケジュールを伝えてきた。

　居鳳いのうヶが浜はまでのこの鵺との戦い以降、遭そう難なんに次ぐ遭難で紆う余よ曲きよく折せつあったが……いよいよ、元の時代に還る時が来たってワケだ。




「しかし、観光……つってもなあ」

　クエスの住む高級マンションの駐車場から、車での道すがらに買った白い折り畳たたみ傘がさを手にした俺とアリスベル、黒い傘を手にした貘ばくと鵺の４人はデュッセルドルフの街路に出る。

　氷雨のそぼ降るこの街路も、普通にアスファルトで味気ない。

　見回しても……東京の寺社仏ぶつ閣かくと同様、意地でも残っている史跡は教会ぐらいのもんだ。

「風ふ情ぜいが無いぜ、この町は。看板の文字と歩いてる人種が違うだけで、日本と同じだ。どうせなら遠とお山やまを殺しに行ったブリュッセルの方を観光したかったよ」

　見送りのクエスがエレベーターに乗って自室の方へ消えたので、俺はしつこく不平を垂れる。

「こういう町はこういう町で、勝手が分かっていいもんなんだじょ。静せい刃じ、物事のいい面にも目を向けろだじょ」

　コウモリ傘が似合わない鵺から、ババくさい説教をくらった。

　なお、鵺は昨日から第プ１リ態モとかいう美少女モードの姿に戻っている。

　フリフリのドレスはノイエ・アーネンエルベ城から借りパクしてやがるが、足あし下もとの影は元のツノとシッポ付きのまんまだな。どうなってんだよそれも。

　なお、その向こうではアリスベルに貘がお小こ遣づかいをあげている模様なので、俺が黒套コクドの背に隠した妖よう刕とうを用いて金額を表示させるなどしていると──

「うー、寒いじょ。びょおう、お前の黒套は温かいんだじょ。便利だにゃあ。おお、ぬくい、ぬくいー」

　鵺ぬゑが傘かさを持ってない方の手を、俺おれの腰ポケットに深々と突っ込んできた。さらに傘を担かついで反対の手まで腰ポケに入れてくる。うっざ！

「お、おいっ、ヘンなとこをゴソゴソ触るなよっ」

「普段クエスの手伝いでしこしこ立体魔法陣キユビ・マギルスを作ってたんだから、このぐらいさせろじょ」

「ていうかそれ、立体魔法陣？　で発動させる、凹面暦鏡カフヒストリア？　だっけか、それは大だい丈じよう夫ぶなのか。未来へ還かえっても、今度はアフリカに出たりとかしないだろうな？」

　俺がその辺の確認を取ると、

「仍しき島じま発の暦こよみ鏡かがみじゃ緯い度ど経度で痛い目見たから、だいたい大丈夫にしてあるじょ」

「『だいたい』ってなんだよ。ちゃんと居鳳いのう町ちように──って、おいっ、よせってば！」

「でゅふふ。おーぬくいぬくい。こりゃ静せい刃じ、今回やろうとしてる暦鏡はそもそも前ぜん代だい未み聞もんのものなんだじょ？　空間位相固定方式にはできないから、出口の緯度経度はズレるもんだじょ。関東地方か東北地方の太平洋側に出る予定だじょ。類るい感かん魔術の法則に従い、この３周目に来る前に居いた環境に近い──島とう嶼しよ部ぶが出口を作りやすいから、どこかの本州に近い島に出るように設定してあるんだじょ。それだって大変だったんだじょ？　うりうり」

「ちょ、おま、やめろって！　分かった、分かったから！　離せ！」

　見た目は少女、頭脳はババアの鵺にポケット奥を割と遠えん慮りよ無くゴソゴソされて──

　なんか汚けがされた気分になった俺は、とりあえず日本には戻れるという事でそこは了承しつつ鵺を自分から引きはがす。

　そんなアホをやっていると、

「静刃。私は所用で少し外す。アリスベルとお前はインマーマン大通りシユトラーセという所へ行ってみろ。２０１３年にはもう寂さびれてしまったようだが、この２００９年はまだ活況だった最後の時期のはず。きっと、面白いものが見られるぞ。これから還る所への予習復習にもなるだろう」

　引率の先生みたいな感じで、貘ばくがアリスベルを俺に押しつけてきた。

　あれ？　貘、ちょっと瘦やせた……やつれた感じだな。

　未来へ戻る準備を手伝ってたのは知っているが、他ほかにも何か仕事をしてた感じだ。そういや、城じゃクエスがいようといるまいと遅くまで貘の部屋は灯あかりがついてたしな。

「何だよ予習復習って。行き先は日本だろ。ていうか貘、お前少し最近働き過ぎなんじゃないのか？　ムリは禁物だぜ」

「心配するな。あれもこれも、もう準備は整った。後は設備投資の最後の仕上げをするだけだ。私の所用とはそれなのだが、別に式力ちからを使うような仕上げではない。さて、それではおじゃま虫の鵺は私が引き受けよう。こちらには通訳も必要かもしれないからな」

　白いハンドバッグの金鎖を自分に引き寄せるようにして、貘は俺にそう言い……

　通りかかったタクシーを停とめると、鵺をお姫様抱だっこして後部座席に押し入れてしまった。そして自分も乗り込み、俺おれたちに車内からバイバイしてどこぞへ行ってしまう。

「こちらには、って。俺たちだってドイツ語が喋しやべれるヤツは欲しいよな。鵺ぬゑの存在価値はそれぐらいなのに、いらん時には世話をさせられて、いる時には取られちまった」

　置いてけぼりにされた俺は、半ば独り言ぎみにアリスベルにボヤく。

　城にいた時に通販で買った、ちょっと甘ロリ・テイストの入ったショート丈たけのコートを着たアリスベルは……

「あ、あらっ？　貘ばくったら……」

　自分の周囲をキョロキョロと見回して、しゃらしゃら。黒いツインテールをダリウス型風車みたいに振ってる。

「どうした」

「い、いえ。その。何を勘かん違ちがいしたのか、私の傘かさも持っていってしまったのです。お小こ遣づかいをもらった時、お財布を開けるために傘をちょっと預けたらそのまま……」

　困り顔も可愛かわいいアリスベルは、冬なのになぜか頑張ってミニスカート姿。ニーハイタイツを穿はいてきてはいるので、いわゆる絶対領域以外は寒くなさそうだが。

「何やってんだよ貘は……しょうがない、せっかくの軍資金だがそこのコンビニで傘を……」

　と言いかけた俺に、アリスベルが何か言いたげな顔をする。

　妖よう刕とうも『その選せん択たく肢しは選択できません』などと妙な表示をしてきた。

　ついでに俺の傘に『ＯＰＥＮ』などと推すい奨しよう行動の矢印を出してくる。

「……？」

　よく分からないままに、俺は妖刕に言われた通り白い折り畳たたみ傘を広げて差す。

　するとアリスベルが、ぱぁ、と顔を明るくし、

「……！」

　えいっ！　という感じで、俺の腕に飛びついてきた。

　両腕で、俺の傘を持つ右腕をロックする感じに。

　おかげで、自分では気づいてないのか知らんが──アリ、アリスベルのっ、88cmＤカップが。冬物のコート越しだから細部の感触は曖あい昧まいだが、渋しぶ谷やで食べたパンケーキのようなふんわりとした感触が、今、俺の二の腕を包み込むように挟はさんでいるッ……！

「……ッ！　……ッ！」

「じゃ、じゃあ行きましょうか！」

　同じ傘の中から、俺のテンパりに気づかないアリスベルはそれはそれは嬉うれしそうにこっちを見上げてくる。

　なんか貘のせいで最終的には強制された、いわゆる相合い傘ってヤツなんだが……

　なにが嬉しいんだよ、アリスベルは。妖刕もなんでこれを指示した。

　これは傘が足りない時の緊急措そ置ち的な行為だろ。

　肩もちょっとハミ出て濡ぬれるし、いい事ナシじゃねえか。

　少女マンガなんかじゃ憧あこがれのシチュエーションにされてるもんだが、それはあくまで好意を持っている相手との相合い傘がさ。

　アリスベルは別に俺おれの事なんか、これっぽっちも……

「静せい刃じ君、雨が雪になりそうですよ。どうりで寒いと思いましたね」

「あ、ああ」

　これっぽっちも……

「でも、もうすぐ２０１３年の春に還かえれますからね。この冬も、もう残り数時間です」

　な、なんだよ。

　なんか、アリスベルのニコニコ笑顔から……

　今日は、俺の事を嫌いでもないような感じがするぞ？

　妙に親しげというか、その……好意的な表情に見える。

　１本の傘の下という状況の性質上、体をピッタリくっつけてるってのに。

「そうだな、た、楽しみだな。春」

　そう考えているうちに、俺は急にテンパってきてしまう。

　怒るとすぐ手が出る性格はともかく、こんな美少女の中の美少女ことアリスベルが……俺に、俺なんかに好意を持ってくれてるのか？　今。

　だが、この感覚はあの２０１０年の台だい場ばでのデートでも一度経験したものだ。最終的には、俺の思い過ごしだったやつ。

　その誤解に気付かされる感覚は、いいものじゃなかった。

　辛つらかった。正直に言えば。

　またそれを繰り返すのはゴメンだ。アリスベルだって迷惑するだろう。だから──

　──これがアリスベルからの好意なのかどうか、確かめたい。

　だが、あの時みたいに壁かべ際ぎわに追い詰めてムリヤリ……その、そういう事をするのは、本当にいけない事だろう。じゃあ、代わりに何をすればいいんだろう。

　そう思った時、俺の手が。

　本能的に、ニコニコこっちを見上げるアリスベルを愛めでるような仕草をしてしまう。

　なでり。

　と、頭を撫なでてしまっていたのだ。あんまりに、かわいかったから。

　傘を持っていない方の手で、頭のてっぺん辺りから──ツインテールごと、ほっぺたの辺りまでを。

「あっ」

「ひゃぁ」

　俺とアリスベルは、それぞれマヌケな声を上げてしまう。

　アリスベルはツンツン睫まつ毛げのツリ目を見開いて、はわわわ、と俺おれを見上げ続けているが……

　……怒ったり、嫌いやがったりは、しなかったな。

　喜んでるというよりは、驚おどろいてる感じだが。

　じゃあ再確認だ。アリスベルが今、俺に好意を少しでも持っているかどうかの。

　指に伝わった髪の感触が絹きぬのようで気持ちよかった事もあり、俺は改めて……

　なで、なで。

　なでり。

　と、頭や頰ほおを撫なでた。これもちょっと本能で、頭を抱だき寄せるような感じになりながら。

　今ここには貘ばくも鵺ぬゑもいないという事もあってか、ちょっと調子に乗ってやっちまってるな。これ。我ながら。

　それでも、アリスベルは……

「……ゃん……ひゃぅ……」

　などとそれはそれは女の子女の子した声を上げるばかりで、嫌がらない。

　むしろ撫でられて喜ぶ子こ猫ねこみたいに、嬉うれしそうにウットリしてる感じすらあるぞ。驚きの顔から、ウットリした笑顔に改めてなりつつあるし。

「……」

　こんな美少女のアリスベルに、腕に抱きつかせて、頭を肩に寄せさせて……

　俺なんかがそんな事してたら、分不相応にも程ほどがあるよ。だがまあ、旅の恥はかき捨てって言うし……気温も低いから、くっつかれても暑苦しくはないしな。

　何より、アリスベル本人が嫌がってないのは確かみたいだから──

　このまま、観光しに行くか。インマーマン大通りとやらへ。




　相合い傘がさなんてのは友達に見られると超恥ずかしい姿だが、ここは地元じゃない。

　それどころか、アリスベルとの共通の知り合いとはまだ出会ってもいない時代だ。

　なので、割と俺たちは堂々と相合い傘で歩いていく。バカップルみたいに。

　実際やってみて分かったけど……ベッタリくっついた状態だと、雨や雪にほとんど濡ぬれなくなるものだったんだな。相合い傘って。

「どんな所なんでしょうかね、インマーマン大通りって」

「貘は『予習復習』だとか勿もつ体たいつけてたけどな。異能が出ない事をモーレツに祈るのみだ」

「あーっ、私のセリフを取りましたね？　ふふっ」

　うっわぁ……超かわいく笑うし……

　その笑顔が俺の肩の横、つまり至近距離にあるもんだから、俺はひたすら照れるばかりだよ。

　で……

　この時代でもケータイのＧＰＳ地図は使えたし、ヨーロッパには交差点やＴ字路ごとに道の名前を示す標識が分かりやすく付いている。その２つを組み合わせて、２人で現在地を確認しつつ歩き──俺おれたちは比較的スムーズに、目的地のインマーマン大通りへと辿たどり着けた。

　路面電車の線路と車道が何本も通った、そこは……

「あれっ、居酒屋の赤あか提灯ちようちんがあるぞ。『炭すみ焼やき処どころ』って。漢字の看板だ。こっちには『本』──本屋だぞこれ。うおっ、ジャンプ売ってる」

「静せい刃じ君。こっちにはカタカナで『クリーニング』と書かれた看板がありますよ」

　通りのあちこちに、日本の店が建ち並んでいたのだ。

　おずおずと覗のぞいてみた食品スーパーなんかじゃ、店員のお姉さんに「いらっしゃいませ」と日本語で挨あい拶さつされちゃったよ。

「日本人街……ってことか。ここ」

「そのようですね。デュッセルドルフは商業都市ですから、日本のビジネスマンやその家族がここに集まって住んでいるのでしょう」

　ほぼ１ヶ月ぶりの日本っぽい光景に、俺とアリスベルは目を輝かしてしまう。

　おにぎり屋には立て看板に『お弁当＆お茶セット各種あります』と日本語で書いてあるし、本屋の前にも『新作入荷』とか『絵本20％引き』とか書いてあるし、パン屋もドイツでは絶対売ってないであろうアンパンやらウグイスパンなんかを売ってるよ。

　ドイツの中にありながら、ここだけ日本みたいだ。

　なるほど、これは予習復習になるな。これから還かえる日本の。

　貘ばく、なかなかいい所を知ってるじゃねーか。

「静刃君！　ここのスーパーにイチゴ大だい福ふくが……！　２・５ユーロ……３００円しますけど」

「栗くり羊よう羹かんもあったぞ。うっ、１２５０円……高い……」

「ふふっ。日本よりお値段が張るようですが、何でもありますね」

　俺とアリスベルは、日本食品を売ってるお店でお宝を見つけまくって大はしゃぎだ。

　数時間後から日本食品はいくらでも食べられるんだが、ドイツにあると妙な特別感があって輝いて見える。ドイツ料理も悪くなかったが、脂あぶらっこくてしょっぱかった。特にお菓子関係は大味で、飽あきてきたところだったし。

　なので俺たちは、スーパーで見つけた日本のお菓子を店内の休きゆう憩けいコーナーで買い食いする。

　これが至福だ。俺が買ったのはただのザラメ煎せん餅べいなんだが、ひたすら甘ったるくて味の濃いドイツの菓子とはまるで違う味わいがある。美う味まい。美味すぎる。海外に出て思い知ったが、日本は食べ物が美味い国だったんだなあ。

「静刃君。さっきお店のお姉さんにお伺うかがいしたのですが、すぐ近くにはラーメン屋さんもあるみたいですよ」

「なん……だと……？」

　アリスベルの耳より情報に、俺はついバーミリオンの瞳ひとみになってしまうぐらいマジになる。

　ラーメン。それは元々は中華料理だが、日本で長年の研けん鑽さんを経て究極の美味にまで磨みがき上げられた神料理。今や我が祖国のソウルフードだ。

　それを１ヶ月も食べられなかった不幸を、ここで埋め合わせせねば。

「よし、行くぞッ。アリスベル、ユーロはまだあるよな」

「はい。もう静せい刃じ君ったら。きっと喜ぶと思いましたが、文字通り目の色を変えましたね」

　俺おれは席を立ち、アリスベルを引き連れて──

　もうなし崩し的に、またピッタリくっついての相合い傘がさで道へ出た。




　日本人が周囲にちらほらいるホテル日につ航こうの前を通り、インマーマン大通りから１本入った、クロスター通りの街角に……

「こっちだぞ。ニオイで分かる。これがラーメン屋だ」

「ヌードル＆スープの店……『なにわ』さん。本当です。こちらのようですね」

　そのラーメン店は、しっかり営業していた。

　周囲は完全にドイツなんだが、ここだけ日本。写真を撮って横よこ須す賀かのお店だよと言われても納なつ得とくがいくぐらい、現代日本っぽい店構えだ。

「食おう。ここは美う味まい店だぞ」

「えっ、どうして分かるのですか？」

「ここだ。今日は雨だから並んでいないが、店の脇わきに入店待ちで並ぶ用のイスがある。行列が出来るラーメン店の証拠だ。ザブトンも磨すり減ってるしな」

　こういう事には目ざとい俺を、アリスベルが尊敬するような眼まな差ざしで見上げる中……

　俺たちは暖かい店内に入り、テーブル席に着く。

　他ほかに客がちらほらいるが、日本から出張で来たっぽいビジネスマンと、地元のドイツ人だな。ドイツ人は、ダラダラ食べてる感じだ。彼らにとってはラーメン店もレストランの一種なんだろう。日本人みたいにサッと食べてサッと出る習慣が無いっぽい動きだな。

　さておき、ありがたい日本語のメニューを見ると──

　おお、スバラシイ。

　ラーメンは塩・味み噌そ・醬しよう油ゆを選べる。そして餃子ギヨーザ、チャーハン。読んでるだけでツバが出てきた。チャンポン、タンメンもあるぞ。

　外国という事もあってどうしても日本に比べると割高だが、セットメニューにすればそこも少し緩かん和わできる感じだ。気が利きいてるじゃないか。

「半はん熟じゆく煮に卵たまご１つ無料。儲もうかってる店に見られる気っぷの良さだな」

　独り言気味に呟つぶやいてメニューのページをめくると、天てん津しん丼どんやフライ、サラダ、ミニカレーや唐から揚あげなんかもあるな。天国だぜ。

「せ、静刃君。どれがオススメですか……？」

　香港ホンコン出身のくせにラーメン屋に入った事が無かったらしいアリスベルは、難しい参考書でも読むような顔でメニューを読み、眉まゆを寄せてウンウン唸うなっている。

「俺おれは醬しよう油ゆをキメてみようかと思うが、一般論で言うと女子には味み噌そラーメンが人気だ。ただ、この無料煮に卵たまごは逃すな。注文時に言わないと、もらえないシステムみたいだからな」

　ちょっとアリスベルが引くぐらいキリッとしたシリアス顔で言ってから、俺は日本人の店員さんに注文をする。アリスベル共々、しっかり無料煮卵を忘れず注文しながら。

　そして、ドイツ人の客がいること以外はまるっきり日本な店内でくつろぐことしばし……

「お待たせいたしました」

　来たぞ！　俺のラーメン＆餃子ギヨーザセット。11ユーロ。１３７５円と割高感は否いなめないものの、外国で日本食を食べるムリを通すならむしろ安いぐらいだ。

　同時にアリスベルにもラーメン＆チャーハンセットが配はい膳ぜんされ……

「いただきます」

「はい、静せい刃じ君。お箸はしをどうぞ。いただきます」

　これも久しぶりに手にした、箸を使って食べると──

　──よし、美う味まいっ。

　日本にあっても、上の下ぐらいにはランクインできる味だ。

　流派的には、関西系の豚とん骨こつ醬油ラーメン。和わ歌か山やまラーメンってとこか。

「まあ。美お味いしいですね、静刃君。香港の日につ式しき拉麵ラーメンとも全然違います。あれはニセモノだったのでしょうか」

　アリスベルも『あらやだおいし』的に目をパチクリさせてる。

　うーん。本物の日本のラーメンを過去のドイツで初めて味わう事になるとは、お嬢様という人種はやはり我々庶しよ民みんとは違うんだなあ。

「それはそれ、これはこれって事だろ。んっ……？」

　店内がワイワイと盛り上がってきたので、そっちを見ると──

　テレビで、サッカーのワールドカップ・南アフリカ大会の話題が取りざたされていた。まだ大会の半年前だが、２００６年の大会の開催国で３位だったドイツ的には今度こそ優勝するぞという意気込みが感じられる。

　でも俺知ってるよ。今回のではドイツは確か４位なんだ。日本はベスト16だったね。なんかフシギな優越感を感じちゃうなぁ。未来人やってると、こういう時。




　もうすぐ帰還するその前に、ドイツのラーメン屋という面白い思い出ができた俺たちは……

　雨も上がっていたので、普通に並んで歩いてクエスのマンションへ帰る事にした。

　だがその距離感は、相合い傘がさで詰まった名残なごりがあって妙に近い。

　細い道だと歩道が狭い事もあって、またアリスベルは俺にペッタリとくっついてきてしまう。恥ずかしいなあ。さっきほどじゃないけど。

　などと照れていると、そこで──

　歩く際に普通に垂らしていた手と手が、ちょっとぶつかった。

　俺おれの小指とアリスベルの人差し指が、絡からまる具合に。

「……っ……」

　な、なんか。

　そのまま、握られちゃったんですけど。小指。アリスベルに。

　横目にアリスベルの表情をコッソリ確かめると、普通に前を向いて歩いているんだが……

　急に、若じやつ干かんのドギマギ感が浮かんでるな。

　などと考えていたら、チラッ、とアリスベルも横ナナメ下から俺の顔色を見てきて──

「……」

「……」

　数秒の沈黙の後、手を繫つないできた。

　俺も俺で、流れのままに手をそっと握り返してしまう。

　で、でも、ダメだろ。好かれてもいないのに、女の子の手を、こんな。

　……いかん、ちょっと手が震ふるえてきた。情けないなあ、俺は。このぐらい問答無用で握ってりゃいいものを、考えてしまう。こんなことをしていいのか、って。頭を撫なでたのはガキ扱い的な冗談として俺の中で処理できるんだが、手繫ぎ歩きは行き過ぎな気がする。

　とはいえ、振り払うムードではない事は確かだ。アリスベルの方から握ってきたんだし。

　なのでそのまま、２人で手を繫いだままドイツの細い道を歩いているうちに……

　なんだか……

　俺は、アリスベルのこの好意をまた信じてしまいそうになる。それは男子として仕方ないのかもしれない。なんというか、頭がボーっとしてきてしまうんだ。こんなに可愛かわいい女子と手を繫いで歩くなんていう、身に余る事をしていると。全神経が手に集まってしまったかのように、他ほかの事が考えられなくなっちまう。

　冬そっちのけで体がポカポカしてきた俺の、夢見心地の視界に──

　──ひらっ、ひらひらっ。

　と、何かが舞った。蛾がか？

　いま人けのない裏路地を通っているから、何かの害虫が飛んだのかもしれない。

「うおっ」

　その虫が割と目の前を飛んだので、慌あわてた俺はついアリスベルの手を離してしまう。

　そして下に飛んだ虫を払おうと、手を下から上へ跳はね上げた。

「！」

　虫はヒラリとそれを躱かわし、またこっちへ来る。

　俺おれは慌あわてて、すぐ手を真下に振り下ろし──その終点近くで、がっ、と、何かを摑つかんだ。

　結局その虫は俺に叩たたかれることもなく、ヒラヒラと飛んでいき……

　今、俺の手は──

「……ちょっ！　えっ、ちょっ……違ッ……！」

「～～～～～～～！」

　──アリスベルのパンツを、引きずり下ろそうとしているッ……！

　ど、どうしてこうなった!?

　なんで？　なんで？

　あまりの急展開＆超展開に、俺、パニック状態だよ！

　脳内で『説明しよう』と妖よう刕とうの声がして、今の一部始終をディフォルメ化した３Ｄアニメで図解してくれたが──

　俺は虫を追い払おうと、右手を上へ振るい、次に振り下ろした。

　ボーッとしてたもんで、手を上へ振るう動作がまずアリスベルのスカートを盛大にめくっていたのだ。横から、ショート丈たけのコートごと。

　そこでアリスベルのスカート内部側面がウェストのくびれぐらいまで露ろ出しゆつしてしまった所を、続く俺の右手振り下ろしが襲おそった。そこで偶然、本当に完全に偶然、指がアリスベルの苺いちご柄がらの下着に引っかかり──

　引っ張り下ろして、しまった、のだッ……！

　紐ひもみたいに細い側面を、ふとももの辺りまで！

　とはいえ神様は最後の一線を守ってくれており、アリスベルのお大事な部分はまだギリギリ下着で隠れていた。ええい妖刕ッ、『ハイジニーナ』とか余計な表示をするなッ！

　地球の重力がスカートを元の位置に戻していく中、あまりにあんまりなハプニングに右手が硬直してしまった俺は……

　アリスベルのスカート内に手を突っ込んだまま、体温であっためられている環かん剱けんのパーツが前腕に乗っかってくる感触に震ふるえ上がる。

　ちなみに飛んでいった虫は、ヨーロッパの渡り蝶ちよう・クロケットマダラだったよ。

　迷惑な蝶だなクロケットマダラっ！　さっさと他ほかの国に渡ってくれよ！

「……なぜ……」

　という、アリスベルの第一声。

　うわぁ……

　声が震えてるよ。怒りで。

　このままスカート内の環剱パーツでミキサーみたいに手をミンチにされかねんと思った俺は、すぽっ。スカートから大慌てで手を抜く。そして、

「い、いや、その。これは今、虫が──」

　という弁明を始めた途中で、

「なぜこんな道みち端ばたでそんな行為に及ぼうとするのですかっ[image: ]　この、ケダモノ[image: ]」

　一切もちろん聞く耳を持たず、既すでに引け腰だった俺おれのみぞおちに、ドスッ！

　アリスベルのエナメル靴ぐつのつま先が、前まえ蹴げりによって思いっきりメリ込んだ。しかも驚おどろいたことに、そのみぞおちを踏み台にしてアリスベルは大きくジャンプする。俺の、頭上へ。

「──ッ！」

「静せい刃じ君は！　モーレツに！　エッチ！　です！　です！」

　げしッ！　げしッ！　げしゃッ！　げしょッ！

　出、出たッ！　アリスベルによる真上からの顔面踏みつけ連撃っ！

　いかなる武術家も、真上からの攻撃には弱い。その方向から攻められる事はまず無いからだ。

　それは俺、妖よう刕とうの静刃でも例外ではなくッ……この、真上からの攻撃には……

（……反撃が、できないッ……！）

　妖刕もこの踏みつけに対する反撃方法はノーアイデアらしく、マトモな表示ガイドが出ない。

　妖刕と黒套コクドで攻守にバランスのいい俺が、妖刕に見放され、黒套には元から覆おおわれていない顔面をひたすら踏まれて──バッタリと、仰あお向むけに倒される。

　その顔面を、めきょっ！　と──

　アリスベルは体操選手が着地する時のように両腕を広げ、両足で踏みつけてくるのだった。
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　インマーマン大通りの終わる先、デュッセルドルフ中Ｈ央ｂ駅ｆに近いカール通りに停とめた車の中で──

「また摂とれたわ。はいお裾すそ分わけ。ほんと、若い男女っていいわねぇ」

「こっちも摂れたじょ。デュフフ。ケンカの味は蜜みつの味。もっと静刃も頑張りゃよかったのににゃあ」

　クエスと鵺ぬゑが、恋レン函カンと怨オン函カンでアリスベルと静刃の感情を横おう奪だつしている。

　恋人たちに憑つく心ここ喰くいたちとは、こうして客観視すると本当に悪魔だな。

　しかし私もまたその１人。今もまた、クエスからアリスベルの恋心を分け与えられて──

　その甘かん味みの誘惑に耐えきれず、もう、舌に載せてしまっている。

「恋心を摂ったら、ケンカを起こさせて恋愛の進展を中断させる。カップルに憑く時の定じよう石せきがあんなにうまくいく男女も珍しいわね」

「思いっきりガキ同士で、バカ同士だからなんだじょ。あの２人は。フヒヒッ」

　などと鵺と笑い合うクエスに、

「──十分か？」

　私は、最後の確認を取る。

　凹面暦鏡カフヒストリアは、各所を純金で縁取った立体的な魔法陣の中に生じさせるものだ。クエスの家に製作されたそれは、公園によくあった回転遊具──球体をしたジャングルジムのような形状をしており、未来へ跳とばす対象はその内部に入らなければならない。

　そして構造上、立体魔法陣キユビ・マギルスを起動させるのには外部からの起爆式力が必要とされる。

　そこに使う式力ちからもまた少なくはないので、クエスは事前に多量の魔力を自身にも蓄ちく積せきさせておかねばならないのだ。

「ええ。やってみましょ」

　色目を使うようなクエスの流し目には、ある種の強い自信が宿っている。

　それを感じ取った私は、後はこの才女に任せることにして──

「よろしく頼むぞ」

　車を出て、自分の用事を済ませに向かう事にする。

　鵺ぬゑとクエスもついてくる中、私はインターネットで探し当てていたこの街の『何でも屋Streit Detektiv』に向かう。

　ハーコート通り、９番地……駅前から商店街を歩いて少し行った線路沿いに在ある、雑貨屋を兼ねた手狭な店──『ウスタマカUstamaka』。

　私はベルのついたドアを開き、ガラクタが雑然と並べられた店内に鵺とクエスを連れて入る。

　名前もそうだったが、奥ではどこの国の人間かよく分からない男がトルコ騎き兵へいのサーベルと思われる骨こつ董とう品ひんに油を塗っていた。

「ウスタマカ氏か？　英語でもよいか？」

　私がそう尋たずねると、

「いいよ。メールをくれたバクさんだね？　初めまして、私がウスタマカだよ」

　フチなし眼鏡めがねを直しながら、ウスタマカはフレンドリーな笑顔で迎えてくれた。

　コツコツとブーツを鳴らして、店内をぐるりと物色した私は……

「今日の用件は２件だ。まずは……そうだな、この箱をいただこう」

　宝箱の形をした、幅20cm足らずの木箱を手に取る。

「お目が高いね。それはルイ15世の愛人デュ・バリーの遺品の１つ。18世紀のフランス革命で民衆に略りやく奪だつされたが、巡り巡ってここに来た物だ。フラウ・バクは大層な美人だから、特別に２万ユーロで譲ゆずってもいい」

「ウソはいけないと、ご両親に習わなかったかな？　Made in NLと書いてある。中身は無いが、ワッフルの香りも微かすかに残っているよ。オランダ製の菓子箱だろう」

「２ユーロでいい」

　一気に価格を１万分の１にしたウスタマカは、私が商取引に値する顧こ客きやくかどうか試していたようだな。

　ウィンクして、「もう１件は？　どんな事でも請うけ負うよ」と、にこやかに尋ねてくる。

　私は２ユーロ硬貨を彼に弾はじいて渡し、箱を持ったまま──

　──今ある力を一気に、ほぼ全すべて準備済みの恋レン函カン錬れん成せいの式しきで注ぎ込む。

　鵺ぬゑとクエスはすぐそれに気づいて、こっちを見てきた。

　魔術師ではないらしいウスタマカは「？」と小首を傾かしげたが、その眼光は真剣なままだ。

　頼んでも良よいだろう。この男になら。

「ウスタマカ氏。日本へ行った事は？」

「何度もあるよ。これはウソじゃない」

「それでは、２０１３年の５月３日から７月５日までの毎週金曜日、今の時刻に──日本国、神か奈な川がわ県、横よこ須す賀か市、居鳳いのう町ちよう、居鳳いのうヶが浜はま、妙みよう連れん地じ蔵ぞう尊そんの前にこの箱を持ってきてはくれないか。その期間内のどれかの金曜に私がそこで待っているから、その時、この箱を返してくれ」

　式力ちからを失って少しクラクラするのを隠しつつ、私が依頼すると……

　ウスタマカは苦笑いし、腕組みしてみせた。

「さてさて。妙な注文もあったものだね」

「それは承知の上だ。受けてくれるな？　何でも屋」

「バクさん。あなたが何らかの理由で、そこに来られなかった場合は？」

「その可能性は無くはないが、たった今この箱は私にとって大切なものになった。私の友人を遣つかわすよ」

「ふむ……受ける受けないは少々考えさせてもらう。３年以上先となると、私も万が一ということもあるからね。日本での滞たい在ざい期間が２ヶ月にも及ぶ話なら、現地で何かあった時に備えて信用できるバックアップ人員も必要になる」

　この型破りな注文にも、真しん摯しに取り組もうとするウスタマカに……

　店のさらに奥から、声が掛けられた。

「受けなよ、お兄ちゃん。俺おれも手伝うからさ。経費で日本に行けるチャンスだよ」

　本ほん棚だなの脇わきから顔を出したのは、一目でウスタマカの弟と分かる男だ。髪型や体型は異なるが、顔がとてもよく似ている。

　２人はそれから、少しドイツ語で会話している。

　鵺が念話テレコで同時通訳してくれて──

「賭かけよう、お兄ちゃん。この美人さんが浜辺に現れるかどうか。俺は、来ると思うんだ」

「乗った。じゃあ私は来ない方に賭けよう。私たち賭けの当事者は覚えるものだが、お客様は気まぐれ。こんな箱１つを取りに来るかどうかは賭けに値する。面白くなってきた」

「決まりだね、お兄ちゃん。現れれば俺の勝ち」

「決まったな。現れなければ、私の勝ちだ」

　──などと、どうも兄弟間でギャンブルの対象にしているようだ。この件を。

　だがそれでこの仕事を受ける決心がついたらしい、ウスタマカは……

「受けよう。フラウ・バク。あなたのような美女に再び会える約束を取り付けられる仕事なら、このウスタマカ兄弟が喜んで務めさせていただくよ」

　何やら調子の良いいことを英語で言いつつ、契約書の雛ひな形がたを机から取り出している。

「ただ、２人分の渡航費や滞たい在ざい費ひも含めると、今度こそ２万ユーロ戴いただきたいんだが」

「構わない。必ず、よろしく頼むぞ」

　そう言って、私は今買ったばかりの木箱をウスタマカに手渡した。

　この箱は──今や、恋レン函カン。

　そうしたのだ。私が。

　しかし、恋函は式しきを掛けてから最低でも２年は酒のように寝かせないと機能しない。未来に戻ってから作っていたのでは、その２年間で餓うえ死にしてしまいかねないからな。

　つまりここで箱を作っておき、未来に戻ったところですぐ受け取れば──

　その日から、私は恋心を食べられるという筋書きだ。

　そして……

　未来の日本に還かえってから居鳳いのうまで移動するバッファの期間は設けたが、２０１３年５月は、もう私とアリスベルの契約が満了した後。

　この恋函はきっと、幸せな函はこになるだろう。

　アリスベルを起点にしたもの以外の、誰だれの恋でも集められる、恋多き函に。
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　クエスのペントハウス、10階建てマンションの屋上を占有している広いバルコニーで──

　一見すると丸いジャングルジムのような、凹面暦鏡カフヒストリアの発生装置が夕ゆう陽ひに煌きらめいている。

　直径は６ｍほど。シロウト目にはデカい現代アートか、それこそ運動器具を設置したように見えるだろう。

　だがこれは異能史上希まれに見る、俺おれたち不連続体を元いた時空へ戻す装置なのだ。

（これで……還れるんだ。ついに還れるんだ。２０１３年へ）

　還ったら、やらなければいけない事が沢たく山さんある。

　まずは、白い妖よう刕とう──早乙女さおとめ刹せつ那なのこと。

　刹那は２０１０年、その身を挺ていして殲チエンや巻まきから俺たちを守った。

　彼女の安否を確認しなければならない。

　それに、ビビ、キリコ、矢や子こさんの事もだ。

　みんなとは、鳳おおとりの復活を見た２０１３年の居鳳いのうヶが浜はまで離れ離れになったが……アリスベルや貘ばく同様、一度は鵺ぬゑに殺されたのを鳳に復活させた所までしか確認ができていない。

　その後どうなったのかは、やっぱり心配なのだ。ちゃんとこの目で見て確かめない限り。

　そして、祈いのり。

　向こうでも時間が進んでいれば、祈いのりはきっと俺おれがいなくなって悲しんでるだろう。こうして元気でいる姿を見せて、安心させてやらないと。義理の義理とはいえ、兄として。

　それから、居鳳いのう高に戻ろう。

　どんなにトチ狂った学校だろうと、学校は学校だからな。生徒であるからには、通わないと。

　まだ俺が異能である以上、セアラ先生や八や九く藻も先生に教わるべきことは沢たく山さんあるはずだしな。

「それじゃあ、中に入って」

　蝶ちよう番つがいで開くようになっている立体魔法陣キユビ・マギルスの一部を開いたクエスに促うながされ、俺は中に入る。

　貘ばくは空腹でよろけていたので、アリスベルが肩を貸してやりつつ……入った。

　最後に鵺ぬゑが入り、立体魔法陣は元の形に戻される。

「できるだけ中心にいた方がいいと思うわ」

　カプセルのように密閉されている物ではないが、立体魔法陣の中には縦横ナナメに金や銀、銅や真しん鍮ちゆう、鉄でできた針金や筒が通っていて身動きが取りづらい。

　謎なぞの文字や記号がビッシリ描かかれた銅板や鉄板もあちこちに据すえられていて……

　これを乗り物と考えると、すこぶる乗り心地が悪い。

　中心側の手すりみたいな銀の棒に貘が寄りかかり、アリスベルが寄り添うように立つ。鵺はしゃがみ、俺はそのすぐ近くで片かた膝ひざを突く姿勢になる。

「静せい刃じ、ケツをこっちに向けるなじょ」

「しょうがねえだろ、真ん中の方に集まれって言われたんだし、身動き取りづらいんだから」

「うー。オナラしたら緋ヒ箍コ來リで撃つじょ！」

　鵺と俺が押し合いをしながらも、ともあれ俺たちは立体魔法陣内部のできるだけ中心寄りに搭乗できた。

　西日の中、近くの教会の尖せん塔とうから──

　──リン……ゴーン……リーン……ゴーン……

　と、鐘かねの音ねが響ひびき始めた。

　これは夕方４時を示す、日本でいう夕焼けチャイムみたいな鐘らしい。

「凹面暦鏡カフヒストリアそれ自体は音を立てないけど、その起動にまつわる式しきが少し音を立てるの。ご近所づきあいもあるから、それをこの鐘の音に紛まぎれさせるわ」

　クエスがそう言って、この立体魔法陣に繫つながる導火線のような鎖を手に取る。

　なるほどね。だから夕方４時にこいつを使う予定だったのか。

　──リン、ゴーン……ゴーン、ゴーン……

　鐘の音と、地上から微かすかに聞こえる車の音。それ以外には、静かだ。

　暮れゆく夕焼け空では、ちぎれ雲が茜あかね色いろのグラデーションを空に描えがいている。

　バルコニーに、ひら、ひら、と──クロケットマダラが飛んでる。クエスが飼ってるんだな。

　……キレイだな。

　この時代とも、もうお別れか。

　もうちょっとノンビリしたかった気もするけど、ボヤボヤしてるとまた存そん在ざい劣れつ化か症しよう候こう群ぐんやら復元力やらで命が幾つあっても足りたもんじゃないからな。生き返った遠とお山やまに逆ぎやく襲しゆうされるのもゴメンだし。

　鐘かねの音ねがむしろ引き立てる、不思議な静けさの中──

　……　パッ！　バッ！　パッ！　……

　古い映画に出てくるような、昔のカメラのストロボ音みたいな小さな爆音が響ひびき始めた。

　立体魔法陣キユビ・マギルスの外周各所で、それこそフラッシュみたいな閃せん光こうが起き始める。

　その光は小さな光の粒となり、重力に引かれるような動きで──この球体の中心に向かってサラサラと集まってくる。

　地球の引力を全く無視して動く光の粒は、俺おれたちの体を透過して立体魔法陣の中心に集まる。

　そこでお互い引かれ合うようにして接触していき、次第に大きな光の玉となっていく。

　アリスベルの荷電粒子砲メビウスにも少し似た光景だ。

　……　バッ！　パッ！　バッ！　……

　という破は裂れつ音おんが続き、光の玉は大きくなっていく。俺の腕や鵺ぬゑの頭、アリスベルや貘ばくの腰が光に包まれていくが、熱さは感じない。この光は眩まぶしいだけで、何も感じないものだ。

「──待てだじょ！」

　音の中で、突とつ如じよ、鵺が大声を上げた。

「足りんじょ！　クエス！　謀はかったな!?」

　犬けん歯しを剝むいた鵺は、俺を押し退のけるようにして叫ぶ。

　立体魔法陣の外にいる、クエスの方へ。

「……もう出ない方がいいわよ？」

　対するクエスは……

　眩しくて微妙に見えなくなってきているが、何やら笑っているようにも見える。

「あなたたちの体にはもう、第１フェーズで爆ばく縮しゆくレンズ光が浸しん潤じゆんしてるもの。出たり止めたりしたら、凹面暦鏡カフヒストリアの発動と同時に体がちぎれちゃう」

　何だ。

　何が起きている。

「この光量──これじゃ、３年以上の時間順行には全然足りんじょ！」

　鵺の剣幕に、俺とアリスベルも──

　何か想定外の事態が起きていると、悟り始める。

「──戻れないという事ですか!?」

　アリスベルが慌あわてた声を出し、守るように貘の肩を抱だき寄せている。

　２人の体はもうほとんど光に包まれており、俺と鵺も同様だ。

「これは──未来は未来でも、少ししか行けんじょッ！　元のルートに戻る事もできないハズ。４周目へ送り込むつもりか、クエス！　貴様ッ……」

　それでも鵺ぬゑは伏せるようにして、光の下からクエスに怒鳴っている。

「だって、〝未来へ戻せ〟としか言わなかっただろ？」

　急に男喋しやべりになったクエスの声が、いつの間にか敵対的な色を交えている。

　……しまった……！

「４周目の１年と少しぐらいの未来へ送る凹面暦鏡カフヒストリアを作るのが、私の技術的限界だったのよ。これでも、世界最高水準の技術で全力を尽くしたわ。これ以上のことは、私にもできないの。できなくなっちゃったら……お金を払ってくれないでしょう？　だから、それでガマンして。ああ、お金は随ずい分ぶんと余っちゃったけど、それはもらっておくわね」

　クエスは再び、柔らかな喋り方になっているが──

　──ハメられた、みたいだぞ。

　詳細は分からないが、クエスは不完全な暦こよみ鏡かがみを作ったんだ。そうと知って、俺おれたちを入れた。

　檻おりのような形状の立体魔法陣キユビ・マギルスを内側から破壊する事は可能だろうが、出たとしてもその先で自動的に肉体が破壊されるような話をしていた。

「どうなるというのだ、鵺。この暦鏡で、私たちは……っ」

　貘ばくも焦あせりの色を隠せず、光の中から尋たずねてきている。

「……ッ……腹ァ括くくれや貘。この凹面暦鏡は４周目の近未来、おそらく最も危険な時と場所へ跳とばされるものだじょ。２周目、３周目の世界が敵対的時代なら、４周目以降は超敵対的時代──クエスはその必殺の時刻リーサル・アワーで、鵺たちを復元力に殺させるつもりだったんだじょ！」

　鵺の話に、クエスが笑いながら「ご名答」などと言っている。

　やられた。クエスは金だけピンハネして、俺たちを──

　未来に送り込んで、そこで自然の力に殺させるつもりなんだ！

　絶体絶命の窮きゆう地ちに陥おちいった俺たちに、

『土ど壇たん場ばでしくじるケースも、ちょっとは想定して──鵺は緊急脱出法を考えといたんだじょ。おいアリスベル！　荷電粒子砲メビウスを急げッ！』

　鵺の念話テレコが、聞こえてくる。

『お前の荷電粒子砲なら、さっき鵺たちの体に入った爆ばく縮しゆくレンズ光も吹っ飛ばせるハズだじょ。もう凹面暦鏡は第３フェーズまで来てるから、この後ヤバい粒子が体に入ることはないじょッ。急いで、５発撃てだじょ！　初弾はこの立体魔法陣の魔力を飛散させて、２弾目からは鵺、貘、静せい刃じの順で撃てだじょ。５発目は──荷電粒子砲を自分に撃てるならそれで自爆。自分に撃てないなら、カタキのクエスはブチ殺してやるし骨は拾ってやるから──死ね。急げッ！』

　──鵺はそんな作戦を早口に伝え、アリスベルは──

『わ、分かりました。今は色イロ金カネ粒りゆう子しもありません。荷電粒子砲は13秒に１発撃てるハズです』

　自分に荷電粒子砲メビウスを撃てる撃てないには答えず、環かん剱けんを組み立てる音を立て始めた。

　いつものようにスピンして素早く組み立てる事が、この立体魔法陣キユビ・マギルスの中ではできないのだ。

　アリスベルの抜ばつ剣けんを手伝うため、俺おれが魔法陣を内側から破壊しようと妖よう刕とうを抜きにかかると……それを察知したらしい鵺ぬゑが、俺の手を止めてくる。

『──立体魔法陣を壊すなッ！　単純に壊せば、出たのと同じ事になっちまうじょ！　まずは魔力を飛散させるんだじょ、荷電粒子砲で！　それしかないんだじょ！』

　専門家の鵺にそう言われて、俺は手も足も出せなくなる。

　眩まぶしい光の中、アリスベルが環剱をナナメにしながらも何とか組み上げたのが見える。

　腰の位置で直角に据すえなくても荷電粒子砲は撃てるらしく、十字懸けん垂すいのようなかなり無理な体勢から──アリスベルが、粒子加速リボルビングの手順に入った、その時。

　──バキンッ！　と、環剱が──

　割れた。真っ二つに。

「そう来ると、ちょっとは思ってたわ」

　クエスの声が聞こえる中、手すりのように摑つかまっていた環剱を失ったアリスベルはその場に尻しりもちをつく。

「っ……！」

　アリスベルが拾い上げようとした環剱は、光の中なのでよく分からないが──

　急速に錆さびて、ボロボロと崩れ落ちているように見える。

　今まで幾多の難敵を打ち倒してきた、アリスベルの、環剱が……！

　破壊、されたのだ。何らかの、魔術的な方法で。

「私たち──ずいぶんと長い間、一緒にいたものね。そのまあるい剣、あなたは信じられないぐらい強固に対魔防性シユーツエンを持たせてたみたいだけど……私、とってもとっても頑張って、やっと一部分だけ式しきに隙すきを見つけられたの。だから、そこから侵入させてもらったわ。あまり美しくない方法でだけど、壊させてね。ウフフッ」

　アリスベルを嘲あざ笑わらう、クエスは──

　この時を、ずっと狙ねらってたんだ。そして、周到に準備していた。

　出会った頃ころに言っていたが、貘ばくと獗ケツは親しん戚せきのような妖あやかし。

　そして、貘が遠とお山やま殺害の件で魔女連隊レギメント・ヘクセを騙だましていたように、クエスは凹面暦鏡カフヒストリアの件で俺たちを騙していたのだ。

「……あッ……う……」

「くっ……よ、よせ、クエス……！」

「……っ……」

　アリスベル、貘、鵺が、呻うめき始める。

　３人は立っている事もできないのか、それぞれ四つん這ばいになったり、立体魔法陣の部品に寄りかかったりしている。どうしたんだ、みんな。何をされているんだ！

「──クエス！」

　俺おれが魔法陣の外に叫ぶと、

「ヨーロッパじゃ、魔力は換金できるのよ。セイジくん」

　クエスが笑い混じりに答えてくる。

「そこの３人は、まだ体内に魔力を持ってるの。でも、どうせ４周目の必殺の時間帯で死ぬんだから──もったいないでしょ？　それも私がもらってあげてるの。ドレーンっていう魔術。あなたの場合はその刀とコートが魔力のお財布みたいだけど……開かないからいいわ。持ったまま、未来で死になさい」

　俺の右みぎ眼め、バーミリオンの瞳ひとみに──

　クエスが使っているという、『ドレーン』なる術の説明が表示される。

　それは相手の持つ式力ちからを強制的に吸い取り自分のものにする、吸血のような術。

　高度な術らしいものの、それにバーミリオンの瞳はアンテナ表示をした。実際そうなんだが、クエスは俺が大した式しきを使えないと見て油断しているらしい。こんな状況でも何かの役に立てようというのか、バーミリオンの瞳はその術をハッキングしてコピーしようとしているが……

「──それとも、ここで死ぬ？　セイジくん」

　それで俺がクエスに視線を向けている事を、クエスは敵対的と感じたらしい。

「いいわよ？　そこから、刀を投げつけてきても」

　光の向こうで、自らの周囲に蝶ちようを舞わせるクエスは──

　本性を現したかのように、第プ１リ態モから第２態セコンデイへ姿を変えていく。

　万一俺たちが破れかぶれになって攻撃してきた時に、しっかり備えているんだ。

　目の周囲から頰ほおにかけてがパンダのように浅黒く色づいていき、口には犬けん歯しの位置にキバが覗のぞき、ドレスのスカートの背面を持ち上げるようにして──袋のような形の、でかいシッポが現れた。あの縞しま模様は……タヌキだ。チクショウ、それがお前の正体かよ。
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「敵を縛しばり、力を奪うばい、それから戦うのが獗ケツの戦い方。飢うえた妖あやかし２匹と人間２匹なら、難なく殺せるわ。でも、できれば未来で勝手に死んでくれないかしら。魔力の貯金をムダ遣づかいしたくないのよ」

　つくづく……

　卑ひ怯きような女だぜ、クエス。

「静せい刃じ、よせ、だじょ……ッ。戦うな……！　今この魔法陣から出ると、体が歪ゆがみ、伸ばされ、ちぎれるッ……こ、ここで踏んばって戦おうと……戦えば……」

　俺の足あし下もとから、鵺ぬゑが呻うめくように言ってくる。

「戦えば、殺される。ここは、堪こらえろだじょッ。男なら、堪えろッ……！　ぬ、鵺は、行く。この先に何が待ち構えていようと……クエスと戦って犬死にするよりは、マシだじょ。必殺の時刻リーサル・アワーでは、お、お前の力がまた必要になる。だから、無む駄だ死じにしてくれるなやッ」

　結局は自分の事しか考えてないような、鵺ぬゑだが──

　今に限っては、コイツの決断が正しいのかもしれない。

　それに──

　この暦こよみ鏡かがみは、未来へ繫つながっている。そこがどんなに危険な場所であったとしても、未来へ。

　それは危ない橋であろうと、一歩目だ。２０１３年へ近付くことには違いないんだ……！

「……分かった。行こう」

　俺おれも腹を括くくり、妖よう刕とうをきつく、きつく、握りしめる。

　ドレーンのコピーは、まだ完了していない。

「……獗ケツ……よ……」

　ほとんど聞こえないほどに弱った、貘ばくの声がする。

「貘は……忘れぬ。裏切り者よ。この借りは必ず返す。この先の、さらに未来で……」

「生き延びれたら、受けて立つわ。バイバイ」

　クエス。ドイツのタヌキ女。

　俺も、お前の事は絶対許さないぞ。

　俺たちは生き延びる。必殺の時刻リーサル・アワーを、必ず乗り切る。

　その向こうで──

　未来で、待ってろよ。





── Love & Warfare Continues ──









　　　あとがき




　本作もⅤ巻を数え、Ⅲ巻から過去へ迷いこんだ静せい刃じたちの奮闘も本格化してきました。

　未来へ還かえろうと抗あらがう静刃たちに襲おそいかかるのは、運命。本来その時代にいないハズの存在を亡なき者にせんと、ピンチに次ぐピンチを与えてきます。Ⅴ巻では特に、宿敵・遠とお山やまキンジとの縒より糸のように入り乱れた闘争の歴史が描えがかれています。

　一方、そんな戦いの物語に華はなを添えるのが──恋。女の子。行きつ戻りつではありますが、過去の世界で助け合う静刃とアリスベルのラブコメも結果的に大盛りになりました。貘ばくの近親種とおぼしき妖よう艶えんな獗ケツ・クエスも大きな胸を張って現れた中、静刃も言っていましたが貧乳の鵺ぬゑが貴重なキャラクターに見えてきましたね。しかし、妖よう刕とうにも無視され気味ですが鵺だってＢカップはあるのです。周囲がみんな大きいから小さく見えるだけなんだじょ！

　恋と闘争は続くLove & Warfare Continues──

　ラストの１行の通り、引き続き『キスキスバンバン』でストーリーは続いていきます（キスシーンは然さ程ほどありませんが）。

　なお、このⅤ巻には作者……私がカメオ出演しています。どこにどんな役で出ていたのかはちょっとしたクイズのようになっていますので、探してみてくださいね。




　ここで一つ、とても嬉うれしい朗ろう報ほうをお届けします。

　現在『電でん撃げきコミックスＮＥＸＴ』さんより……

　コミック版・『やがて魔ま剱けんのアリスベル』の１巻が好評発売中となっております！

　作画は『はつゆきさくら』等で有名な滝たき乃の大だい祐すけさんが、全話すばらしいクオリティで描かいて下さっています。私も監修としてネームや下書きから見させていただいているのですが、毎回ビックリするほどパーフェクトにこの小説の世界を表現して下さっています。そして何より、アリスベルたち女の子キャラの表情や仕草がとってもとってもカワイイのです……！

　また、小説では主に文章で表現されていたアクションシーンもマンガでしっかり演出されており、こちらもコミック版の大きな見所です。アリスベルの荷電粒子砲メビウス、ビビや貘の各種魔術、キリコのＰパＡツＤドも出てきますので、小説版と併あわせてぜひお楽しみ下さいね。




　それもこれも、本作をご愛読して下さる読者の皆さまのご声援の賜たま物ものです。

　いつも本当に、ありがとうございます。心の底から感謝してます。

　それではまた、未来のいつかに、本屋さんでお会いしましょう。





２０１５年１月吉日　赤あか松まつ中ちゆう学がく
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